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石川県知事　馳　　　浩

今後の自然災害に備えて
～国土強靭化対策を見据えて～

1
．は
じ
め
に

昨
年
一
月
一
日
に
発
生
し
た
令
和
六
年
能

登
半
島
地
震
は
最
大
震
度
7
を
観
測
し
、
関

連
死
を
含
め
て
五
百
名
を
超
え
る
方
が
亡
く

な
り
、津
波
、火
災
、液
状
化
現
象
も
重
な
り

十
万
棟
を
超
え
る
家
屋
被
害
が
生
じ
る
な
ど

県
政
史
上
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
九
月
二
十
一
日
に
発
生
し

た
令
和
六
年
奥
能
登
豪
雨
で
は
、
県
内
で
初

め
て
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
、
記
録
的

な
大
雨
に
よ
り
広
範
囲
で
浸
水
被
害
や
土
砂

災
害
が
発
生
し
、
死
者
十
六
名
、
住
家
被
害

は
千
六
百
棟
を
超
え
る
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

大
規
模
な
震
災
か
ら
の
復
旧
途
上
に
あ
る

中
、
追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
大
水
害
が

発
生
し
、
我
が
国
の
災
害
史
上
で
も
、
極
め

て
異
例
な
複
合
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

2
．被
災
状
況
と
復
旧
の
状
況

今
回
の
地
震
で
は
、道
路
を
は
じ
め
港
湾
、

漁
港
、
電
力
、
通
信
、
上
下
水
道
な
ど
イ
ン

フ
ラ
に
大
き
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

特
に
道
路
に
つ
い
て
は
、
盛
土
の
崩
壊
や

が
け
崩
れ
が
相
次
ぎ
、
多
数
の
箇
所
が
通
行

止
め
と
な
り
ま
し
た
。三
方
を
海
に
囲
ま
れ
、

平
地
が
少
な
い
と
い
う
能
登
半
島
の
地
理
的

状
況
も
相
ま
っ
て
、
金
沢
方
面
と
能
登
を
結

ぶ
大
動
脈
で
あ

る
“
の
と
里
山

海
道
”
の
寸
断

は
外
部
か
ら
の

円
滑
な
復
旧
支

援
活
動
の
妨
げ

と
な
っ
た
ほ
か
、

海
岸
線
や
山
間

部
の
道
路
の
被

害
に
よ
り
、
多

く
の
孤
立
集
落

（
最
大
三
千
人
）

が
発
生
し
、
救

助
・
救
援
に
も

困
難
を
極
め
ま

し
た
。

多
数
の
大
規

模
崩
壊
が
あ
っ

た
“
の
と
里
山

海
道
”
に
つ
い

て
は
、国
土
交
通
省
の
権
限
代
行
に
よ
る
応

急
復
旧
が
進
み
、
三
月
に
は
能
登
方
面
へ
の

一
方
通
行
で
交
通
が
確
保
さ
れ
、
七
月
末
に

は
双
方
向
で
の
通
行
が
可
能
と
な
り
、
応
急

仮
設
住
宅
の
整
備
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

倒
壊
し
た
建
物
の
公
費
解
体
な
ど
の
復
旧
業

務
が
進
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
港
湾
に
つ
い
て
は
、
輪
島
港
に
お

い
て
、
地
盤
隆
起
に
よ
り
漁
船
だ
ま
り
や
航

路
の
水
深
が
浅
く
な
る
と
い
う
港
湾
機
能
と

し
て
は
致
命
的
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
能

登
半
島
は
水
産
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
住
民
の

生
業
再
建
に
は
港
湾
機
能
の
早
期
復
旧
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
国
の
権
限
代
行
も
活
用
し

な
が
ら
、
浚
渫
や
仮
桟
橋
の
設
置
な
ど
の
対

策
を
迅
速
に
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
十
一
月

図1　能登半島の標高地形図
（デジタル標高地形図（国土地理院）を加工して作成）
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０
２
４
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た
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に
〜
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はせ・ひろし

生年月日　昭和36年5月5日
昭和59年3月 専修大学文学部卒業
昭和59年4月 星稜高等学校国語科教諭
昭和59年8月 ロス五輪レスリング・グレコローマン90kg級出場
昭和60年9月 プロレスラー
平成7年7月 参議院議員
平成12年6月 衆議院議員（7期）
平成15年9月 文部科学大臣政務官
平成17年11月 文部科学副大臣
平成25年10月 2020年オリンピック・パラリンピック東京招致推進本部長
平成27年10月 文部科学大臣、教育再生担当大臣
令和4年3月27日 石川県知事就任

の
カ
ニ
漁
解
禁
に
あ
わ
せ
底
引
き
網
漁
な
ど

が
一
部
再
開
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
今
後

は
浚
渫
土
砂
を
活
用
し
、
新
た
な
埋
め
立
て

地
の
造
成
や
防
波
堤
の
補
強
な
ど
、
港
湾
機

能
の
強
化
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

豪
雨
で
は
、
県
管
理
の
二
十
八
河
川
が
氾

濫
し
、
多
く
の
住
宅
や
農
地
に
被
害
を
も
た

ら
し
た
ほ
か
、
三
十
八
河
川
で
流
木
や
土
砂

の
堆
積
、
護
岸
損
壊
等
が
発
生
す
る
な
ど
治

水
機
能
が
低
下
し
ま
し
た
。

能
登
一
帯
で
河
川
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ

て
お
り
、
現
在
、
国
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

河
道
内
の
流
木
・
土
砂
撤
去
や
護
岸
の
応
急

復
旧
を
進
め
て
い
ま
す
。

3
．今
後
の
防
災
・
減
災
・

強
靭
化
へ
の
取
組
み

（
１
）
地
震
、
豪
雨
か
ら
の
復
旧
・
復
興

今
回
の
地
震
や
豪
雨
に
よ
り
強
く
感
じ
た

こ
と
は
、
半
島
地
域
と
い
う
ア
ク
セ
ス
が
脆

弱
な
地
域
で
こ
そ
道
路
を
基
本
と
し
た
イ
ン

フ
ラ
の
強
靭
化
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

能
登
地
域
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
全
国

の
半
島
地
域
で
は
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
で
道
路
、
電

気
、
上
下
水
道
、
通
信
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に

甚
大
な
被
害
が
生
じ
、
復
旧
・
復
興
が
遅
れ

る
と
、
そ
の
後
の
さ
ら
な
る
人

口
流
出
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

今
年
は
「
半
島
振
興
法
」
の

改
正
年
で
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン

フ
ラ
の
強
靭
化
な
ど
半
島
防
災

の
観
点
を
含
め
た
改
正
と
な
る

よ
う
に
期
待
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
社
会
全
体
で
、
大

災
害
は
必
ず
起
こ
る
と
い
う
意

識
で
防
災
、
減
災
、
イ
ン
フ
ラ

強
靭
化
に
普
段
か
ら
取
り
組
む

こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

“
の
と
里
山
海
道
”
で
は
、

平
成
十
九
年
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
の
際
に
も
道
路
盛
土

が
大
規
模
に
崩
壊
し
ま
し
た

が
、
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
等
を

用
い
た
補
強
盛
土
で
復
旧
し
た

箇
所
は
、
今
回
は
被
害
が
軽
微

で
し
た
（
図
2
）。

ま
た
、国
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

今
回
の
地
震
で
大
破
、
倒
壊
・

崩
壊
し
た
木
造
建
築
物
の
割
合

は
、
旧
耐
震
基
準
の
木
造
建
築

物
で
は
全
体
の
約
四
十
％
で
あ

る
の
に
対
し
、
二
〇
〇
〇
年
耐

震
基
準
の
木
造
建
築
物
で
は
全

図２　のと里山海道の盛土被災状況
（第２回 令和６年能登半島地震

道路復旧技術検討委員会資料より）

図3　木造建築物の建築年代別の倒壊・崩壊の割合
（社会資本整備審議会建築分科会

第31回建築物等事故・災害対策部会資料より）
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体
の
二
％
で
し
た
（
図
3
）。
こ
の
こ
と
も

防
災
・
減
災
の
取
組
み
が
い
か
に
重
要
か
を

示
す
例
で
し
ょ
う
。

本
県
で
は
今
後
の
自
然
災
害
に
備
え
た
取

組
み
と
し
て
、
幹
線
道
路
に
お
け
る
盛
土
補

強
、
被
災
時
に
大
型
車
の
交
通
を
確
保
す
る

た
め
の
防
災
路
肩
の
整
備
、
物
資
の
輸
送
拠

点
と
な
る
港
湾

施
設
の
強
靭

化
、
災
害
時
に

防
災
拠
点
と
な

る
道
の
駅
の
機

能
強
化
な
ど
、

震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
た
多
く

の
イ
ン
フ
ラ
整

備
・
強
靭
化
に

取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
イ

ン
フ
ラ
復
旧
を

地
域
の
復
興
に

も
活
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
能

登
半
島
の
沿
岸

部
の
道
路
を

「
能
登
半
島
絶

景
海
道
」
と
し
て
整
備
し
、
美
し
い
海
岸
線

に
沿
っ
て
能
登
半
島
を
周
遊
す
る
道
路
を
観

光
資
源
と
し
て
能
登
全
域
へ
の
誘
客
を
図
り

ま
す
。

（
２
）
流
域
治
水
対
策
の
強
化

本
県
で
は
、
昨
年
度
の
奥
能
登
豪
雨
だ
け

で
は
な
く
、
令
和
四
年
に
は
県
南
部
の
梯
川

流
域
で
、
令
和
五
年
に
は
県
中
部
の
河
北
郡

市
で
大
規
模
な
豪
雨
災
害
が
発
生
し
て
お

り
、
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
水
害
に
見
舞
わ

れ
て
い
ま
す
。

県
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
に
も
国
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靭
化
の
五
か
年
加
速
化
対
策
」
を
最
大
限

に
活
用
し
、
県
下
全
域
で
河
川
の
拡
幅
や
堤

防
の
整
備
な
ど
抜
本
的
な
河
川
改
修
や
、
堆

積
土
砂
の
除
去
な
ど
即
効
性
の
あ
る
対
策
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
河
川
管
理
者
が
主
体
と

な
っ
た
従
来
の
治
水
対
策
だ
け
で
は
被
害
を

防
ぎ
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
流
域
全
体
の
関

係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
防
災
・
減
災
に
取

り
組
む
「
流
域
治
水
」
の
推
進
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

砂
防
・
治
山
関
係
施
設
や
森
林
の
整
備
、

水
田
や
た
め
池
で
の
貯
水
機
能
の
強
化
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
防
災
情
報
の
提
供
に
よ

る
住
民
の
避
難
行
動
の
支
援
な
ど
、
流
域
全

体
で
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
る
取

組
み
を
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
、
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
河
川
で
は
、
再
度
の
災
害
防

止
に
向
け
、
緊
急
的
か
つ
一
体
的
に
実
施
す

る
対
策
を「
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
取
り
ま
と
め
、
流
域
の
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
流
域
治
水
対
策
を
強
力
に
推

進
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
公
共
土
木
施
設
等
の
長
寿
命
化

本
県
に
お
い
て
も
、
高
度
経
済
成
長
期
に

集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
公
共
土
木
施
設
等

が
、
今
後
、
急
速
に
老
朽
化
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
常
時
に
利
用
す
る
県

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
や
、
災
害
時
に
お

け
る
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
、
輸
送
の
基

盤
等
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
老
朽
化

対
策
は
急
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
社
会
情
勢
の
変
化

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
公
共
建
築
物
の
施
設
規

模
・
機
能
等
の
適
正
化
に
努
め
る
ほ
か
、
河

川
、
道
路
、
港
湾
な
ど
の
公
共
土
木
施
設
に

つ
い
て
、
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
い
た
計
画

的
な
点
検
・
補
修
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

4
．お
わ
り
に

地
震
と
豪
雨
の
複
合
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
は
、
長
い
道
の
り
と
な
り
ま
す
。

能
登
地
域
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に

向
け
、
今
後
も
国
、
市
町
、
民
間
の
み
な
さ

ま
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

図４　令和６年能登半島地震アーカイブ
（https://noto-archive.pref.ishikawa.lg.jp）

１月２９日に公開したアーカイブでは、地震・豪雨の被害状況や復旧・復興の過程で得た教訓等の資料
を順次公開し、今後の防災・減災対策や防災教育、防災観光等に活用していく。
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珠洲市や能登町で約190haの浸水被害が発生。

津波による被害状況（珠洲市 鵜飼漁港）

能登半島西部では最大約4mの隆起、約1.5mの水平変動を確認。

地盤隆起による被害状況（輪島市 鹿磯漁港）

大規模に崩落した国道249号では、国の権限代行による復旧が進む。

海岸隆起部に設置された仮設道路（輪島市）

道路や護岸の損壊、土砂災害など、甚大な被害が発生。

豪雨による被災状況（珠洲市）

大規模火災が発生した朝市通りでは、約49,000m2、約240棟が焼失。

火災による被害状況（輪島市 朝市通り）

地盤が軟弱な干拓地周辺で、河道埋塞や堤防沈下等の被害が発生。

地震による河道埋塞（内灘町）

2万棟を超える住家が全壊・半壊の判定を受けた。

家屋の倒壊（穴水町）

豪雨により、完成から間もない仮設住宅でも浸水被害が発生。

仮設住宅の浸水状況（輪島市）



大
規
模
地
震
へ
の
備
え

1
．は
じ
め
に

大
規
模
地
震
は
、
想
定
さ
れ
る
被
害
が
甚

大
か
つ
深
刻
で
あ
る
た
め
、
発
生
ま
で
の
間

に
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
事
業
者
・
国
民

一
人
ひ
と
り
が
、
様
々
な
対
策
に
よ
っ
て
被

害
軽
減
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
中
央
防

災
会
議
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
発
生
し
て
い

る
、
発
生
確
率
・
切
迫
性
が
高
い
、
経
済
・

社
会
へ
の
影
響
が
大
き
い
な
ど
の
観
点
か
ら

選
定
さ
れ
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
首
都
直

下
地
震
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝

型
地
震
に
つ
い
て
、
国
は
、
具
体
的
な
被
害

を
算
定
す
る
被
害
想
定
の
策
定
、
期
限
を
定

め
た
定
量
的
な
減
災
目
標
の
設
定
、
減
災
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
数
値
目
標
や

具
体
的
な
方
策
を
定
め
、
大
規
模
地
震
防
災

対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
昨
年
十
一
月
に
と
り
ま
と
め

た
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
災

害
対
応
の
在
り
方
、
上
述
の
三
つ
の
大
規
模

地
震
に
お
け
る
被
害
想
定
や
と
る
べ
き
対
策

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

2
．�令
和
六
年
能
登
半
島
地
震

を
踏
ま
え
た
災
害
対
応
の

在
り
方

我
が
国
は
、
歴
史
的
に
み
て
も
多
く
の
地

震
災
害
を
経
験
し
て
お
り
、
近
年
に
お
い
て

も
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

（
東
日
本
大
震
災
）
や
平
成
二
十
八
年
熊
本

地
震
を
は
じ
め
と
す
る
地
震
災
害
に
見
舞
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
、
力
強
く
復

興
す
る
と
と
も
に
、
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
経

験
や
教
訓
を
も
と
に
、
災
害
へ
の
備
え
、
災

害
対
応
を
不
断
に
見
直
し
、
進
化
さ
せ
て
き

ま
し
た
。

令
和
六
年
一
月
一
日
に
発
生
し
た
令
和
六

年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
山
が
ち
な
半
島
と

い
う
地
理
的
特
徴
、
高
齢
化
の
著
し
い
地
域

と
い
う
社
会
的
特
徴
、
元
日
の
夕
刻
、
厳
冬

期
の
発
災
と
い
う
季
節
的
特
徴
の
下
で
発
生

し
た
こ
と
も
あ
り
、
災
害
対
応
上
教
訓
と
す

べ
き
様
々
な
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
過
去
の
災
害
の
経
験
や

教
訓
を
活
か
し
て
、
迅
速
な
災
害
応
急
物
資

の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
や
大
規
模
な
対
口
支
援

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
や
衛

星
通
信
と
い
っ
た
新
技
術
が
活
用
さ
れ
た
ほ

か
、
各
種
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
活
用
な
ど

災
害
対
応
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
前
進
し
ま
し
た
。

災
害
に
強
く
し
な
や
か
な
国
づ
く
り
に
向

け
て
は
、
今
回
の
地
震
に
お
け
る
災
害
対
応

を
振
り
返
る
こ
と
で
課
題
・
教
訓
を
整
理

し
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
を

は
じ
め
と
す
る
、
今
後
の
地
震
災
害
に
お
け

る
応
急
対
策
・
生
活
支
援
対
策
に
活
か
し
て

い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

「
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
災

害
対
応
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
お

い
て
、
応
急
対
策
や
生
活
支
援
対
策
の
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
令
和
六

年
十
一
月
に
そ
の
結
果
が
と
り
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。

今
回
の
災
害
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
災
害
対

応
の
方
向
性
の
う
ち
、「
防
災
対
策
強
化
の

た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
」
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
防
災
対
策
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
と
も
に
、
対
策
の
効
果
を
最
大
限
発

揮
す
る
た
め
の
土
台
と
し
て
、

・�

大
規
模
災
害
に
総
力
戦
で
臨
む
た
め
の

「
国
民
の
防
災
意
識
の
醸
成
」

・�

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
等
に
よ
る
「
各

種
計
画
の
実
効
性
の
向
上
」

・�

災
害
対
応
力
の
底
上
げ
に
向
け
た
「
各
種

制
度
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
・
習
熟
、
研

髙
橋　

謙
司

内
閣
府
政
策
統
括
官

（
防
災
担
当
）

8
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修
、
訓
練
の
実
施
」

・
災
害
対
応
の
効
率
化
・
高
度
化
に
向
け
た

「
防
災
Ｄ
Ｘ
の
加
速
・
新
技
術
等
の
活
用

推
進
」

に
、
よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
能
登
半
島
地
震
の
特
徴
を
踏
ま

え
た
災
害
対
応
の
方
向
性
」
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
災
害
に
お
い
て
特
徴
的
な
取
組
み
で

あ
っ
た
二
次
避
難
、
孤
立
集
落
対
応
、
支
援

者
へ
の
支
援
等
の
取
組
み
を
更
に
効
果
的
な

も
の
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、

・
状
況
把
握
や
進
入
・
活
動
の
困
難
性
、
孤

立
集
落
発
生
等
の
地
理
的
特
徴
や
社
会
的

特
徴
を
踏
ま
え
た
災
害
応
急
対
応
や
応
援

体
制
の
強
化

・
高
齢
化
地
域
に
お
け
る
災
害
関
連
死
防
止

の
た
め
の
避
難
生
活
環
境
の
整
備
等
の
被

災
者
支
援
の
強
化

・
甚
大
な
被
害
や
リ
ソ
ー
ス
不
足
を
踏
ま
え

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
企
業
等
と
の
連
携
の
強

化
・
将
来
の
人
口
動
態
等
の
社
会
的
特
徴
を
踏

ま
え
た
事
前
防
災
や
事
前
の
復
興
準
備
、

復
旧
・
復
興
支
援
の
推
進

と
い
っ
た
、
新
た
な
災
害
対
応
の
強
化
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
災
害

対
応
の
在
り
方
に
つ
い
て

https://w
w

w
.bousai.go.jp/jishin/

noto/taisaku_w
g_0

2/pdf/hokoku.pdf

3
．南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

（
1
）
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
へ
の
対
策

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
の
検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生

し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
強

い
揺
れ
、
巨
大
な
津
波
、
そ
れ
に
伴
う
甚
大

な
被
害
を
踏
ま
え
、「
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

考
慮
し
た
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
」
を

想
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
考
え
方
に
基
づ
い
て
震
度
分
布
や
津
波
高

等
を
推
計
し
た
結
果
、
関
東
地
方
か
ら
四

国
・
九
州
地
方
に
か
け
て
の
極
め
て
広
い
範

囲
で
強
い
揺
れ
と
巨
大
な
津
波
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
震

度
分
布
や
津
波
高
等
に
伴
う
建
物
被
害
・
人

的
被
害
等
の
被
害
想
定
と
し
て
、
被
害
が
最

大
と
な
る
ケ
ー
ス
に
お
け
る
建
物
被
害
（
全

壊
焼
失
棟
数
）は
約
二
百
三
十
八
・
六
万
棟
、

人
的
被
害
（
死
者
数
）
は
約
三
十
二
・
三
万

人
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
全
壊
焼
失
棟
数
の
約
十
八

倍
、
死
者
数
の
約
十
七
倍
で
あ
り
、
極
め
て

甚
大
な
被
害
量
で
す
。

さ
ら
に
、「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策

検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
の
方
向
性
等
に
つ
い
て

検
討
し
、
平
成
二
十
五
年
五
月
に
最
終
報
告

が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
津
波
防
災
対
策
や
建

築
物
の
耐
震
化
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
だ
け
で

は
な
く
、
防
災
教
育
・
訓
練
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
も
含
め
た
「
事

前
防
災
」や
、救
助
・
救
命
、緊
急
輸
送
活
動
、

避
難
者
・
帰
宅
困
難
者
へ
の
対
応
と
い
っ
た

「
災
害
発
生
時
対
応
と
そ
れ
へ
の
備
え
」
な

ど
の
具
体
的
に
実
施
す
べ
き
対
策
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
報
告
を
踏
ま
え
、
中
央
防
災
会
議
に

お
い
て
、
平
成
二
十
六
年
三
月
に
「
南
海
ト

ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
」
を
策

定
し
、
策
定
か
ら
今
後
十
年
間
で
、
想
定
さ

れ
る
死
者
数
を
概
ね
八
割
以
上
減
少
、
建
築

物
の
全
壊
棟
数
を
概
ね
五
割
以
上
減
少
さ
せ

る
減
災
目
標
が
定
め
ら
れ
、
国
・
地
方
公
共

団
体
・
地
域
住
民
等
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
連
携

し
て
計
画
的
か
つ
速
や
か
な
防
災
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

（
2
）
時
間
差
を
お
い
て
発
生
す
る
地
震

へ
の
対
策

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
大
規
模
地
震
の
発
生

履
歴
を
み
る
と
、
駿
河
湾
か
ら
四
国
沖
に
か

け
て
の
複
数
の
領
域
で
ほ
ぼ
同
時
に
地
震
が

発
生
し
て
い
る
場
合
と
、
時
間
差
を
お
い
て

地
震
が
発
生
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震

だ
け
で
な
く
、
時
間
差
を
お
い
て
発
生
す
る

地
震
へ
の
対
策
も
重
要
で
す
。
特
に
、
直
近

の
二
つ
の
事
例
は
、
い
ず
れ
も
時
間
差
を
お

い
て
発
生
し
て
お
り
、
一
九
四
四
年
の
昭
和

東
南
海
地
震
で
は
約
二
年
後
の
一
九
四
六
年

に
昭
和
南
海
地
震
が
発
生
、
一
八
五
四
年
の

安
政
東
海
地
震
で
は
約
三
十
二
時
間
後
に
安

政
南
海
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
大
規

模
地
震
の
発
生
形
態
に
は
多
様
性
が
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
科
学
的

知
見
で
は
、
確
度
の
高
い
地
震
の
予
測
（
地

震
の
発
生
場
所
・
発
生
時
間
・
地
震
の
規
模

を
的
確
に
予
測
す
る
こ
と
）
は
困
難
で
あ
る

と
さ
れ
る
一
方
、
観
測
網
の
充
実
に
よ
り
地

震
に
関
す
る
様
々
な
異
常
な
現
象
を
捉
え
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
異
常
な

現
象
を
捉
え
た
場
合
に
は
、
不
確
実
性
は
あ

る
も
の
の
地
震
発
生
の
可
能
性
が
相
対
的
に
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高
ま
っ
て
い
る
旨
を
言
及
す
る
こ
と
は
可
能

と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
知
見
を
踏
ま
え
て
、
国
は
、
南

海
ト
ラ
フ
沿
い
で
異
常
な
現
象
が
発
生
し
、

新
た
な
大
規
模
地
震
の
発
生
が
平
常
時
に
比

べ
て
相
対
的
に
高
ま
っ
た
と
評
価
し
た
場

合
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」
を
発

表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注

意
）」
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
日
頃
か
ら

の
地
震
へ
の
備
え
の
再
確
認
や
、
地
震
発
生

時
に
す
ぐ
避
難
で
き
る
態
勢
の
維
持
な
ど
の

「
特
別
な
備
え
」、
ま
た
、「
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
警
戒
）」
が
発
表

さ
れ
た
場
合
は
、
前
述
の
防
災
対
応
に
加
え
、

地
震
発
生
後
の
避
難
で
は
間
に
合
わ
な
い
可

能
性
の
あ
る
地
域
の
住
民
に
事
前
避
難
を
呼

び
か
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
図
2
）。

本
情
報
は
、
新
た
な
大
規
模
地
震
の
発
生

が
平
常
時
に
比
べ
て
相
対
的
に
高
ま
っ
た
旨

を
周
知
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
期
間
中

に
大
規
模
地
震
が
発
生
す
る
こ
と
を
周
知
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
防
災
対

応
期
間
が
終
了
し
た
後
で
も
大
規
模
地
震
の

発
生
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
本
情
報
は
極
め
て
不
確
実
性
の

高
い
情
報
で
す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
十
分
認

識
し
つ
つ
、
各
主
体
が
お
か
れ
た
状
況
を
考

慮
し
た
う
え
で
、
本
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際

の
防
災
対
応
を
あ
ら
か
じ
め
計
画
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

4
．首
都
直
下
地
震
対
策

首
都
地
域
で
は
、
過
去
、
Ｍ
7
ク
ラ
ス
の

地
震
や
相
模
ト
ラ
フ
沿
い
の
Ｍ
8
ク
ラ
ス
の

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
当

該
地
域
は
南
方
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー

ト
が
北
米
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
み
、
こ

れ
ら
の
プ
レ
ー
ト
の
下
に
東
方
か
ら
太
平
洋

プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
特
徴
的
で
複
雑
な
プ

レ
ー
ト
構
造
を
成
す
領
域
に
位
置
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
震
発
生
の
様
相
は
極
め
て
多

様
で
す
。
そ
の
た
め
、
防
災
・
減
災
対
策
の

対
象
と
す
る
地
震
と
し
て
、
切
迫
性
の
高
い

Ｍ
7
ク
ラ
ス
の
首
都
直
下
地
震
を
対
象
と

し
、
最
新
の
知
見
に
基
づ
い
て
様
々
な
タ
イ

プ
の
地
震
を
設
定
し
て
震
度
分
布
や
津
波
高

等
を
推
計
し
た
結
果
、
被
害
が
大
き
く
首
都

中
枢
機
能
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

図1　南海トラフ巨大地震における震度分布（上）及び津波高（下）（平成24年8月公表）
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

る
地
震
と
し
て
、
都
心
南
部
直
下
を
震
源
と

す
る
地
震
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
断
層
の
直

上
付
近
で
震
度
6
強
、
そ
の
周
辺
の
や
や
広

域
の
範
囲
で
6
弱
（
地
盤
の
悪
い
と
こ
ろ
で

は
一
部
で
震
度
7
）、
東
京
湾
内
の
津
波
高

は
一
ｍ
 以
下
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

3
）。
こ
れ
ら
の
震
度
分
布
や
津
波
高
等
に

伴
う
建
物
被
害
・
人
的
被
害
等
の
被
害
想
定

と
し
て
、
建
物
被
害
（
全
壊
焼
失
棟
数
）
は

約
六
十
一
万
棟
、
人
的
被
害
（
死
者
数
）
は

約
二
・
三
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
面
の
発
生
可
能
性
は
低
い
も
の

の
、
長
期
的
な
防
災
・
減
災
対
策
の
対
象
と

す
る
地
震
と
し
て
、
相
模
ト
ラ
フ
沿
い
の
海

溝
型
の
Ｍ
8
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
を
設
定

し
て
、
同
様
に
震
度
分
布
や
津
波
高
等
を
推

計
し
た
結
果
、
首
都
地
域
の
広
域
に
わ
た
り

大
き
な
揺
れ
が
発
生
し
、
津
波
高
は
東
京
湾

内
で
三
ｍ
 程
度
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
、
東
京

湾
を
除
く
神
奈
川
県
、
千
葉
県
で
は
十
ｍ
を

超
え
る
場
合
が
あ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
震
度
分
布
や
津
波
高
等
に
伴

う
建
物
被
害
・
人
的
被
害
等
の
被
害
想
定
と

し
て
、
建
物
被
害
（
全
壊
焼
失
棟
数
）
は
約

百
三
十
三
・
一
万
棟
、
人
的
被
害
（
死
者
数
）

は
約
七
・
三
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
首
都
直
下
地
震
対
策
検
討
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て
、
東
日
本

大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
首
都
直
下
地
震

対
策
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
平

成
二
十
五
年
十
一
月
に
最
終
報
告
が
と
り
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
首
都
直
下
地
震
は
巨
大

過
密
都
市
の
災
害
で
あ
り
、
他
の
地
域
と
は

異
な
る
様
々
な
事
象
が
想
定
さ
れ
る
と
と
も

に
、
首
都
地
域
に
お
け
る
政
治
、
行
政
、
経

済
等
の
首
都
中
枢
機
能
に
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
首
都

中
枢
機
能
の
継
続
性
の
確
保
、
建
築
物
等
の

耐
震
化
の
推
進
、
火
災
対
策
と
い
っ
た
「
事

前
防
災
」
や
、
国
の
存
亡
に
係
る
初
動
の
対

応
、
命
を
救
う
た
め
の
対
応
、
生
存
者
の
生

活
確
保
と
復
旧
へ
の
対
応
と
い
っ
た
「
発
災

時
の
対
応
へ
の
備
え
」
な
ど
の
対
策
の
方
向

性
と
首
都
で
生
活
す
る
各
人
の
取
組
み
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
報
告
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
七
年
三

月
に
「
首
都
直
下
地
震
緊
急
対
策
推
進
基
本

計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
策
定
か
ら
今
後

十
年
間
で
、
想
定
さ
れ
る
死
者
数
及
び
建
築

物
の
全
壊
棟
数
を
概
ね
半
減
さ
せ
る
減
災
目

標
を
定
め
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
地
域
住

民
等
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
連
携
し
て
計
画
的
か

つ
速
や
か
な
防
災
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

図2　南海トラフ地震臨時情報発表時にとるべき防災対応
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5
．�日
本
海
溝
・千
島
海
溝�

周
辺
海
溝
型
地
震
対
策

（
1
）
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
へ
の
対
策

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震

対
策
の
検
討
に
あ
た
っ
て
も
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
対
策
と
同
様
、「
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

考
慮
し
た
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
」
を

想
定
す
る
考
え
方
に
基
づ
き
、
日
本
海
溝
沿

い
及
び
千
島
海
溝
沿
い
で
発
生
す
る
最
大
ク

ラ
ス
の
地
震
・
津
波
（
日
本
海
溝
モ
デ
ル
及

び
千
島
海
溝
モ
デ
ル
）
を
設
定
し
ま
し
た
。

こ
の
モ
デ
ル
に
基
づ
き
震
度
分
布
や
津
波
高

等
を
推
計
し
た
結
果
、
北
海
道
太
平
洋
側
か

ら
青
森
県
太
平
洋
側
沿
岸
及
び
岩
手
県
に
か

け
て
の
広
い
範
囲
で
強
い
揺
れ
と
巨
大
な
津

波
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
4
）。
特
に
、

岩
手
県
中
部
以
北
で
は
東
日
本
大
震
災
の
津

波
高
よ
り
も
高
く
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
震
度

分
布
や
津
波
高
等
に
伴
う
建
物
被
害
・
人
的

被
害
等
の
被
害
想
定
と
し
て
、
被
害
が
最
大

と
な
る
ケ
ー
ス
に
お
け
る
建
物
被
害

（
全
壊
焼
失
棟
数
）
は
日
本
海
溝
モ
デ

ル
で
約
二
十
二
万
棟
、
千
島
海
溝
モ
デ

ル
で
約
八
・
四
万
棟
、
人
的
被
害
（
死

者
数
）
は
日
本
海
溝
モ
デ
ル
で
約
十

九
・
九
万
人
、
千
島
海
溝
モ
デ
ル
で
約

十
・
〇
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝

沿
い
の
巨
大
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て
、
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
日
本
海
溝
・

千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
対
策
の
方

向
性
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
令
和
四
年

三
月
に
最
終
報
告
が
と
り
ま
と
め
ら

れ
、
巨
大
な
津
波
か
ら
の
人
命
の
確
保

に
加
え
、
積
雪
寒
冷
地
特
有
の
課
題
を

考
慮
し
た
具
体
的
に
実
施
す
べ
き
対
策

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
報
告
を
踏
ま
え
、
中
央
防
災
会
議
に

お
い
て
、
令
和
四
年
九
月
に
「
日
本
海
溝
・

千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
策
定
か
ら
今
後
十

年
間
で
、
想
定
さ
れ
る
死
者
数
を
概
ね
八
割

以
上
減
少
さ
せ
る
減
災
目
標
を
定
め
、
国
・

地
方
公
共
団
体
・
地
域
住
民
等
あ
ら
ゆ
る
主

体
が
連
携
し
て
計
画
的
か
つ
速
や
か
な
防
災

対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
2
）�

時
間
差
を
お
い
て
発
生
す
る
地
震�

へ
の
対
策

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
大
規
模
地

震
の
発
生
履
歴
を
み
る
と
、
南
海
ト
ラ
フ
沿

い
に
比
べ
て
地
震
活
動
が
活
発
で
あ
り
、

様
々
な
規
模
の
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
に
は
、
一
定
の
時
間
差
を
お
い

て
続
け
て
大
規
模
地
震
が
発
生
し
て
い
る
事

例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
と
同
様
に
、
時
間
差
を
お
い
て
発
生
す
る

地
震
へ
の
対
策
も
重
要
で
す
。
具
体
的
な
事

例
と
し
て
、
二
〇
一
一
年
の
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
で
は
、
三
月

九
日
に
Ｍ
７
・
３
の
地
震
か
ら
二
日
後
の
三

月
十
一
日
に
Ｍ
９
・
０
の
巨
大
地
震
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
九
六
三
年
の
択
捉

島
南
東
沖
の
地
震
で
は
、
Ｍ
７
・
０
の
地
震

か
ら
約
十
八
時
間
後
に
Ｍ
８
・
５
の
地
震
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
当
該
地
域
に

お
い
て
も
、
確
度
の
高
い
地
震
の
予
測
が
困

難
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
知
見
を
踏
ま
え
て
、
国
は
、
日

本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
で
大
規
模
地
震
が

発
生
し
、
新
た
な
大
規
模
地
震
の
発
生
が
平

常
時
に
比
べ
て
相
対
的
に
高
ま
っ
た
と
評
価

し
た
場
合
、「
北
海
道
・
三
陸
沖
後
発
地
震

注
意
情
報
」
を
発
表
し
日
頃
か
ら
の
地
震
へ

の
備
え
の
再
確
認
や
、
地
震
発
生
時
に
す
ぐ

図3　都心南部直下地震における震度分布（平成25年12月公表）
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

避
難
で
き
る
態
勢
の
維

持
な
ど
の
「
特
別
な
備

え
」
を
呼
び
か
け
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

本
情
報
は
、「
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
」
と
同
様
、
極
め
て

不
確
実
性
の
高
い
情
報

で
あ
る
こ
と
を
十
分
認

識
し
つ
つ
、
各
主
体
が

お
か
れ
た
状
況
を
考
慮

し
た
う
え
で
、
本
情
報

が
発
表
さ
れ
た
際
の
防

災
対
応
を
あ
ら
か
じ
め

計
画
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

6
．お
わ
り
に

本
稿
で
紹
介
し
た
大

規
模
地
震
は
、
い
つ
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
で
、
ひ
と
た
び

発
生
す
れ
ば
甚
大
な
被

害
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
事
前
の
地
震
防

災
対
策
を
着
実
に
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
被
害
量
は
大
き
く
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
現
在
の
科
学
的
知
見
で
は
確
度

の
高
い
地
震
の
予
測
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

地
震
は
突
発
的
に
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
を

今
一
度
認
識
し
、
地
域
、
事
業
者
、
国
民
一

人
ひ
と
り
の
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
総
力
を
挙
げ

て
事
前
の
地
震
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

な
お
、ご
紹
介
し
た
大
規
模
地
震
の
う
ち
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
首
都
直
下
地
震
に
つ
い

て
は
、
国
の
計
画
が
策
定
さ
れ
て
か
ら
概
ね

十
年
が
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
見
直
し

に
向
け
て
有
識
者
等
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
対
策

の
進
捗
状
況
の
確
認
や
被
害
想
定
の
見
直

し
、
新
た
な
防
災
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ

https://w
w

w
.bousai.go.jp/jishin/

nankai/taisaku_w
g_0

2/index.htm
l

首
都
直
下
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ

https://w
w

w
.bousai.go.jp/jishin/

syuto/taisaku_w
g_0

2/index.htm
l

図4　日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震（左：千島海溝モデル、右：日本海溝モデル）における震度分布（上）
及び津波高（下）（令和3年12月公表）
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最
近
の
大
規
模
災
害
に
学
ぶ

―
地
域
の
防
災
・
危
機
管
理
―

１
．�災
害
は
全
て
違
う
顔�

（
様
相
）を
し
て
い
る

（
１
）
最
近
の
大
規
模
地
震

五
十
年
以
上
世
界
中
の
災
害
現
場
を
見
て

き
て
つ
く
づ
く
思
う
の
は
、
一
つ
と
し
て
同

じ
災
害
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

国
内
で
発
生
し
た
近
年
の
大
規
模
地
震
だ
け

を
見
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
特
性
は
大
き
く

異
な
る
。

兵
庫
県
南
部
地
震
（
一
九
九
五
年
・
Ｍ

７
・
３
）
は
、
兵
庫
県
（
人
口
約
五
百
四
十

万
人
）
県
庁
所
在
地
等
を
襲
っ
た
大
都
市
直

下
地
震
で
、
多
数
の
人
的
被
害
と
建
物
損
壊

を
引
き
起
こ
し
た
。
就
寝
中
の
早
朝
に
襲
っ

た
最
大
震
度
七
の
揺
れ
で
、
亡
く
な
っ
た
人

の
約
八
〇
％
が
倒
壊
建
物
の
下
敷
き
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
隣
接
す
る
大
阪
府

（
人
口
約
八
百
八
十
万
人
）
の
被
害
は
軽
微

で
、
高
速
道
路
の
損
壊
も
あ
っ
た
が
被
災
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
比
較
的
容
易
だ
っ
た
。
そ

の
た
め
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
、
全
国
か
ら
延
べ
約
百
三
十
七
万
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
、
多
岐
に
わ

た
る
熱
い
支
援
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
二
〇
一
一

年
・
Ｍ
９
・
０
）
は
、
行
方
不
明
・
関
連
死

を
含
め
二
万
人
を
超
え
る
犠
牲
者
を
出
す
超

巨
大
災
害
だ
っ
た
。
直
接
死
で
亡
く
な
っ
た

人
の
九
二
・
四
％
は
津
波
に
よ
る
溺
死
、
建

物
の
下
敷
き
で
亡
く
な
っ
た
人
は
約
四
・
四

％
に
過
ぎ
な
い
。
十
ｍ
を
超
え
る
大
津
波
で

東
北
の
太
平
洋
沿
岸
は
壊
滅
的
被
害
と
な
っ

た
が
、
内
陸
部
か
ら
の
「
櫛
の
歯
作
戦
」
で

道
路
の
早
期
啓
開
を
果
た
し
、
燃
料
不
足
は

あ
っ
た
も
の
の
、
十
万
人
規
模
の
自
衛
隊
災

害
派
遣
、
全
国
の
防
災
関
係
機
関
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
国
を
挙
げ
て
の
応

急
対
応
が
展
開
さ
れ
た
。

一
方
、
こ
の
地
震
と
津
波
で
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
が
全
電
源
喪
失
・
炉
心
溶
融

（
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
）・
水
素
爆
発
な
ど
の
重
大

事
故
に
発
展
し
、
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
、
半
径
二
十
㎞
以
内
に
避
難
指
示

が
発
令
さ
れ
た
。
広
い
地
域
が
帰
還
困
難
区

域
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
災
害
史
上

最
悪
の
広
域
複
合
大
災
害
と
な
っ
た
。
今
現

在
も
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
て

お
ら
ず
、
廃
炉
作
業
は
今
後
な
お
三
十
年
は

続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
災
害
は
ま

だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。

熊
本
地
震
（
二
〇
一
六
年
・
Ｍ
７
・
３
）

で
は
、
四
月
十
四
日
の
前
震
（
Ｍ
６
・
５
）

で
益
城
町
は
、最
大
震
度
七
の
揺
れ
を
観
測
。

さ
ら
に
二
十
八
時
間
後
に
本
震
（
Ｍ
７
・
３
）

が
発
生
、
再
び
益
城
町
、
西
原
村
を
最
大
震

度
七
の
激
し
い
揺
れ
が
襲
っ
た
。
前
震
・
本

震
含
め
、
そ
の
後
も
震
度
六
弱
以
上
の
地
震

が
三
日
間
に
七
回
も
発
生
す
る
連
続
地
震

で
、
ダ
メ
ー
ジ
蓄
積
も
あ
り
多
数
の
住
宅
が

損
壊
し
、
多
く
が
建
物
の
下
敷
き
で
死
傷
し

て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
土
砂
災
害
や
道

路
損
壊
で
一
部
通
行
止
め
区
間
も
あ
っ
た

が
、
隣
接
自
治
体
等
か
ら
迂
回
す
れ
ば
被
災

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
可
能
だ
っ
た
。
奥
能
登

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
を
極
め
た
能
登
半
島

地
震
と
は
地
勢
的
に
も
異
な
っ
て
い
た
。

（
２
）
既
往
災
害
と
の
単
純
比
較
は
無
意
味

つ
ま
り
、
同
じ
よ
う
に
見
え
る
大
規
模
地

震
で
も
、
い
く
つ
か
の
共
通
点
を
除
き
、
震

源
・
規
模
・
被
災
地
域
・
発
生
時
の
状
況
・

被
害
特
性
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
多
く
の
異
な

る
条
件
下
で
発
生
し
、
異
な
る
被
災
状
況
・

救
援
ニ
ー
ズ
を
生
み
出
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
地
勢
、
住
民
、
自
治

体
、
風
土
が
内
包
す
る
地
域
課
題
や
潜
在
的

山
村　

武
彦

防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所

所
長

14



『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

リ
ス
ク
と
い
う
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
こ
じ
開

け
、
白
日
に
晒
し
増
幅
・
顕
在
化
さ
せ
る
の

が
大
規
模
災
害
で
あ
る
か
ら
だ
。
能
登
半
島

地
震
（
二
〇
二
四
年
・
Ｍ
７
・
６
）
が
襲
っ

た
の
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
老
齢
人
口
割
合

が
、
珠
洲
市
五
二
・
二
％
、
能
登
町
五
一
・

四
％
、穴
水
町
五
〇
・
〇
％
、輪
島
市
四
六
・

九
％
（
二
〇
二
一
年
十
月
時
点
）
と
い
う
超

高
齢
地
域
で
あ
る
。

日
暮
れ
間
際
・
組
織
的
に
手
薄
な
元
日
・

ア
ク
セ
ス
が
限
ら
れ
た
地
理
的
制
約
・
地
盤

隆
起
・
液
状
化
・
大
規
模
土
砂
災
害
な
ど
の

地
殻
変
動
、
道
路
の
著
し
い
損
壊
・
大
津
波

警
報
中
の
大
規
模
火
災
・
長
期
断
水
・
深
刻

な
長
期
通
信
障
害
等
。
能
登
半
島
地
震
は
負

の
要
因
が
い
く
つ
も
重
な
り
合
っ
た
災
害

だ
。
さ
ら
に
応
急
復
旧
が
よ
う
や
く
緒
に
就

い
た
九
か
月
後
に
は
能
登
半
島
豪
雨
が
襲
う

と
い
う
二
重
災
害
と
な
っ
た
。
地
元
自
治
体

に
よ
る
応
急
対
応
は
困
難
を
極
め
た
も
の
と

推
察
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
災
害
ご
と
に
異
な
る
状
況

や
背
景
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
直
近
の

既
往
地
震
（
熊
本
地
震
等
）
と
能
登
半
島
地

震
を
単
純
比
較
し
、
責
任
追
及
や
功
罪
を
論

じ
る
こ
と
に
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。

２
．安
全
の
自
治
体
・地
域
格
差

（
１
）
イ
ン
フ
ラ
の
耐
震
格
差

さ
ら
に
、
発
災
時
の
緊
急
被
害
予
測
や
応

急
対
応
に
は
、
被
災
地
の
地
域
特
性
や
安
全

の
地
域
格
差
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
そ
の
自
治
体
の
人
口
動
態
・
予
算

規
模
・
災
害
史
が
投
影
さ
れ
る
防
災
民
度
な

ど
に
よ
っ
て
も
、
耐
震
化
率
、
非
常
用
品
備

蓄
率
（
量
）
な
ど
地
域
に
お
け
る
事
前
防
災

体
制
の
充
実
度
に
大
き
な
格
差
が
生
じ
る
。

例
え
ば
、
国
は
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
住
宅

の
耐
震
化
率
を
概
ね
一
〇
〇
％
に
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
能
登
半
島
地
震
で

一
万
棟
を
超
え
る
住
宅
が
損
壊
し
た
輪
島
市

の
場
合
、
住
宅
の
耐
震
化
率
は
四
五
％
（
二

〇
一
九
年
現
在
）
で
、
全
国
平
均
の
八
七
％

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
た
。

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
で

は
最
大
約
十
三
万
七
千
戸
が

断
水
し
災
害
関
連
死
の
遠
因

の
一
つ
と
も
い
わ
れ
る
。
国

は
大
規
模
地
震
対
策
と
し
て

水
道
に
係
る
基
幹
管
路
の
う

ち
、
耐
震
適
合
性
の
あ
る
管

路
の
割
合
（
耐
震
適
合
率
）

を
二
〇
二
八
年
度
末
ま
で
に

六
〇
％
以
上
と
す
る
目
標
を

掲
げ
、
財
政
支
援
を
進
め
て

い
る
。
そ
の
基
幹
管
路
の
耐

震
適
合
率（
令
和
四
年
度
末
）

は
全
国
平
均
で
四
二
・
三
％

だ
が
、
輪
島
市
は
約
一
三
・

二
％
と
極
め
て
低
い
。

兵庫県南部地震　撮影：筆者

東北地方太平洋沖地震　撮影：筆者

熊本地震　撮影：筆者
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そ
の
上
留
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。

耐
震
適
合
率
は
、
耐
震
管

の
割
合
だ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
耐
震

管
で
な
く
て
も
、
敷
設
場

所
の
地
盤
性
状
に
よ
っ
て

は
耐
震
適
合
性
が
あ
る
と

見
な
さ
れ
る
。そ
の
た
め
、

実
際
の
耐
震
管
の
割
合
は

発
表
さ
れ
て
い
る
耐
震
適

合
率
よ
り
も
低
い
可
能
性

が
高
い
。

（
２
）�

な
い
袖
は�

振
れ
な
い

住
宅
の
耐
震
化
促
進

の
た
め
に
各
自
治
体
で
耐

震
診
断
と
耐
震
改
修
工
事
の
推
進
が
図
ら
れ

て
い
る
が
、
自
治
体
格
差
は
極
め
て
大
き
い
。

人
命
に
軽
重
は
な
い
。し
か
し
居
住
地
域（
自

治
体
）
に
よ
っ
て
、
防
災
に
関
わ
る
助
成
金

（
補
助
金
）
に
も
大
き
な
格
差
が
生
じ
、
耐

震
化
率
に
も
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
東
京
都
港
区
の
耐
震
改
修
工
事

等
に
係
る
助
成
金
は
、
耐
震
改
修
工
事
に
要

し
た
費
用
の
二
／
三
・
助
成
限
度
額
四
百
万

円
（
二
四
年
度
）、
金
沢
市
の
助
成
限
度
額

は
二
百
五
十
万
円
だ
が
、
輪
島
市
の
場
合
、

耐
震
改
修
工
事
費
用
の
全
部
ま
た
は
一
部
の

補
助
金
限
度
額
は
百
八
十
万
円
。
こ
れ
で
も

能
登
半
島
地
震
後
に
補
助
制
度
を
一
部
改
正

し
た
額
で
、
地
震
前
の
補
助
限
度
額
は
百
五

十
万
円
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
全
国
の
住
宅
耐
震
化
率
の
平
均

値
は
八
七
％
（
一
八
年
時
点
）
だ
が
、
港
区

の
住
宅
耐
震
化
率
は
九
一
・
八
％
（
二
一
年

時
点
）
で
、
輪
島
市
の
住
宅
耐
震
化
率
は
四

五
・
二
％
（
一
九
年
度
時
点
）
に
過
ぎ
な
い
。

耐
震
化
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
と
し
て

も
、な
い
袖（
予
算
）は
振
れ
な
い
の
で
あ
る
。

も
し
「
防
災
庁
」
を
創
設
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
う
し
た
安
全
の
地
域
格
差
を
な
く
す
こ
と

に
も
意
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

３
．「
防
災
庁
」の
喫
緊
課
題

（
１
）
多
様
な
主
体
の
連
携

「
災
害
の
発
生
自
体
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き

な
く
て
も
、
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
こ
と
は
で

き
る
。
そ
の
た
め
に
は
防
災
専
門
の
官
庁
が

必
要
」
と
、
石
破
茂
首
相
が
言
い
続
け
て
き

た
「
防
災
省
」。
そ
の
背
景
に
は
、「
台
湾
や

イ
タ
リ
ア
で
は
発
生
か
ら
数
時
間
で
ト
イ

レ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
テ
ン
ト
で
仕
切
ら
れ

た
ベ
ッ
ド
を
完
備
し
た
避
難
所
が
開
設
さ
れ

る
。
し
か
し
、
能
登
半
島
地
震
の
避
難
所
を

見
て
も
、
わ
が
国
の
避
難
所
は
関
東
大
震
災

の
時
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
の

問
題
意
識
が
あ
る
が
、
重
要
な
の
は
そ
の
中

身
だ
。

例
え
ば
、
石
破
首
相
が
言
う
「
台
湾
や
イ

タ
リ
ア
の
迅
速
な
避
難
所
開
設
、
ト
イ
レ
、

能登半島地震　撮影：筆者

能登半島地震　撮影：筆者

能登半島地震
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

ベ
ッ
ド
、
温
か
い
食
事
の
提
供
」
だ
が
、
そ

れ
ら
は
国
の
機
関
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
が

多
様
な
主
体
が
自
治
体
と
連
携
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
も
の
。

（
２
）
社
会
全
体
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

イ
タ
リ
ア
の
場
合
、
国
や
自
治
体
に
登
録

さ
れ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
災
害
派

遣
希
望
を
申
請
し
て
お
く
と
、
実
際
の
派
遣

時
に
は
日
給
、
交
通
費
、
労
災
保
険
が
保
証

さ
れ
る
。
避
難
所
対
応
の
ほ
か
、
災
害
予
防

教
育
、
消
防
、
救
急
、
医
療
、
介
護
、
土
木

建
設
、
水
道
、
電
気
、
通
信
、
物
流
、
住
宅

斡
旋
な
ど
、
多
様
な
ス
キ
ル
を
持
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
全
国
に
約
百
四
十
万
人
お
り
、

災
害
の
予
防
か
ら
復
興
ま
で
を
支
援
す
る
と

い
う
。

登
録
さ
れ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

は
、
寄
贈
を
受
け
た
財
物
の
決
算
・
公
開
義

務
に
加
え
、メ
ン
バ
ー
の
保
険
加
入
、訓
練
・

研
修
へ
の
参
加
義
務
も
あ
る
。
発
電
機
、
大

型
テ
ン
ト
、
水
・
食
糧
な
ど
の
救
援
物
資
は

国
や
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
で
も
備
蓄
し
て
お
り
、
発
災
後
二

十
四
時
間
を
目
安
に
被
災
地
に
搬
送
す
る
。

倉
庫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
運
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
あ
る
。
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
主
な
活
動
費
用
は
自
治
体
が
承
認
し
、
国

が
支
払
う
。
そ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支

援
す
る
個
人
・
企
業
・
団
体
に
対
し
て
は
税

制
優
遇
措
置
だ
け
で
な
く
、
名
前
を
公
表
し

感
謝
と
敬
意
を
示
し
、
社
会
全
体
で
そ
の
活

動
を
後
押
し
し
て
い
る
。

今
年
四
月
の
台
湾
東
部
沖
地
震
で
被
害
の

多
か
っ
た
花
蓮
県
で
も
、
千
六
百
三
十
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
登
録
さ
れ
て
い
た
。
中
に

は
約
九
千
人
分
の
テ
ン
ト
や
ベ
ッ
ド
を
備
蓄

し
て
い
る
団
体
も
あ
り
、
三
時
間
後
に
は
避

難
所
を
開
設
、
テ
ン
ト
・
ベ
ッ
ド
の
設
置
、

炊
き
出
し
も
始
ま
っ
た
と
い
う
。

（
３
）
被
災
者
を
苦
し
め
な
い

仕
組
み
づ
く
り

一
方
日
本
の
場
合
、
災
害
対
策
基
本
法
な

ど
で
避
難
所
の
開
設
・
運
営
は
原
則
自
治
体

の
責
務
と
な
っ
て
い
る
が
、
災
害
時
は
自
治

体
職
員
や
家
族
も
被
災
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
小
規
模
自
治
体
は
パ
ン
ク
状
態
に
陥
っ

て
し
ま
う
。
ま
た
、
防
災
関
係
機
関
は
人
命

救
助
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
い
。そ
の
結
果
、

被
災
者
は
断
水
・
停
電
の
中
、
水
・
食
糧
は

お
ろ
か
ト
イ
レ
に
さ
え
困
窮
し
、
健
康
な
人

で
も
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
。
能
登
半
島
地

震
で
は
、
犠
牲
者
四
百
八
十
九
人
の
う
ち
、

避
難
生
活
中
に
亡
く
な
っ
た
災
害
関
連
死
は

二
百
六
十
一
人
（
二
〇
二
四
年
十
二
月
二
十

四
日
・
総
務
省
消
防
庁
）
に
上
る
。

災
害
対
応
は
官
民
挙
げ
て
の
総
力
戦
。
国

や
自
治
体
が
全
て
の
受
け
皿
に
な
る
の
で
は

な
く
、
ス
キ
ル
を
持
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
が
迅
速
に
活
動
で
き
る
法
整
備
、
そ
れ
を

支
え
る
国
家
予
算
と
社
会
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の

醸
成
、
誰
も
が
安
全
な
家
に
住
む
（
す
る
）

対
策
の
支
援
な
ど
、
災
害
予
防
と
共
に
被
災

者
を
更
に
苦
し
め
な
い
仕
組
み
づ
く
り
こ

そ
、
防
災
庁
の
喫
緊
課
題
で
あ
る
。

４
．最
悪
を
見
据
え
た

「
災
害
時
受
援
計
画
」

自
治
体
の
努
力
義
務
で
あ
る
受
援
計
画
の

指
針
「
災
害
時
受
援
体
制
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
で
内
閣
府
は
、応
援
側
と
受
援
（
被

災
）
側
の
配
慮
事
項
を
示
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
応
援
側
に
対
し
て
は
「
応
援
に

あ
た
り
、
衣
食
住
等
は
『
自
己
完
結
』
を
目

指
し
、
被
災
自
治
体
の
手
を
で
き
る
だ
け
煩

わ
さ
な
い
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
原
則
と

し
て
は
当
然
だ
が
、
現
在
の
日
本
で
は
自
己

完
結
で
き
る
組
織
は
自
衛
隊
く
ら
い
で
、
被

災
状
況
や
地
理
に
疎
い
応
援
隊
の
宿
泊
施
設

や
活
動
拠
点
は
受
援
側
が
提
供
斡
旋
す
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
能
登
半
島
地
震
で
は
自
治
体
職

員
も
被
災
す
る
な
ど
限
ら
れ
た
人
員
で
の
応

急
対
応
に
追
わ
れ
、
緊
急
支
援
隊
の
受
け
入

れ
に
十
分
に
意
を
尽
く
せ
な
か
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
そ
の
上
、
被
災
自
治
体
が
策
定
し
て

い
た
受
援
計
画
で
は
、
当
該
地
域
の
旅
館
・

ホ
テ
ル
・
公
共
施
設
等
の
大
半
が
被
災
す
る

こ
と
や
、
上
下
水
道
長
期
断
絶
に
よ
り
、
被

災
地
内
に
支
援
者
を
宿
泊
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
ま
で
は
想
定
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
宿
泊
場
所
や

活
動
拠
点
の
斡
旋
等
が
適
切
に
行
わ
れ
な
か

っ
た
。

結
果
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
応
急
復
旧
、
被

災
者
支
援
な
ど
に
携
わ
る
作
業
員
や
支
援
要

員
は
、
輪
島
市
ま
で
百
十
㎞
、
珠
洲
市
ま
で

百
三
十
五
㎞
も
離
れ
た
金
沢
市
内
に
宿
を
取

り
、
暗
い
う
ち
に
出
て
、
渋
滞
に
巻
き
込
ま

れ
る
た
め
被
災
地
で
短
時
間
作
業
し
、
深
夜

に
戻
り
少
し
寝
て
ま
た
す
ぐ
出
発
と
い
う
過

酷
で
非
効
率
な
重
労
働
を
強
い
ら
れ
た
。

自
治
体
等
は
最
悪
を
想
定
し
て
支
援
要
員

等
を
ど
う
受
け
入
れ
る
か
、
事
前
に
想
定
支

援
者
と
の
連
携
を
図
る
と
共
に
、
地
域
特
性

を
踏
ま
え
た
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
実
践
的
な

災
害
時
受
援
計
画
を
客
観
的
視
点
で
見
直
す

必
要
が
あ
る
。
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こ
れ
か
ら
の
備
え
に
向
け
た
自
治
体
防
災
対
策

～
可
視
化
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
水
災
害
リ
ス
ク
～

１
．激
甚
化
す
る
大
雨

近
年
の
日
本
に
お
け
る
豪
雨
の
様
態
は
、

五
十
年
に
一
度
の
現
象
と
い
う
よ
り
は
、
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）
が
指
摘
し
て
い
る
「
極
端
現
象
」
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、
豪
雨
の
発
生
頻

度
が
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

図
1
に
、
日
本
の
大
雨
の
発
生
頻
度
の
傾

向
を
示
す
。

一
時
間
降
水
量
五
〇
㎜
以
上
の
年
間
発
生

回
数
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

最
近
十
年
間
（
二
〇
一
一
～
二
〇
二
〇
年
）

の
平
均
年
間
発
生
回
数（
約
三
百
三
十
四
回
）

は
、
統
計
期
間
の
最
初
の
十
年
間
（
一
九
七

六
～
一
九
八
五
年
）
の
平
均
年
間
発
生
回
数

（
約
二
百
二
十
六
回
）
と
比
べ
て
約
一
・
五

倍
に
増
加
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
長
期
的

に
は
極
端
な
大
雨
の
強
さ
が
増
大
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
背
景
と
な
る
要
因
と
し
て
、
地
球
温

暖
化
に
よ
る
気
温
の
長
期
的
な
上
昇
と
海
面

水
温
の
上
昇
に
伴
う
大
気
中
の
水
蒸
気
量
が

長
期
的
に
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

地
球
温
暖
化
が
進
め
ば
、
気
温
の
上
昇
と

そ
れ
に
よ
る
大
気
中
の
水
蒸
気
量
の
増
加
を

も
た
ら
す
。
気
温
が
一
℃
上
が
れ
ば
大
気
中

の
水
蒸
気
量
は
七
％
増
加
す
る
。
ま
た
、
我

が
国
周
辺
の
海
面
水
温
も
平
年
の
値
よ
り
も

一
～
三
℃
高
く
な
っ
て
お
り
、
海
か
ら
の
水

蒸
気
量
の
供
給
が
増
加
し
、
湿
っ
た
暖
か
い

空
気
が
流
れ
込
み
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
台
風
に
つ
い
て
み

る
と
、
強
い
勢
力
を
保
持
し
な
が
ら
日
本
に

接
近
・
上
陸
す
る
可
能
性
を
高
め
、
ま
た
、

豪
雨
を
も
た
ら
す
線
状
降
水
帯
の
発
生
の
増

加
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
豪

雨
の
発
生
は
、
今
後
と
も
長
期
的
に
は
増
加

す
る
も
の
と
し
て
、
今
後
の
水
災
害
対
策
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

２
．�雨
の
予
測
は
ど
こ
ま
で�

で
き
る
よ
う
に�

な
っ
て
き
て
い
る
か
？

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
大
雨
の
発
生
リ

ス
ク
は
、
今
後
も
高
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

こ
れ
に
伴
う
洪
水
、
土
砂
災
害
等
の
水
災
害

の
発
生
に
備
え
た
対
策
の
強
化
が
課
題
で
あ

る
。
水
災
害
の
未
然
防
止
、
被
害
の
最
小
化

は
、
住
民
の
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
水
災
害
発
生
の
可
能
性
の
早
期
把
握

や
、
状
況
の
推
移
を
的
確
に
判
断
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
人
々
を
で

き
る
だ
け
早
く
安
全
な
場
所
へ
誘
導
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。

地
震
は
突
発
的
に
発
生
す
る
の
で
、
事
前

山
本　

孝
二

株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス 

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ 

ビ
ジ
ネ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
元
・
気
象
庁
長
官
）

図1　全国［アメダス］1時間降水量50mm以上の年間発生回数
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

の
対
処
は
難
し
い
が
、
洪
水
・
土
砂
災
害
・

内
水
氾
濫
と
い
っ
た
水
災
害
は
、
降
水
の
時

間
的
推
移
に
伴
う
「
進
行
型
災
害
」
で
あ
る
。

降
水
現
象
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
多
く
の
場
合
、
的
確
な
事
前
対
応
が

可
能
と
な
る
。
降
水
現
象
が
、「
い
つ
」、「
ど

こ
で
」、「
ど
の
く
ら
い
の
量
が
降
る
か
」、「
そ

れ
が
今
後
ど
の
よ
う
に
進
行
す
る
か
（
発

達
・
衰
退
等
）の
予
測
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

水
災
害
リ
ス
ク
へ
の
効
果
的
な
対
応
が
望
ま

れ
る
。

わ
が
国
の
場
合
、降
水
の
現
況
の
把
握
は
、

A
M
eD
A
S

観
測
網
や
、
気
象
レ
ー
ダ
ー
、

気
象
衛
星
の
雲
画
像
に
よ
っ
て
常
時
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
降
水
が
ど
の
よ
う
に

推
移
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
気
象
の
数
値
予

報
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、
把
握
が
可
能
と
な
っ

て
き
て
い
る
。

気
象
予
測
技
術
の
高
度
化
に
伴
い
、
時
間

雨
量
や
積
算
雨
量
に
関
し
て
は
、
①
二
十
四

時
間
～
三
十
六
時
間
先
ま
で
は
、
地
方
レ
ベ

ル
の
予
測
ま
で
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
②
六
時
間
～
二
十
四
時
間
先
ま
で
に
関

し
て
は
、
地
域
レ
ベ
ル
の
予
測
ま
で
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
③
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
予
測

は
ま
だ
十
分
な
精
度
で
は
な
い
も
の
の
、
一

時
間
か
ら
六
時
間
先
ま
で
に
関
し
て
は
、
特

定
の
場
所
で
の
予
測
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
洪
水
・
土
砂
災
害
等
水
災

害
を
引
き
起
こ
す
最
大
の
要
因
で
あ
る
降
水

現
象
に
関
し
て
は
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
を
除
け
ば
、

か
な
り
の
精
度
で
事
前
に
予
測
す
る
こ
と

が
、
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

気
象
庁
が
作
成
す
る
各
種
の
気
象
情
報

は
、
メ
ッ
シ
ュ
化
さ
れ
た
地
点
に
お
け
る
数

値
情
報
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の

情
報
を
的
確
に
処
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

特
定
の
地
点
・
地
域
の
降
水
に
関
し
、
現
在

の
状
況
（
例
え
ば
雨
量
）
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
推
移
す
る
か
の
「
量
的
」
数
値
情
報
と

し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

図
２
に
、
気
象
庁
が
発
表
す
る
水
災
害
に

対
応
し
た
、
各
種
情
報
の
流
れ
に
つ
い
て
の

概
念
を
示
す
。

気
象
庁
が
発
表
す
る
こ
れ
ら
の
情
報
は
、

膨
大
な
量
で
あ
り
、
現
象
を
的
確
に
把
握
す

る
、
も
し
く
は
理
解
す
る
た
め
に
は
、
気
象

学
的
な
専
門
的
知
見
も
必
要
と
さ
れ
る
も
の

も
多
い
。

多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
は
、
財
政
的
制

約
、
防
災
担
当
者
の
人
的
制
約
（
多
く
の
自

治
体
で
は
、
二
、
三
年
で
、
担
当
者
が
異
動

に
な
る
）
等
に
よ
り
、
必
ず
し
も
気
象
情
報

が
的
確
に
利
用
で
き
る
環
境
構
築
が
で
き
て

図2　水災害対応のために発表される気象情報の流れの概念図（タイムライン）
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い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
さ
れ
る
。
各

種
気
象
情
報
を
適
切
に
評
価
・
解
釈
し
、
活

用
す
る
防
災
情
報
を
的
確
に
処
理
で
き
る
環

境
の
整
備
は
、
自
治
体
が
防
災
対
応
を
行
う

上
で
、
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

３
．�可
視
化
が
可
能
と
な
っ
て

き
て
い
る
水
災
害
リ
ス
ク

大
雨
が
続
き
、
水
災
害
の
危
険
性
が
高
ま

る
と
、
気
象
庁
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、『
キ

キ
ク
ル
』
の
閲
覧
を
推
奨
す
る
。

地
表
に
降
っ
た
雨
は
、
一
部
は
洪
水
、
土

砂
災
害
、
道
路
冠
水
と
い
っ
た
様
々
な
水
災

害
の
要
因
と
な
る
。

気
象
庁
で
は
、
水
の
振
る
舞
い
を
基
に
水

災
害
リ
ス
ク
に
関
連
し
た
指
標
と
し
て
、
流

域
雨
量
指
数
、
土
壌
雨
量
指
数
、
表
面
雨
量

指
数
と
い
う
三
つ
の
指
標
を
開
発
し
、
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
。
キ
キ
ク
ル
は
、
こ
れ

ら
指
標
数
値
の
変
化
に
伴
う
危
険
度
の
高
ま

り
の
可
能
性
を
カ
ラ
ー
コ
ー
ド
化
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

流
域
雨
量
指
数
と
は
、
河
川
の
上
流
域
に

降
っ
た
雨
に
よ
り
、
下
流
の
対
象
地
点
の
洪

水
の
発
生
の
危
険
度
が
高
ま
る
か
を
把
握
す

る
た
め
の
指
標
で
あ
る
。
中
小
河
川
を
含
む

全
国
の
約
二
〇
、〇
〇
〇
河
川
を
対
象
に
、

降
っ
た
雨
水
が
、
地
表
面
や
地
中
を
通
っ
て

河
川
に
流
れ
出
し
、
さ
ら
に
河
川
に
沿
っ
て

流
れ
下
る
量
を
、
タ
ン
ク
モ
デ
ル
や
運
動
方

程
式
を
用
い
て
計
算
し
、
河
川
流
域
を
一
㎞

四
方
の
格
子
点
ご
と
に
分
け
て
数
値
化
し
た

も
の
で
あ
る
。
流
域
雨
量
指
数
は
、
各
地
の

気
象
台
が
発
表
す
る
洪
水
警
報
・
注
意
報
の

判
断
基
準
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

土
壌
雨
量
指
数
と
は
、
降
っ
た
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
危
険
度
の
高
ま
り
を
把
握
す
る
た

め
の
指
標
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
降
雨
量
と

今
後
予
測
さ
れ
る
雨
量
デ
ー
タ
か
ら
、
降
雨

が
ど
の
程
度
土
壌
中
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る
か

を
推
定
し
数
値
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
崩

れ
・
崖
崩
れ
・
土
石
流
と
い
っ
た
土
砂
災
害

の
発
生
リ
ス
ク
と
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
等
の
発
表
基
準
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。

表
面
雨
量
指
数
と
は
、
地
面
の
被
覆
状
況

や
地
質
、
地
形
勾
配
な
ど
を
考
慮
し
て
、
降

っ
た
雨
が
地
表
面
に
ど
れ
だ
け
滞
留
す
る
か

を
数
値
化
し
た
も
の
で
、
市
街
地
に
お
け
る

冠
水
の
危
険
度
リ
ス
ク
の
監
視
に
用
い
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
指
標
は
、
降
水
量
の
予
測
値

を
基
に
、
降
水
現
象
の
時
間
経
過
に
よ
っ
て
、

水
災
害
リ
ス
ク
の
危
険
度
が
今
後
ど
の
よ
う

に
推
移
し
、
い
つ
ま
で
続
く
か
・
解
消
す
る

か
の
指
標
と
な
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
の
、

例
え
ば
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
監
視
す
べ

き
地
点
や
、
河
川
の
水
位
の
監
視
す
る
地
点

と
い
っ
た
、
個
別
の
特
定
地
点
に
お
け
る
危

険
度
の
リ
ス
ク
の
監
視
が
可
能
と
な
る
。

図
3
に
降
水
量
の
推
移
に
伴
う
、
流
域
雨

量
指
数
の
時
間
的
変
化
の
事
例
を
示
す
。

図3　水災害の未然防止・軽減のための気象庁の新たな取組み
※流域雨量指数（予測値）と河川水位（観測値）の事例
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

平
成
二
十
七
年
九
月
関
東
・
東
北
豪
雨
に

お
い
て
、
鬼
怒
川
で
河
川
氾
濫
が
発
生
し
た

時
の
流
域
雨
量
（
赤
線
）
と
水
街
道
水
位
観

測
所
の
水
位
観
測
値
（
青
線
）
を
示
す
。
流

域
雨
量
指
数
が
河
川
水
位
の
状
況
監
視
に
有

効
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二
〇
一
八
年
七
月
上
旬
に
、
広
島
県
で
梅

雨
前
線
が
活
発
化
し
、
豪
雨
と
な
り
、
広
い

範
囲
で
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
。
こ
の
時
の

降
雨
に
伴
う
土
壌
雨
量
指
数
の
変
化
を
図
4

に
示
す
。

土
壌
雨
量
指
数
が
監
視
基
準
値
を
超
え
た

と
き
に
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
。

４
．地
方
自
治
体
に
お
け
る
水

災
害
活
動
の
現
状
と
課
題

豪
雨
に
伴
う
水
災
害
が
増
加
す
る
傾
向
は

今
後
も
続
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
水
災
害
か

ら
住
民
の
命
と
財
産
を
守
る
う
え
で
、
自
治

体
に
お
け
る
防
災
活
動
は
、
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
防
災
活
動
に
関
す
る

自
治
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
多
く

の
自
治
体
は
、
次
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
①
市
町
村
合
併
等
に
よ
り
管

轄
す
る
地
域
が
広
域
化
し
て
お
り
地
域
リ
ス

ク
把
握
の
負
担
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
②
防

災
対
応
に
あ
た
る
職
員
数
の
減
少
に
よ
り
、

職
員
一
人
あ
た
り
の
業
務
量
が
増
大
し
て
い

る
こ
と
、
③
こ
れ
ま
で
災
害
対
応
経
験
が
あ

ま
り
な
い
。
あ
る
い
は
特
定
の
担
当
職
員
に

ノ
ウ
ハ
ウ
が
属
人
化
し
て
い
る
こ
と
、
④
情

報
収
集
や
共
有
の
方
法
が
、
国
、
県
、
気
象

庁
そ
の
他
各
機
関
で
個
別
の
方
法
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
使
い
方
に
問
題
が

あ
る
こ
と
等
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
一
つ
の
方
策
と
し

て
、
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
気
象
情
報
を

効
率
的
に
活
用
す
る
た
め
の
仕
組
み
の
高
度

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

水
災
害
の
未
然
防
止
・
軽
減
を
図
る
た
め

に
は
、
国
土
強
靭
化
計
画
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
外
力
を
防
ぐ
た
め
の
ハ
ー
ド
対
策

の
推
進
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
ソ
フ
ト

対
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ソ
フ
ト
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
降
水
の
振

る
舞
い
「
実
況
の
把
握
と
今
後
の
変
化
・
予

測
」
を
着
実
に
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気
象

庁
の
発
表
す
る
気
象
情
報
を
最
大
限
活
用
す

る
仕
組
み
の
構
築
が
可
能
と
な
る
。

地
方
自
治
体
の
水
災
害
活
動
で
は
、
水
災

害
発
生
前
の
降
水
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、

早
い
段
階
で
正
し
く
リ
ス
ク
を
理
解
し
、
対

応
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
情
報
処
置
基

盤
の
整
備
が
進
み
、
わ
が
町
、
わ
が
村
に
特

化
し
た
『
自
前
の
キ
キ
ク
ル
』
が
実
現
し
、

気
象
庁
の
提
供
す
る
「
可
視
化
さ
れ
た
」
情

報
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
水
災
害
の

未
然
防
止
・
被
害
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
切
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

図4　降水量の時間経過に伴って変化する土壌雨量指数

21



地
震
火
災
・
津
波
火
災
に
備
え
る

―
二
〇
二
四
年
能
登
半
島
地
震
に
伴
う
火
災
を
踏
ま
え
て
―

1
．は
じ
め
に

二
〇
二
四
年
一
月
一
日
の
能
登
半
島
地
震

に
伴
う
火
災
は
、
現
代
の
日
本
に
お
い
て
も

地
震
火
災
の
リ
ス
ク
が
依
然
と
し
て
存
在
す

る
こ
と
を
広
く
世
間
に
認
識
さ
せ
た
。特
に
、

輪
島
市
の
中
心
部
で
は
火
災
が
周
り
の
建
物

に
次
々
と
燃
え
移
り
、
最
終
的
に
約
二
百
四

十
棟
を
巻
き
込
む
大
火
に
発
展
し
た
。
た
だ

し
、
図
1
に
示
す
よ
う
に
、
輪
島
市
の
大
火

は
今
回
の
地
震
に
伴
い
発
生
し
た
合
計
十
七

件
の
火
災
の
一
部
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
火
災

は
特
に
地
震
動
の
強
か
っ
た
能
登
半
島
だ
け

で
は
な
く
、
富
山
県
や
新
潟
県
を
含
め
た
広

域
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
、
珠
洲
市

や
能
登
町
で
は
津
波
の
浸
水
域
で
火
災
が
発

生
し
周
り
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
火
災
の
広
域
的
な

発
生
状
況
、
及
び
、
そ
の
中
で
も
延
焼
火
災

に
発
展
し
た
輪
島
市
河
井
町
朝
市
通
り
周
辺

の
火
災
、珠
洲
市
宝
立
町
鵜
飼
地
区
の
火
災
、

能
登
町
白
丸
地
区
の
火
災
の
被
害
実
態
を
現

地
調
査
や
消
防
本
部
へ
の
電
話
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
の

結
果
は
筆
者
の
所
属
で
あ
る
京
都
大
学
防
災

研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
速
報
と
し
て
公

開
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
〇
二
四
年
三
月

に
は
総
務
省
消
防
庁
と
国
土
交
通
省
に
よ
り

「
輪
島
市
大
規
模
火
災
を
踏
ま
え
た
消
防
防

災
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
が
設

置
さ
れ
、
輪
島
市
中
心
部
で
の
火
災
や
消
防

活
動
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
能
登
半
島
地
震
に
伴
う
火
災

の
詳
細
は
上
記
の
速
報
や
検
討
会
の
報
告
書

に
譲
る
こ
と
と
し
、（
1
）
経
験
的
に
知
ら

れ
て
き
た
地
震
火
災
の
一
般
的
な
特
徴
と
対

策
の
考
え
方
（
2
）
津
波
火
災
が
も
た
ら
し

得
る
重
要
な
問
題
と
対
策
の
考
え
方
を
簡
潔

に
整
理
す
る
。
今
後
の
防
災
対
策
や
建
設
関

係
実
務
の
参
考
に
資
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

2
．�地
震
火
災
の
特
徴
と�

リ
ス
ク
軽
減
対
策

普
段
で
あ
れ
ば
、
木
造
家
屋
の
多
い
市
街

地
で
火
災
が
一
件
発
生
し
て
も
、
複
数
の
消

防
ポ
ン
プ
車
が
早
い
う
ち
に
駆
け
つ
け
て
屋

外
消
火
栓
な
ど
か
ら
取
れ
る
水
を
使
い
消
火

活
動
を
行
う
の
で
、
強
風
時
で
な
け
れ
ば
大

火
に
な
る
前
に
消
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
と
、

次
の
複
数
の
要
因
に
よ
り
火
災
は
大
規
模
化

し
や
す
い
。
①
複
数
の
火
災
が
同
時
に
発
生

し
、
一
つ
の
火
災
に
投
入
で
き
る
消
防
隊
の

数
が
少
な
く
な
る
こ
と
。
②
普
段
に
比
べ
て

消
防
隊
の
火
災
覚
知
が
遅
れ
や
す
い
こ
と
。

③
地
震
動
に
よ
り
水
道
管
が
損
傷
し
、
屋
外

消
火
栓
か
ら
水
を
取
れ
な
い
こ
と
（
し
た
が

っ
て
、
防
火
水
槽
や
河
川
な
ど
の
自
然
水
利

に
頼
る
こ
と
に
な
る
）。
④
地
震
動
に
よ
る

建
物
の
倒
壊
や
道
路
の
被
害
に
よ
り
、
水
利

や
火
災
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
に
な
る
場
合

が
あ
る
こ
と
。
⑤
外
壁
を
不
燃
性
の
材
料
で

覆
っ
た
木
造
家
屋
で
あ
っ
て
も
、
地
震
動
に

よ
り
外
壁
材
が
脱
落
し
、
木
材
が
露
出
し
て

防
火
性
能
が
低
下
す
る
こ
と
。

輪
島
市
河
井
町
朝
市
通
り
周
辺
の
火
災

は
、
①
～
⑤
の
全
て
の
要
因
が
複
合
的
に
作

用
し
た
こ
と
で
大
規
模
化
に
つ
な
が
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
地
震
火
災
を
何
度
も
経
験
し

て
き
た
我
が
国
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
因
は
既

知
の
こ
と
で
あ
り
、
能
登
半
島
地
震
で
何
か

特
異
な
こ
と
や
新
し
い
こ
と
が
起
き
た
訳
で

は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
地
震
で
は
輪
島
市

に
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

の
よ
う
な
場
合
、
住
民
も
消
防
隊
も
津
波
へ

西
野　

智
研

京
都
大
学
防
災
研
究
所

社
会
防
災
研
究
部
門　

准
教
授
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

の
対
応
が
必
要
に
な
る
た
め
、
地
震
火
災
へ

の
対
応
は
さ
ら
に
難
し
く
な
る
。

地
震
火
災
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
に

は
、
①
～
⑤
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
①
に
つ
い

て
は
、
出
火
防
止
対
策
を
普
及
さ
せ
、
地
震

動
に
起
因
し
て
発
生
す
る
火
災
の
数
を
可
能

な
限
り
減
ら
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
図
2

に
示
す
よ
う
に
、
近
年
の
地
震
に
伴
う
火
災

の
多
く
は
電
気
機
器
や
電
気
配
線
を
発
火
源

と
し
た
火
災
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
等
を
各
家
庭
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

出
火
の
防
止
が
期
待
で
き
る
。
②
に
つ
い
て

は
、
ド
ロ
ー
ン
や
高
所
カ
メ
ラ
な
ど
を
使
用

し
た
情
報
収
集
に
よ
り
地
震
後
で
あ
っ
て
も

早
期
に
火
災
を
覚
知
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
③
に
つ
い

て
は
、
水
道
管
の
耐
震
化
を
進
め
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
耐
震
性
の
確
保
さ
れ
た

防
火
水
槽
を
増
設
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
な
お
、
水
道
管
の
耐
震
化
は
地
震
後

の
消
防
水
利
の
確
保
だ
け
で
は
な
く
、
被
災

者
の
生
活
や
重
要
施
設
の
機
能
維
持
に
と
っ

て
も
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は
地

域
全
体
の
様
々
な
側
面
に
波
及
す
る
こ

と
か
ら
、
優
先
的
か
つ
重
点
的
に
取
り

組
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
④
に
つ

い
て
は
、
建
物
の
耐
震
性
能
を
地
域
一

体
で
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
建
物
の
倒

壊
に
よ
る
道
路
閉
塞
の
可
能
性
を
減
ら

す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
建
物
の
耐
震

化
は
そ
の
建
物
に
住
む
人
の
命
や
財
産

を
保
護
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
避
難
や
救
助

活
動
・
消
防
活
動
を
円
滑
に
す
る
な

ど
、
地
域
全
体
の
災
害
対
応
に
も
良
い

効
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
義
も
併
せ

て
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、

地
震
動
に
伴
う
道
路
の
隆
起
・
亀
裂
等

図1　2024年能登半島地震に伴う火災の発生場所。赤丸と青丸はそれぞれ津波浸水域の外側と内側で発生した火災を表す。
推定地動最大速度（PGV）は構造計画研究所のQUIET+に、津波浸水域は国土地理院に基づく。

図2　地震動に起因する火災の発火源の内訳（棒グラフ内の数字
は火災の発生件数を表す）。2024年能登半島地震を含む近年の

主要7地震について。Nishino（2023）に加筆。
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の
被
害
を
ど
の
よ
う
に
し
て
防
ぐ
の
か
に
つ

い
て
は
、
筆
者
は
専
門
外
の
た
め
分
か
ら
な

い
。
⑤
に
つ
い
て
は
、
主
に
外
壁
材
に
モ
ル

タ
ル
が
使
用
さ
れ
た
建
物
で
多
く
見
ら
れ
る

被
害
で
あ
る
が
、
建
物
の
耐
震
性
能
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
で
地
震
動
に
よ
る
建
物
の
変
形

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
被
害
を
防

止
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

3
．�津
波
火
災
の
問
題
と�

建
築
防
火
対
策

最
後
に
、
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
も
二

〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
と
同
様
、
津
波

の
浸
水
域
で
火
災
が
発
生
し
延
焼
火
災
に
発

展
し
た
事
例
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た

い
。
す
な
わ
ち
、
津
波
の
浸
水
域
に
お
い
て

も
火
災
の
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
こ
と
が
今
回

の
地
震
で
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
津

波
の
浸
水
域
で
発
生
す
る
火
災
、
ま
た
は
、

津
波
に
起
因
し
て
発
生
す
る
火
災
は
「
津
波

火
災
」
と
呼
ば
れ
、
東
日
本
大
震
災
で
初
め

て
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
新
し
い
タ
イ

プ
の
火
災
で
あ
る
。
図
3
に
示
す
よ
う
に
、

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
津
波
火
災
は
百

件
を
超
え
る
。
そ
の
形
態
は
様
々
で
あ
る
が
、

津
波
で
押
し
流
さ
れ
た
家
屋
や
自
動
車
な
ど

が
ガ
レ
キ
と
な
っ
て
浸
水
域
に
集
積
し
、
何

ら
か
の
要
因
で
火
災
が
発
生
し
て
周
辺
の
ガ

レ
キ
や
津
波
で
流
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
た
家

屋
に
燃
え
移
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
は
、
津

波
で
流
さ
れ
て
い
る
最
中
に
ガ
レ
キ
に
火
が

つ
き
燃
焼
し
た
ま
ま
流
れ
着
い
て
、
周
辺
の

ガ
レ
キ
や
流
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
た
家
屋
に

燃
え
移
る
こ
と
も
あ
る
。

特
に
東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
火
災
が

津
波
か
ら
の
一
時
避
難
場
所
と
な
っ
た
建
物

（
い
わ
ゆ
る
津
波
避
難
ビ
ル
）
に
延
焼
し
、

津
波
か
ら
避
難
し
て
い
た
人
々
が
火
災
の
危

険
に
曝
さ
れ
る
事
態
が
複
数
発
生
し
た
。
こ

う
し
た
事
例
の
中
に
は
、
宮
城
県
石
巻
市
門

脇
小
学
校
の
よ
う
に
、
幸
い
に
も
裏
手
が
高

台
に
な
っ
て
い
た
た
め
津
波
火
災
が
建
物
に

押
し
寄
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
台
に
二

次
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た
例
も
あ
る
。
し

か
し
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
建
物
で
は
、
ガ

レ
キ
や
海
水
に
よ
っ
て
二
次
避
難
が
で
き

ず
、
津
波
火
災
が
建
物
の
中
に
延
焼
し
た
後

も
内
部
で
の
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
あ

る
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
津
波
火
災
が
四
方
か

ら
時
間
差
で
襲
来
し
、
津
波
避
難
者
が
待
機

す
る
フ
ロ
ア
の
一
部
に
ま
で
延
焼
し
た
も
の

の
、
同
じ
フ
ロ
ア
の
区
画
さ
れ
た
個
室
間
を

何
度
も
移
動
す
る
こ
と
（
水
平
避
難
）
に
よ

っ
て
熱
さ
や
煙
に
耐
え
な
が
ら
生
き
延
び
る

こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
事

例
は
今
の
と
こ
ろ
能
登
半
島
地
震
で
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
図
3
に
示
す
よ
う

に
、
一
九
九
三
年
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
で

も
、
少
な
く
と
も
三
件
の
火
災
（
発
生
場
所

が
近
い
も
の
が
あ
る
た
め
図
3
で
は
二
件
に

見
え
る
）
が
津
波
の
浸
水
域
で
発
生
し
て
い

た
が
、
津
波
避
難
施
設
が
津
波
火
災
の
被
害

を
受
け
る
よ
う
な
事
態
が
お
そ
ら
く
起
こ
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
津
波
火
災
の
問
題
は

東
日
本
大
震
災
が
発
生
す
る
ま
で
認
識
さ
れ

な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
避
難
に
よ
っ
て
津

波
か
ら
命
を
守
る
重
要
性
が
強
く
認
識
さ

れ
、
沿
岸
部
の
自
治
体
を
中
心
に
津
波
避
難

計
画
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
特
に

高
台
ま
で
の
避
難
に
時
間
を
要
す
る
地
域
や

避
難
に
適
さ
な
い
急
峻
な
地
形
が
背
後
に
迫

る
地
域
な
ど
、
予
想
さ
れ
る
浸
水
範
囲
外
へ

の
避
難
が
困
難
な
地
域
で
は
、
堅
固
な
中
・

高
層
建
物
を
一
時
的
な
避
難
の
た
め
の
施
設

と
し
て
利
用
す
る
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
が

着
実
に
行
わ
れ
て
き
た
。
実
際
に
、
東
日
本

大
震
災
で
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
を
中

心
と
し
た
様
々
な
用
途
の
建
物
が
津
波
か
ら

の
一
時
避
難
に
利
用
さ
れ
、
多
く
の
人
命
が

救
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
津
波
火
災
か
ら

避
難
者
を
守
る
た
め
の
対
策
が
十
分
に
検
討

さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。

そ
こ
で
、
日
本
建
築
学
会
の
「
津
波
火
災

対
応
型
津
波
避
難
ビ
ル
の
火
災
安
全
計
画

［
若
手
奨
励
］
特
別
研
究
委
員
会
」
で
は
、

津
波
避
難
ビ
ル
の
津
波
火
災
対
策
の
考
え
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
（
図
4
）。
津
波

火
災
を
受
け
る
津
波
避
難
ビ
ル
に
は
、
①
火

災
に
よ
っ
て
倒
壊
し
な
い
こ
と
（
構
造
安
全

性
）
と
②
火
災
か
ら
避
難
者
が
保
護
さ
れ
る

こ
と
（
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
安
全
性
）
が
求
め

ら
れ
る
。
火
災
時
に
は
、
柱
や
梁
と
い
っ
た

構
造
部
材
が
加
熱
さ
れ
温
度
が
上
昇
す
る
こ

と
で
耐
力
が
低
下
し
、
荷
重
を
支
持
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
津
波

避
難
ビ
ル
の
場
合
、
地
震
や
津
波
に
対
す
る

安
全
な
構
造
と
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

ま
た
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物

で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
こ
う
し
た
構
造
を
持
つ
津
波
避
難
ビ
ル

で
は
津
波
火
災
に
よ
る
倒
壊
の
可
能
性
は
低

い
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
構

造
要
件
を
満
た
す
既
存
の
建
物
だ
け
で
は
避

難
者
を
収
容
す
る
の
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
で
き
な
い
自
治
体
も
あ
り
、
鉄
骨
造
の

建
物
で
あ
っ
て
も
大
規
模
な
店
舗
な
ど
を
津

波
避
難
ビ
ル
に
指
定
し
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
得
ら
れ
た

知
見
を
基
に
、
構
造
種
別
に
よ
ら
ず
津
波
に

対
し
て
必
要
な
性
能
を
確
認
す
る
手
法
が
示

さ
れ
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
性
能
的
な
構
造
設
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

計
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
結
果
、
新
規
に
建

設
す
る
鉄
骨
造
の
建
物
を
津
波
避
難
ビ
ル
と

し
て
活
用
す
る
事
例
は
今
後
一
般
的
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
鉄
骨
造
の
建

物
に
つ
い
て
は
、
津
波
で
耐
火
被
覆
が
脱
落

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
構
造
部
材
は
通
常
よ

り
も
大
き
な
火
災
加
熱
を
受
け
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
津
波
で
脱
落
し
に
く

い
耐
火
被
覆
の
選
定
や
ガ
レ
キ
が
集
積
し
に

く
い
所
に
立
地
す
る
建
物
に
指
定
を
限
定
す

る
な
ど
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
、
火
災
か
ら
避
難
者
を
保
護
す
る
た

め
に
は
、
ひ
と
つ
の
フ
ロ
ア
に
複
数
の
防
火
区

画
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
庇
・
バ
ル
コ

ニ
ー
や
外
壁
開
口
部
の
網
入
り
ガ
ラ
ス
な
ど
、

火
災
の
上
階
延
焼
を
防
止
す
る
対
策
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
津
波
避
難
ビ
ル
の

内
部
に
侵
入
し
た
火
災
を
あ
る
範
囲
に
封
じ

込
め
る
た
め
の
防
火
区
画
の
存
在
や
屋
上
な

ど
の
外
気
に
開
放
さ
れ
た
空
間
を
避
難
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
な
ど
が
重
要

で
あ
る
。こ
う
し
た「
通
常
の
建
築
防
火
対
策
」

の
充
実
度
を
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
要
件
に

含
め
る
こ
と
で
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
津
波
避
難
ビ

ル
に
は
背
が
高
く
、
不
特
定
多
数
の
人
が
利

用
す
る
用
途
や
就
寝
用
途
の
建
物
が
指
定
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
う
し
た
建
物
は
建

築
基
準
法
に
よ
っ
て
普
段
か
ら
様
々

な
建
築
防
火
対
策
が
要
求
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
建
築
防
火
対
策
の

充
実
度
を
指
定
要
件
に
含
め
る
こ
と

で
、
指
定
可
能
な
津
波
避
難
ビ
ル
が

激
減
す
る
と
い
っ
た
事
態
は
ほ
と
ん

ど
起
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
と
い

っ
た
人
工
構
造
物
に
も
津
波
火
災
へ

の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
津
波
避
難

タ
ワ
ー
は
支
持
す
る
荷
重
が
小
さ
い

た
め
、
鉄
骨
造
で
あ
っ
て
も
火
災
が

終
了
す
る
ま
で
に
倒
壊
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
床
は
遮
熱

性
を
有
す
る
も
の
で
構
成
す
る
必
要

が
あ
る
と
と
も
に
、
火
災
か
ら
の
放

射
を
遮
る
た
め
の
遮
蔽
物
を
避
難
ス

ペ
ー
ス
に
設
け
る
な
ど
の
工
夫
が
必

要
で
あ
る
。

図3　津波火災の発生分布（青丸）。赤丸は地震動に起因する火災。1993年北海道南
西沖地震は北海道（1995）に、2011年東北地方太平洋沖地震は日本火災学会（2016）
に、2024年能登半島地震は西野（2024）に基づく。国土地理院の陰影起伏図に加筆。

図4　津波避難ビルの対津波火災の考え方。日本建築学会（2016）津波火災対応型津
波避難ビルの火災安全計画［若手奨励］特別研究委員会 報告書より引用。
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地
盤
液
状
化
・
斜
面
崩
壊
・
盛
土
造
成
地
の

被
害
へ
の
対
策

1
．は
じ
め
に

最
近
の
地
震
で
は
盛
土
の
被
害
や
液
状
化

被
害
な
ど
地
盤
関
係
の
被
害
が
目
立
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
一
般
の
構
造
物
に
お
い
て
は
、

耐
震
設
計
や
対
策
が
長
年
に
わ
た
っ
て
進
め

ら
れ
て
き
て
い
る
の
に
対
し
、
例
え
ば
盛
土

で
は
施
工
後
に
安
定
性
が
増
す
と
考
え
、
耐

震
設
計
を
あ
ま
り
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
盛
土
内
に
設

置
し
て
あ
る
排
水
管
が
老
朽
化
し
て
地
下
水

が
上
が
る
な
ど
、
経
年
変
化
で
不
安
定
化
し

て
き
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
〇
二

四
年
能
登
半
島
地
震
で
も
地
盤
関
係
の
被
害

が
多
く
発
生
し
た
の
で
、
ま
ず
代
表
的
な
被

害
を
紹
介
し
、
今
後
の
対
策
に
関
し
て
コ
メ

ン
ト
し
て
み
る
。

2
．地
盤
の
液
状
化
に
よ
る
被
害

液
状
化
は
新
潟
県
か
ら
福
井
県
に
か
け
て

広
い
範
囲
で
発
生
し
た
。
そ
の
う
ち
新
潟
市

で
は
一
九
六
四
年
新
潟
地
震
、
石
川
県
で
は

一
八
九
一
年
濃
尾
地
震
、
富
山
県
で
は
一
八

五
八
年
飛
越
地
震
で
液
状
化
し
た
箇
所
で
再

液
状
化
し
た
箇
所
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
広

範
囲
に
液
状
化
が
発
生
し
た
と
い
え
ど
も
、

大
型
の
社
会
基
盤
施
設
で
は
液
状
化
を
考
慮

し
た
設
計
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
た
め
、
液
状
化
に
起
因
し
た
被
害
は
目

立
た
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
、
河
北
潟
の
干

拓
堤
防
は
液
状
化
に
よ
り
最
大
二
ｍ
も
沈
下

す
る
被
害
を
受
け
た
。

新
潟
市
か
ら
金
沢
市
に
か
け
て
の
い
く
つ

か
の
都
市
で
は
、
液
状
化
に
よ
り
戸
建
て
住

宅
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
道
路
が
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
。
液
状
化
し
た
都
市
を
微
地
形
で

分
け
て
み
る
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。
内
灘

砂
丘
で
は
図
1
に
示
す
よ
う
に
砂
丘
内
陸
側

縁
辺
部
の
緩
や
か
な
傾
斜
地
盤
で
、
長
さ
約

十
㎞
、
幅
〇
・
一
㎞
の
範
囲
が
液
状
化
し
、

潟
に
向
か
っ
て
最
大
で
三
ｍ
程
度
水
平
方
向

に
流
動
し
た
。
こ
の
流
動
に
よ
り
住
宅
、
道

路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
深
刻
な
被
害
を
受
け

た
。
ま
た
、土
地
の
境
界
も
大
き
く
移
動
し
、

用
地
境
界
の
問
題
も
起
き
て
い
る
。
図
1
の

Ｘ-

Ｘʼ
線
に
沿
っ
た
被
害
状
況
を
図
2
に
示

す
。
こ
の
間
の
平
均
勾
配
は
一
・
七
度
と
ほ

ん
の
少
し
傾
斜
し
た
地
盤
で
あ
る
。
県
道
八

号
の
一
つ
砂
丘
側
の
道
路
と
宅
地
の
間
に
大

き
な
引
張
り
亀
裂
が
発
生
し
、
こ
の
付
近
か

ら
流
動
が
始
ま
っ
て
い
た
。
県
道
八
号
と
の

間
の
路
地
で
は
、
県
道
側
に
地
盤
が
引
っ
張

ら
れ
た
こ
と
を
物
語
る
亀
裂
が
数
本
発
生
し

て
い
た
。
県
道
八
号
で
は
流
動
に
伴
い
路
面

が
大
き
く
盛
り
上
が
っ
て
傾
き
、
電
柱
も
大

き
く
傾
斜
し
た
。
車
庫
の
床
は
盛
り
上
が
っ

て
車
も
出
せ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
下
流
側
で
も
地
面
や
塀
に
引
張
り
亀
裂

が
生
じ
て
い
た
。

さ
て
、
地
盤
の
液
状
化
に
よ
る
被
害
が
広

く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
六

四
年
新
潟
地
震
以
降
で
あ
る
。
そ
の
後
の
研

究
・
技
術
開
発
に
よ
り
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど

の
構
造
物
で
設
計
時
に
液
状
化
を
考
慮
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
最
近
の
地
震
で
は
橋

や
ビ
ル
な
ど
の
被
害
は
あ
ま
り
発
生
し
な
く

な
っ
た
。
一
方
、
戸
建
て
住
宅
は
液
状
化
対

策
が
未
だ
義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
地

震
の
度
に
相
変
わ
ら
ず
甚
大
な
被
害
を
受
け

て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
現
在
液
状
化
の

被
害
予
測
と
対
策
を
検
討
し
な
い
と
い
け
な

い
の
は
戸
建
て
住
宅
で
あ
り
、
こ
こ
に
焦
点

を
当
て
る
必
要
が
あ
る
。
近
年
の
戸
建
て
住

宅
は
液
状
化
し
や
す
い
人
工
改
変
地
（
海

安
田　
　

進

東
京
電
機
大
学 

名
誉
教
授
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

岸
・
河
岸
の
埋
立
地
、
池
・
河
道
な
ど
の
埋

立
地
、
砂
利
・
砂
鉄
の
採
取
跡
地
、
田
畑
の

盛
土
地
、
丘
陵
の
盛
土
造
成
地
な
ど
）
に
地

盤
調
査
を
行
わ
ず
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
現
状
の
液
状
化
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
は
危
険
性
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
改
善

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
戸
建
て
住
宅
用
の

安
価
な
対
策
工
法
の
開
発
が
遅
れ
て
お
り
、

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

液
状
化
に
よ
る
一
般
的
な
被
害
は
地
上
の

構
造
物
の
沈
下
や
地
中
構
造
物
の
浮
上
り
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
能
登
半
島
地
震
で
は
砂

丘
内
陸
側
縁
辺
部
の
緩
や
か
な
傾
斜
地
盤
で

三
ｍ
に
も
及
ぶ
地
盤
の
流
動
が
発
生
し
た
た

め
、
被
害
を
深
刻
な
も
の
に
し
た
。
緩
や
か

な
傾
斜
地
盤
で
の
同
様
の
流
動
被
害
は
一
九

八
三
年
日
本
海
中
部
地
震
の
際
に
も
発
生
し

て
い
た
。
東
日
本
大
震
災
で
は
丘
陵
に
開
発

さ
れ
た
盛
土
造
成
宅
地
で
、
同
様
に
液
状
化

に
よ
る
流
動
被
害
が
発
生
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
緩
や
か
な
傾
斜
地
盤
の
流
動
に
よ
る
被

害
発
生
地
区
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
記
載
さ

れ
、
ま
た
流
動
に
対
す
る
対
策
方
法
の
開
発

を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

3
．盛
土
の
変
形
や

す
べ
り
に
よ
る
被
害

盛
土
は
多
く
の
箇
所
で
多
種
多
様
な
被
害

を
受
け
た
。
被
害
の
規
模
が
大
き
い
も
の
と

し
て
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
「
能
越
自
動
車

道
」
の
盛
土
の
大
規
模
崩
壊
が
二
十
八
箇
所

で
発
生
し
た
。
特
に
七
尾
市
か
ら
穴
水
町
に

か
け
て
山
地
の
尾
根
付
近
を
縫
う
よ
う
に
建

設
さ
れ
た
「
の
と
里
山
海
道
」
と
そ
れ
に
続

く
「
穴
水
道
路
」
の
沢
部
に
盛
ら
れ
た
高
盛

土
が
、
各
所
で
崩
壊
し
通
行
不
能
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
道
路
は
金
沢
市
や
高
岡
市
な
ど
と

奥
能
登
を
結
ぶ
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
た

め
、
奥
能
登
各
地
で
の
地
震
直
後
の
救
援
や

そ
の
後
の
緊
急
復
旧
に
与
え
た
打
撃
は
大
変

大
き
か
っ
た
。

「
の
と
里
山
海
道
」
で
被
災
し
た
区
間
は

標
高
二
百
ｍ
程
度
の
尾
根
付
近
に
建
設
さ
れ

て
お
り
、
横
断
す
る
沢
部
の
高
盛
土
が
崩
壊

し
た
。
図
3
に
横
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

本
線
か
ら
の
Ｏ
Ｆ
Ｆ
ラ
ン
プ
で
発
生
し
た
崩

壊
状
況
を
示
す
。「
の
と
里
山
海
道
」
で
は
、

二
〇
〇
七
年
能
登
半
島
地
震
の
際
（
当
時
は

「
能
登
有
料
道
路
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
に

も
大
規
模
崩
壊
が
十
一
箇
所
で
発
生
し
た
。

こ
の
時
の
復
旧
で
補
強
土
工
法
を
用
い
排
水

対
策
を
し
て
あ
っ
た
箇
所
で
は
、
今
回
の
地

震
で
は
被
害
は
軽
微
で
あ
っ
た
。
横
田
Ｉ
Ｃ

で
も
図
3
の
反
対
の
Ｏ
Ｎ
ラ
ン
プ
側
が
前
回

は
崩
壊
し
た
が
、
今
回
は
無
被
災
で
あ
っ
た
。

住
宅
や
学
校
な
ど
の
用
地
の
た
め
に
造
成

し
た
盛
土
も
各
地
で
崩
壊
や
変
状
が
生
じ

た
。
金
沢
北
陵
高
等
学
校
に
お
け
る
谷
埋
め

盛
土
の
崩
壊
状
況
を
図
4
に
示
す
。
崩
壊
し

た
土
砂
は
下
流
の
「
北
陸
自
動
車
道
」
ま
で

押
し
寄
せ
て
止
ま
っ
た
が
、
自
動
車
道
の
カ

ル
バ
ー
ト
の
中
に
も
入
り
こ
ん
だ
。

2）

微地形 液状化が発生した都市
砂丘内陸側縁辺部 内灘町、かほく市、金沢市、羽咋市、新潟市
旧河道 新潟市、羽咋市、富山市
砂州 氷見市、射水市
埋立地 高岡市
水田上の盛土地 高岡市

表1　液状化が発生した都市と微地形

図1　内灘砂丘で液状化が発生した区域

図2　内灘町西荒屋地区での被災状況
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さ
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
盛
土
で
は
施

工
後
に
安
定
性
が
増
す
と
か
復
旧
し
や
す
い

と
い
っ
た
理
由
で
一
般
に
耐
震
設
計
を
あ
ま

り
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
の
高
速
道
路
盛
土
と
い
っ
た
重
要
な
も
の

以
外
の
道
路
盛
土
は
、
十
分
な
締
固
め
や
排

水
施
設
の
設
置
が
行
わ
れ
ず
に
建
設
さ
れ
た

り
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
地
震

で
も
道
路
盛
土
の
被
害
が
発
生
す
る
の
は
避

け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
耐

震
点
検
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
路
線
延
長
が

膨
大
な
た
め
危
険
箇
所
を
抽
出
す
る
こ
と
自

体
が
困
難
で
あ
る
。
と
は
言
っ
て
も
崩
壊
し

た
時
の
周
辺
の
住
宅
へ
の
影
響
な
ど
を
も
と

に
優
先
度
を
決
め
、
対
策
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

盛
土
造
成
地
に
関
し
て
は
、「
大
規
模
盛

土
造
成
地
滑
動
崩
落
防
止
事
業
」に
お
い
て
、

全
国
の
大
規
模
盛
土
造
成
地
の
抽
出
が
終
了

し
て
マ
ッ
プ
が
公
表
さ
れ
た
段
階
に
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
能
登
半
島
地
震
で
も
マ
ッ
プ
に

載
っ
て
い
な
い
盛
土
造
成
地
が
い
く
つ
か
被

災
し
た
。
マ
ッ
プ
の
作
成
精
度
の
面
で
限
界

も
あ
る
の
で
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

安
定
性
の
評
価
か
ら
対
策
へ
と
早
く
進
め
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

4
．�斜
面
崩
壊
や
河
道
閉
塞�

お
よ
び
そ
の
後
の�

豪
雨
に
よ
る
被
害

能
登
山
地
は
三
百
～
五
百
ｍ
程
度
の
低
い

山
が
連
な
っ
て
お
り
、
図
5
に
示
す
よ
う
な

斜
面
崩
壊
や
落
石
が
多
く
発
生
し
た
。ま
た
、

日
本
海
側
の
海
岸
は
険
し
い
崖
と
な
っ
て
お

り
、
大
崩
壊
が
各
地
で
発
生
し
国
道
二
百
四

十
九
号
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
長
期
間
の
通

行
止
め
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
崩
壊
し
た
土

砂
に
よ
る
河
道
閉
塞
も
十
四
箇
所
で
発
生
し

た
。
斜
面
崩
壊
が
多
発
し
河
道
閉
塞
も
起
き

た
輪
島
市
町
野
町
東
部
で
撮
影
し
た
写
真
を

図
6
に
示
す
。

地
震
か
ら
九
カ
月
半
経
っ
た
九
月
二
十
日

か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
は
、
輪
島
市
～
珠

洲
市
に
か
け
て
記
録
的
な
豪
雨
と
な
っ
て
、

土
砂
災
害
や
河
川
の
氾
濫
が
多
数
発
生
し

た
。
中
屋
ト
ン
ネ
ル
の
北
側
坑
口
で
も
図
7

に
示
す
よ
う
に
斜
面
崩
壊
が
発
生
し
犠
牲
者

が
出
た
。
こ
の
地
区
に
お
け
る
地
震
時
と
豪

雨
時
の
崩
壊
箇
所
を
比
較
し
て
図
8
に
示

す
。九
月
の
豪
雨
で
崩
壊
し
た
箇
所
の
う
ち
、

Ａ
、
Ｂ
、
Ｅ
、
Ｆ
は
地
震
時
に
は
崩
壊
し
て

い
な
い
沢
部
で
発
生
し
て
い
る
の
に
対
し
、

Ｃ
、
Ｄ
は
地
震
で
崩
壊
し
た
箇
所
で
の
崩
壊

範
囲
が
拡
大
し
た
よ
う
で
あ
る
。
図
9
に
は

輪
島
市
町
野
町
付
近
に
お
け
る
斜
面
崩
壊
箇

所
と
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

3）

3）

図3　のと里山海道の横田インターチェンジで
発生した被害

図4　金沢北陵高等学校における谷埋め盛土の
崩壊状況

図5　石川県道沿いの斜面崩壊

図6　町野町東部の山中での斜面崩壊と
土砂ダム
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

の
土
砂
災
害
の
う
ち
の
、
急
傾
斜
地
と
地
す

べ
り
地
の
警
戒
区
域
・
特
別
警
戒
区
域
を
重

ね
て
示
す
。
豪
雨
で
崩
壊
し
た
箇
所
の
う
ち

Ｒ
１
～
Ｒ
３
で
は
急
傾
斜
地
や
地
す
べ
り
地

と
し
て
指
定
さ
れ
た
箇
所
で
被
害
が
発
生
し

て
い
た
。
一
方
、
地
震
時
に
は
警
戒
区
域
よ

り
は
標
高
が
高
い
箇
所
で
崩
壊
が
発
生
し
て

い
た
。

さ
て
、自
治
体
に
お
け
る
被
害
想
定
で
は
、

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
を
基
に
地
震
時
の

斜
面
崩
壊
の
想
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
地
震
時
は
凸
型
斜
面
が
大
き
く
揺
れ

る
の
で
標
高
が
高
い
所
の
尾
根
の

斜
面
が
崩
れ
や
す
く
、
豪
雨
時
は

雨
が
低
い
所
に
集
ま
っ
て
発
生
す

る
の
で
谷
部
で
崩
れ
や
す
い
た
め
、

両
者
の
発
生
箇
所
は
異
な
る
場
合

が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
地
震
時

の
斜
面
崩
壊
箇
所
の
想
定
は
困
難

で
あ
る
が
、
広
域
な
三
次
元
地
震

応
答
解
析
も
行
え
る
時
代
に
な
っ

て
き
た
の
で
、
解
析
に
よ
っ
て
揺

れ
や
す
い
箇
所
を
抽
出
す
る
手
法

も
取
り
入
れ
る
と
良
い
と
考
え
ら

れ
る
。

5
．あ
と
が
き

地
盤
の
強
度
特
性
は
各
地
域
で

大
き
く
異
な
る
の
で
、
地
震
で
発

生
す
る
地
盤
関
係
の
被
害
は
多
種

多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
近
い
将
来

に
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海

ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る
液
状

化
被
害
で
は
、
①
短
時
間
で
津
波
が
襲
う
地

区
の
場
合
は
避
難
路
が
液
状
化
し
て
避
難
を

妨
げ
る
、
②
大
阪
な
ど
の
大
都
市
で
は
前
述

し
た
液
状
化
し
易
い
人
工
改
変
地
が
多
く
造

ら
れ
て
お
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
載
っ
て
い

な
い
思
わ
ぬ
場
所
で
住
宅
被
害
が
発
生
す

る
、
③
瀬
戸
内
海
沿
岸
で
は
昭
和
南
海
地
震

の
後
に
無
数
に
埋
立
地
が
造
ら
れ
て
き
て
お

り
護
岸
の
孕
み
出
し
と
そ
れ
に
伴
う
背
後
地

盤
の
流
動
に
よ
る
被
害
が
生
じ
る
、
と
い
っ

た
こ
と
が
起
き
る
と
予
想
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
通
り
一
遍
の
地
震
被
害
想
定
だ
け
で
は

な
く
、
本
当
に
発
生
す
る
被
害
を
検
討
し
、

そ
れ
に
対
す
る
対
策
を
施
し
た
り
、
万
一
被

災
し
た
場
合
の
復
興
計
画
を
予
め
作
成
し
た

り
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

参
考
文
献

 1）  （
一
財
）
国
土
地
盤
情
報
セ
ン
タ
ー
：
国
土
地
盤

情
報
デ
ー
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ベ
ー
ス
、https://ngic.or.jp/

（
二
〇
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四
年
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月
閲
覧
）

 2）  

安
田
進
：
地
盤
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た

液
状
化
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
課
題
、
地
盤
工

学
会
誌
、
二
〇
二
五
年
二
月
号

 3）  

国
土
地
理
院
：
最
近
の
災
害
関
連
情
報
、

https://w
w

w
.gsi.go.jp/bousai.htm

l

（
二
〇
二
四
年
十
二
月
閲
覧
）

図7　中屋トンネル付近の斜面崩壊状況

図8　中屋トンネル付近の地震と豪雨による斜面崩壊箇所の比較
（参考文献3）に加筆）

図9　輪島市町野町で地震と豪雨によって崩壊した斜面と警戒区域（参考文献3）に加筆）
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能
登
半
島
地
震
な
ど
二
〇
二
四
年
に
発
生
し
た

災
害
を
踏
ま
え
た
都
市
防
災
の
施
策
に
つ
い
て

1
．は
じ
め
に

二
〇
二
四
年
一
月
一
日
十
六
時
十
分
、
石

川
県
能
登
地
方
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
六

（
暫
定
値
）、
最
大
震
度
7
の
地
震
が
襲
い
、

同
地
方
を
中
心
に
、
死
者
・
行
方
不
明
者
五

百
十
七
名
（
う
ち
災
害
関
連
死
二
百
八
十
七

名
、
行
方
不
明
者
二
名
）、
住
家
の
全
壊
が

六
千
四
百
六
十
一
棟
、
半
壊
が
二
万
三
千
三

百
三
十
六
棟
（
以
上
、
令
和
七
年
一
月
二
十

八
日
現
在
。）
と
い
う
、
多
く
の
人
命
、
家

屋
等
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
石

川
県
珠
洲
市
や
能
登
町
で
は
高
さ
四
ｍ
以
上

（
推
定
）
の
津
波
が
襲
来
、
輪
島
市
で
は
火

災
に
よ
り
多
く
の
家
屋
が
焼
失
し
た
ほ
か
、

能
登
半
島
の
各
地
で
海
岸
の
隆
起
、
土
砂
崩

壊
等
に
伴
う
交
通
網
の
寸
断
、
停
電
や
断
水

等
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
石
川
県
、
富

山
県
、
新
潟
県
の
広
い
範
囲
で
液
状
化
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
日
か
ら
の

大
雨
で
は
、
石
川
県
輪
島
市
、
珠
洲
市
、
能

登
町
に
お
い
て
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
、
石
川
県
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
二
十
日
か

ら
二
十
二
日
ま
で
の
総
降
水
量
が
五
百
㎜
を

超
え
る
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。
石

川
県
内
に
お
い
て
、
死
者
十
六
名
、
住
家
の

全
壊
が
百
十
棟
、
半
壊
が
五
百
七
十
六
棟
、

床
上
浸
水
五
十
三
棟
、
床
下
浸
水
七
百
七
十

棟
と
い
う
、
地
震
に
よ
る
被
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
を
進
め
る
被
災
地
に
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
大
雨
で
は
、
山
形

県
や
長
崎
県
な
ど
全
国
各
地
で
も
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
甚
大
な
被
害
が

生
じ
た
二
〇
二
四
年
の
災
害
を
踏
ま
え
、
防

災
力
の
さ
ら
な
る
向
上
に
向
け
て
国
土
交
通

省
都
市
局
で
取
り
組
ん
で
い
る
都
市
防
災
の

施
策
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
．都
市
防
災
総
合
推
進
事
業

都
市
防
災
総
合
推
進
事
業
は
、
避
難
地
・

避
難
路
等
の
公
共
施
設
整
備
や
避
難
場
所
の

整
備
（
写
真
1
）、
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
、
建
築
物
の
不
燃
化

の
促
進
、
住
民
等
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
支
援
、
被
災

地
に
お
け
る
復
興
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
な
ど
、
そ
の

名
前
の
と
お
り
、
都
市
に

お
け
る
防
災
力
の
向
上
に

向
け
た
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

に
わ
た
る
総
合
的
な
取
組

み
を
推
進
す
る
た
め
の
事

業
で
、
防
災
・
安
全
交
付

金
の
一
事
業
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
都
市

防
災
の
推
進
に
お
い
て
最
も
基
礎
的
か
つ
重

要
な
事
業
で
あ
る
と
言
え
ま
す
（
表
1
）。

当
事
業
を
活
用
し
て
、
ま
ず
は
、
能
登
半

島
地
震
に
よ
る
被
災
地
に
お
け
る
復
興
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
計
画
策
定
や
施
設
整
備
の

支
援
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
都
市

川
﨑　

周
太
郎

国
土
交
通
省
都
市
局
都
市
安
全
課 

都
市
防
災
調
整
官

写真1　活用事例
－防災ワークショップ－ －避難路－

－防災公園－
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

に
お
け
る
総
合
的
な
防
災
力
の
向
上
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
七
年
度
に
向
け
て
は
、
能
登
半
島
地

震
に
よ
る
津
波
災
害
を
踏
ま
え
、
日
本
海
側

も
含
む
全
国
の
津
波
災
害
警
戒
区
域
に
お
け

る
避
難
路
整
備
の
要
件
に
関
す
る
拡
充
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
又
は
日
本
海
溝
・
千
島
海

溝
周
辺
海
溝
型
地
震
津
波
避
難
対
策
特
別
強

化
地
域
に
お
け
る
津
波
災
害
警
戒
区
域
を
含

む
市
街
地
で
の
み
避
難
路
の
幅
員
要
件
が
緩

和
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
日
本
海
側

も
含
む
全
国
の
津
波
災
害
警
戒
区
域
で
適
用

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
（
表
2
）。

災
害
は
、
地
震
や
津
波
の
み
な
ら
ず
、
洪

水
、
土
砂
災
害
、
大
規
模
火
災
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
が
、
各
種
災
害
に
備
え
た
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で
の
事
前
対
策
は
極
め
て

効
果
的
で
す
の
で
、
本
事
業
を
通
じ
て
、
引

き
続
き
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
実
効
性
の
高

い
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

3
．復
興
事
前
準
備

復
興
事
前
準
備
と
は
、
災
害
か
ら
の
早
期

か
つ
的
確
な
復
興
を
行
う
た
め
に
、
平
時
か

ら
災
害
が
発
生
し
た
際
の
こ
と
を
想
定
し
、

ど
の
よ
う
な
被
害
が
発
生
し
て
も
対
応
で
き

る
よ
う
、
復
興
に
資
す
る
対
策
を
事
前
に
準

備
し
て
お
く
こ
と
を
言
い
ま
す
。「
復
興
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
事
前
準
備
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」（
平
成
三
十
年
七
月　
国
土
交
通
省
都

市
局
）
で
は
、
復
興
事
前
準
備
の
五
つ
の
取

組
み
と
し
て
、「
復
興
体
制
の
事
前
検
討
」「
復

興
手
順
の
事
前
検
討
」「
復
興
訓
練
の
実
施
」

「
基
礎
デ
ー
タ
の
事
前
整
理
、
分
析
」「
復
興

に
お
け
る
目
標
等
の
事
前
検
討
」
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
事
前
に
、
被
災
後
の
体
制

づ
く
り
や
復
旧
期
に
お
け
る

動
き
方
も
含
め
た
復
興
ま
ち

づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
て
お
く
こ
と
は
、
実
際

に
災
害
が
起
き
た
際
の
復

旧
・
復
興
の
迅
速
化
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
今
後
全
国

で
想
定
さ
れ
て
い
る
様
々
な

大
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
復
興
事

前
準
備
の
重
要
性
を
再
周
知

し
、
全
国
で
の
取
組
み
の
推

進
に
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

国
土
交
通
省
都
市
局
が
全

国
の
地
方
公
共
団
体
を
対
象

に
令
和
六
年
度
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
（
図
1
）
に
よ

る
と
、
前
述
の
五
つ
の
取
組
み
の
う
ち
い
ず

れ
か
を
「
検
討
済
み
」
ま
た
は
「
検
討
中
」

と
回
答
し
た
地
方
公
共
団
体
は
約
六
七
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
項
目
別
に
見
る
と
、「
復

興
体
制
の
事
前
検
討
」
に
つ
い
て
は
、
約
六

割
、「
復
興
手
順
の
事
前
検
討
」
に
つ
い
て

は
約
四
割
の
地
方
公
共
団
体
が
検
討
済
み
で

表１　都市防災総合推進事業の支援対象

表2　避難路整備の幅員要件緩和

図1　復興事前準備の取組状況に関するアンケート結果
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あ
る
一
方
、「
復
興
訓
練
の
実
施
」

や
「
復
興
に
お
け
る
目
標
等
の
事
前

検
討
」
に
つ
い
て
検
討
済
み
の
地
方

公
共
団
体
は
約
一
割
程
度
と
い
う
状

況
で
す
の
で
、
引
き
続
き
復
興
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
等
ま
で
含
む
復
興
事

前
準
備
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

復
興
事
前
準
備
の
取
組
み
に
未
着

手
の
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
「
着

手
し
て
い
な
い
理
由
」に
つ
い
て
は
、

「
他
の
業
務
に
比
べ
て
優
先
順
位
が

低
く
、検
討
時
間
が
確
保
で
き
な
い
」

と
の
回
答
も
多
い
で
す
が
、「
復
興

事
前
準
備
の
具
体
的
な
取
組
内
容
の

イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な
い
」
と
の
回
答

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
取
組
み
の
進
ん
で

い
な
い
自
治
体
に
お
い
て
、
復
興
事
前
準
備

の
重
要
性
に
気
づ
き
、
取
組
内
容
の
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
復
興
事
前
準
備
の
主
流
化
に
向
け
た
取
組

事
例
集
」
を
令
和
四
年
十
二
月
に
公
表
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
令
和
七
年
度
で
は
、

モ
デ
ル
的
な
事
例
を
さ
ら
に
身
近
な
も
の
と

し
て
捉
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
復
興
事
前
準

備
を
重
点
的
に
実
施
す
る
モ
デ
ル
地
域
を
選

定
し
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
伴
走
支
援
な
ど

を
通
し
て
、
プ
ロ
セ
ス
も
含
め
た
好
事
例
と

し
て
全
国
的
に
周
知
展
開
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

4
．防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
は
、
災
害
リ
ス

ク
の
高
い
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
居
住
に
適
当

で
な
い
地
域
か
ら
の
住
居
の
集
団
的
移
転
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
事
業
で
す

（
図
2
）。
令
和
七
年
度
に
向
け
て
は
、
能
登

半
島
地
震
や
各
地
で
の
豪
雨
等
に
よ
る
被
災

を
踏
ま
え
、
集
団
移
転
を
行
う
場
合
の
円
滑

な
合
意
形
成
と
早
期
の
事
業
着
手
を
可
能
に

す
る
た
め
、
限
度
額
（
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
に
設
定
さ
れ
て
い
る
補
助
対
象
経
費
の

上
限
）
に
つ
い
て
、
物
価
上
昇
等
を
考
慮
し

た
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
能
登

半
島
地
震
や
豪
雨
等
の
被
災
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
い
な
が
ら
復
興
支
援
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
を
活
用
し
て
、

事
前
防
災
と
い
う
観
点
で
、
災
害
が
起
こ
る

前
に
、
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
か
ら
災
害

リ
ス
ク
の
低
い
地
域
へ
集
団
移
転
す
る
取
組

み
も
推
進
し
て
い
ま
す
。
防
災
集
団
移
転
促

進
事
業
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
の
制
度
創
設

以
降
、
平
成
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震
災
ま

で
、
本
事
業
の
活
用
は
全
て
災
害
発
生
後
で

し
た
が
、
令
和
四
年
度
か
ら
五
年
度
に
か
け

て
、
江
の
川
流
域
の
島
根
県
美
郷
町
に
お
い

て
、
全
国
初
と
な
る
災
害
発
生
前
の
集
団
移

転
（
図
3
）
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
近
年
に

お
い
て
は
、
全
国
で
事
業
活
用
を
検
討
し
て

い
る
地
区
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

災
害
が
起
こ
る
前
の
集
団
移
転
に
つ
い
て

は
、
災
害
リ
ス
ク
の
低
い
地
域
へ
集
落
ご
と

移
転
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
防
災
力
の
向

上
と
い
う
観
点
で
は
と
て
も
効
果
が
大
き
い

と
言
え
、
災
害
へ
の
備
え
の
一
環
と
し
て
、

引
き
続
き
事
業
の
推
進
に
注
力
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
空
き
地
や
空
き
家
な
ど
の
既
存
ス

ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
集
団
移
転
（
図
4
）
の

図2　防災集団移転促進事業の概要

図3　集団移転の概要（島根県美郷町）

図4　既存ストックを活用した集団移転（イメージ）
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

さ
ら
な
る
促
進
を
図
る
た
め
、
令
和
七
年
度

に
お
い
て
、
造
成
コ
ス
ト
の
縮
減
を
目
指
し

た
試
行
的
運
用
を
進
め
、
防
災
・
減
災
と
連

携
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
も
資
す
る
戦
略
的
取
組
み
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

5
．盛
土
規
制
・
液
状
化
対
策

盛
土
規
制
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
五
月

の
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
盛

土
規
制
法
）
施
行
後
、
各
自
治
体
に
よ
る
規

制
区
域
の
指
定
を
推
進
し
て
お
り
、
広
島
県

（
広
島
市
、
呉
市
、
福
山
市
を
除
く
）
が
令

和
五
年
九
月
二
十
八
日
に
全
国
で
最
も
早
く

規
制
区
域
を
指
定
し
た
ほ
か
、
令
和
七
年
一

月
一
日
時
点
で
二
十
七
自
治
体
が
規
制
区
域

を
指
定
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
全
国
建

設
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
も
活
用
し
な
が

ら
、
全
国
に
制
度
の
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い

き
ま
す
（
図
5
）。

令
和
七
年
度
に
は
、
大
部
分
の
自
治
体
で

盛
土
規
制
の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
の
で
、
実

際
に
許
可
申
請
の
審
査
や
不
適
切
な
盛
土
へ

の
対
応
が
各
自
治
体
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の

研
修
な
ど
を
通
し
て
、
制
度
運
用
な
ど
に
関

す
る
自
治
体
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
液
状
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
、
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
液
状
化
被
害
を

受
け
た
地
域
（
写
真
2
）
に
お
け
る
再
度
液

状
化
防
止
に
向
け
た
支
援
に
注
力
し
ま
す
。

特
に
、
液
状
化
に
伴
い
地
域
全
体
が
水
平
方

向
に
ず
れ
動
く
“
側
方
流
動
”（
図
6
）
に

よ
り
市
街
地
の
広
い
範
囲
が
被
害
を
受
け
た

内
灘
町
や
か
ほ
く
市
に
お
い
て
直
轄
調
査
を

実
施
す
る
な
ど
、
早
期
復
旧
に
向
け
た
自
治

体
の
取
組
み
を
支
援
し
て

き
ま
し
た
。

液
状
化
対
策
は
、
過
去

の
地
震
に
お
い
て
、
発
災

か
ら
、
工
事
着
手
ま
で
概

ね
三
年
間
程
度
、
工
事
完

了
ま
で
に
概
ね
五
～
十
年

間
程
度
の
期
間
を
要
し
て

い
る
事
例
も
あ
り
、
面
的

な
液
状
化
対
策
の
完
了
ま

で
に
は
長
い
期
間
が
か
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
引

き
続
き
自
治
体
に
寄
り
添

い
、
液
状
化
に
対
し
て
安

全
な
地
域
づ
く
り
の
取
組

み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
七
年
度
の
取
組
み
と
し
て
は
、
液
状

化
に
対
す
る
事
前
の
対
策
を
進
め
る
こ
と
に

も
注
力
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
治

体
や
住
民
が
液
状
化
の
リ
ス
ク
を
正
し
く
把

握
で
き
る
よ
う
液
状
化
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

高
度
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
把
握
し
た

リ
ス
ク
を
確
認
・
共
有
し
、
事
前
の
備
え
に

つ
い
て
と
も
に
考
え
る
「
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

6
．お
わ
り
に

能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
と
し
た
、
二
〇

二
四
年
に
発
生
し
た
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
は
ま
だ
道
半
ば
と
言
え
ま
す
。
引
き
続
き

被
災
地
の
早
期
復
興
へ
の
支
援
に
力
を
い
れ

て
い
く
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
災
害
が
起
き

る
前
に
事
前
防
災
の
取
組
み
を
し
っ
か
り
実

施
し
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
も
再
認
識
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
本
稿
で
紹
介
し
た
国

土
交
通
省
都
市
局
で
取
り
組
ん
で
い
る
都
市

防
災
の
施
策
等
を
駆
使
し
て
、
被
災
地
に
お

け
る
復
興
を
強
力
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

全
国
の
各
自
治
体
に
お
い
て
事
前
防
災
の
取

組
み
が
進
む
よ
う
、
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

図5　盛土規制法に基づく規制区域の概要と指定状況

図6　側方流動の被害発生イメージ
出典：「地盤工学会「令和6年能登半島地震災害調査団（宅地）」調査報告資料」

写真2　液状化被害の状況（左：石川県内灘町　右：新潟県新潟市）
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～
住
民
自
ら
の
行
動
に
結
び
つ
く
災
害
情
報
の
取
組
み
へ
～

ワ
ン
コ
イ
ン
浸
水
セ
ン
サ
実
証
実
験

１
．は
じ
め
に

全
国
で
大
雨
に
よ
る
被
害
が
頻
発
し
て
い

る
。
大
雨
に
よ
る
被
害
に
は
、
川
の
水
が
あ

ふ
れ
る
「
外
水
氾
濫
」
と
、
下
水
道
や
水
路

な
ど
の
排
水
能
力
を
超
え
て
排
水
で
き
ず
に

市
街
地
等
が
浸
水
す
る
「
内
水
氾
濫
」
が
あ

る
。
平
成
二
十
四
年
か
ら
令
和
三
年
の
水
害

被
害
額
は
約
四
兆
円
、
浸
水
棟
数
は
約
三
十

三
万
棟
に
お
よ
び
、こ
の
う
ち
、「
内
水
氾
濫
」

に
よ
る
も
の
は
、被
害
額
約
一
・
二
兆
円
（
三

十
％
）、
浸
水
棟
数
約
二
十
万
棟
（
六
十

％
）
で
、「
内
水
氾
濫
」
は
低
地
で
あ
れ
ば

ど
こ
で
も
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
事
前

予
測
が
難
し
い
場
合
も
多
い
。
こ
れ
ら
に
対

応
す
る
た
め
、
浸
水
を
早
期
に
把
握
し
、
関

係
者
に
危
険
を
共
有
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
お
り
、
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、
浸
水
セ

ン
サ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
は
、
全
国
の
浸
水
常
襲
箇
所

を
中
心
に
浸
水
セ
ン
サ
を
普
及
さ
せ
、
さ
ら

に
自
治
体
等
が
独
自
に
拡
大
を
図
っ
て
い
け

る
よ
う
、
令
和
四
年
度
か
ら
、
安
価
で
長
寿

命
な
小
型
浸
水
セ
ン
サ
の
普
及
促
進
の
た

め
、ワ
ン
コ
イ
ン
浸
水
セ
ン
サ
実
証
実
験
（
以

下
「
実
証
実
験
」）
を
実
施
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
実
証
実
験
の
概
要
お
よ
び
浸
水
セ
ン

サ
の
観
測
状
況
等
を
報
告
す
る
。

２
．�ワ
ン
コ
イ
ン�

浸
水
セ
ン
サ
実
証
実
験

２
．
１　

実
施
概
況

国
土
交
通
省
は
、
モ
デ
ル
と
な
る
自
治
体

お
よ
び
各
モ
デ
ル
自
治
体
に
浸
水
セ
ン
サ
を

設
置
す
る
企
業
等
を
募
集
し
、
希
望
者
に
は

国
土
交
通
省
が
指
定
し
た
浸
水
セ
ン
サ
を
無

償
貸
与
し
、
設
置
初
年
度
の
通
信
費
用
等
も

負
担
す
る
。
ま
た
、
観
測
デ
ー
タ
を
収
集
・

共
有
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

「
浸
水
セ
ン
サ
表
示
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

令
和
六
年
七
月
末
ま
で
に
、
モ
デ
ル
自
治

体
百
六
十
四
（
う
ち
九
十
九
の
自
治
体
は
自

ら
浸
水
セ
ン
サ
を
設
置
）、
設
置
企
業
等
四

十
五
、
セ
ン
サ
メ
ー
カ
十
九
（
う
ち
国
指
定

の
無
償
貸
与
セ
ン
サ
九
）
が
参
加
し
、
計
約

四
千
七
百
基
（
令
和
四
年
度
約
五
百
基
、
令

和
五
年
度
約
千
五
百
基
、
令
和
六
年
度
約
二

千
七
百
基
予
定
）
の
浸
水
セ
ン
サ
が
設
置
済

又
は
設
置
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
令
和
六
年
十
一
月
よ
り
浸
水
セ

ン
サ
表
示
シ
ス
テ
ム
を
一
般
に
も
公
開
し
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
検
知
情
報
を
把
握
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

２
．
２　

設
置
目
的
等

以
下
を
目
的
と
し
て
設
置
し
て
い
る
。
設

置
方
法
と
し
て
、
同
一
地
点
に
浸
水
セ
ン
サ

を
垂
直
に
複
数
設
置
し
、
簡
易
的
な
水
位
計

測
機
能
と
し
て
活
用
す
る
例
も
多
数
あ
る

（
写
真
1
）。

①���

道
路
等
に
設
置
し
、
通
行
止
め
の
判

断
基
準
に
活
用

②���

道
路
側
溝
等
に
設
置
し
、
浸
水
前
の

現
地
対
応
の
準
備
基
準
等
に
活
用

③���

水
路
や
河
川
等
に
設
置
し
、
水
門
の

開
閉
や
ポ
ン
プ
稼
働
開
始
の
判
断
基

準
に
活
用

④���

事
業
所
の
周
辺
等
に
設
置
し
、
浸
水

前
に
備
品
、
商
品
等
を
退
避
さ
せ
る

判
断
に
活
用

⑤���

浸
水
後
、
保
険
金
支
払
い
に
必
要
な

家
屋
被
害
調
査
を
迅
速
に
行
う
こ
と

に
活
用

⑥���

田
畑
の
浸
水
範
囲
や
浸
水
時
期
・
頻

度
等
を
把
握
し
、
作
付
け
品
種
や
耕

作
可
能
範
囲
の
判
断
等
に
活
用

1）

2）

成
島　

大
輔

香
川　

雄
治

国
土
交
通
省 

水
管
理
・
国
土
保
全
局

河
川
計
画
課 

河
川
情
報
企
画
室

辻　
　

勝
浩

一
般
財
団
法
人
河
川
情
報
セ
ン
タ
ー

企
画
・
調
整
部

キ
ー
ワ
ー
ド
：
浸
水
セ
ン
サ
、
内
水
対
策
、
防
災
計
画
、
危
機
管
理
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

⑦���
防
災
計
画
に
お
け
る
避
難
経
路
の
選

定
に
活
用　
等

２
．
３　

情
報
収
集
お
よ
び
共
有
方
法

全
国
の
観
測
デ
ー
タ
を
各
社
の
サ
ー
バ
か

ら
Ｊ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
形
式
で
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
に
よ
っ
て

情
報
共
有
サ
ー
バ
へ
送
信
し
集
約
。
集
約

し
た
デ
ー
タ
を
配
信
す
る
仕
組
み
で
あ
る

（
図
1
）。

浸
水
セ
ン
サ
に
よ
る
観
測
は
、
実
証
実
験

以
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合
、
設

置
者
が
独
自
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
や
メ
ー
カ

か
ら
提
供
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
各

自
が
観
測
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
い
た
。今
後
、

実
証
実
験
参
加
者
以
外
の
観
測
デ
ー
タ
も
共

有
で
き
れ
ば
、
観
測
網
が
拡
大
し
、
効
率
的

に
浸
水
情
報
を
観
測
で
き
る
。
実
証
実
験
参

加
に
あ
た
り
、
既
開
発
の
浸
水
セ
ン
サ
を
実

証
実
験
の
通
信
仕
様
に
改
良
し
、
情
報
を
共

有
で
き
る
よ
う
に
し
た
メ
ー
カ
も
あ
り
、
同

様
の
対
応
が
望
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
実
証
実
験
に
参
加
は
し
て
い
な

い
が
、
セ
ン
サ
を
独
自
で
整
備
し
て
い
る
自

治
体
等
と
の
連
携
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

２
．
４　

浸
水
セ
ン
サ
表
示
シ
ス
テ
ム

観
測
を
す
る
者
は
、
浸
水
セ
ン
サ
の
設
置

者
名
、
設
置
箇
所
の
緯
度
・
経
度
や
設
置
高

さ
等
を
台
帳
に
登
録
す
る
。

「
浸
水
セ
ン
サ
表
示
シ
ス
テ
ム
」
は
、
各
浸

水
セ
ン
サ
の
観
測
状
況
（
浸
水
の
有
無
）
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
す
る
。
ま
た
、
国
土

交
通
省
で
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の

検
知
情
報
を
メ
ー
ル
等
で
通
知
す
る
サ
ー
ビ

ス
も
民
間
企
業
で
独
自
に
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
情
報
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
浸
水

の
状
況
が
分
か
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ト
リ
ガ

ー
情
報
を
用
い
て
、
水
防
活
動
の
開
始
の
判

断
や
、
通
行
可
否
の
判
断
を
住
民
自
ら
が
行

い
出
勤
を
遅
ら
せ
る
な
ど
、
水
防
団
の
み
な

ら
ず
、
住
民
の
防
災
行
動
の
迅
速
化
が
期
待

さ
れ
る
。

３
．浸
水
セ
ン
サ
の
技
術
基
準

実
証
実
験
で
は
、「
浸
水
セ
ン
サ
技
術
基

準
（
案
）
セ
ン
サ
器
機
」
を
定
め
て
お
り
、

実
証
実
験
に
参
加
す
る
浸
水
セ
ン
サ
は
原
則

と
し
て
、
こ
の
基
準
に
適
合
す
る
必
要
が
あ

る
。道
路
面
付
近
に
設
置
す
る
こ
と
も
あ
り
、

高
温
で
の
耐
熱
の
ニ
ー
ズ
等
が
あ
る（
表
1
）。

４
．浸
水
セ
ン
サ
の
選
定

設
置
者
は
、
設
置
場
所
の
地
形
や
構
造
、

設
置
箇
所
周
辺
で
想
定
さ
れ
る
浸
水
の
状
況

等
を
踏
ま
え
、
次
の
観
点
等
か
ら
総
合
的
に

浸
水
セ
ン
サ
を
選
定
し
て
い
る
。

⑴
機
器
構
成
（
表
2
）

セ
ン
サ
部
と
通
信
機
能
が
一
体
で
、
こ
の

機
器
か
ら
無
線
で
収
集
サ
ー
バ
へ
デ
ー
タ
を

送
信
す
る
タ
イ
プ
（
Ｃ
、
Ｅ
、
Ｉ
）、
セ
ン

サ
部
か
ら
無
線
で
中
継
器
等
へ
デ
ー
タ
を
送

信
後
、
収
集
サ
ー
バ
に
送
信
す
る
タ
イ
プ

（
Ａ
、
Ｂ
）、
セ
ン
サ
部
か
ら
有
線
で
デ
ー
タ

を
中
継
機
等
に
送
信
後
、
収
集
サ
ー
バ
に
送

信
す
る
タ
イ
プ
（
Ｄ
、Ｆ
、Ｇ
、Ｈ
）
が
あ
る
。

無
線
通
信
機
器
は
、
一
定
の
深
さ
以
上
冠

水
す
る
と
通
信
不
能
と
な
る
（
ど
の
程
度
の

水
深
で
通
信
不
能
と
な
る
か
は
、器
機
性
能
、

設
置
場
所
等
で
異
な
る
）
が
、
こ
の
状
況
に

な
る
と
、
浸
水
し
て
い
る
の
か
、
通
信
障
害

が
発
生
し
て
い
る
の
か
が
判
別
で
き
な
く
な

る
懸
念
が
あ
る
。

一
方
、
セ
ン
サ
部
と
通
信
部
分
が
有
線
で

接
続
さ
れ
、
通
信
部
が
セ
ン
サ
よ
り
も
高
い

写真1　設置および浸水観測状況

図1　観測データの収集共有イメージ 3）

表1　浸水センサ技術基準（案）（センサ機器）
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位
置
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
セ
ン
サ

部
が
浸
水
し
て
も
、
中
継
機
や
通
信
部
が
浸

水
し
な
け
れ
ば
通
信
不
能
に
な
ら
な
い（
Ｄ
、

Ｆ
、
Ｇ
、
Ｈ
）。

⑵�

通
信
方
式

各
浸
水
セ
ン
サ
で
利
用
し
て
い
る
通
信
方

式
が
異
な
る
。LTE

（LTE-M

）
やsigfox

の
各
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
区
域
を
確
認

し
、
適
応
可
能
な
機
器
か
ら
選
定
す
る
必
要

が
あ
る
。sigfox

は
比
較
的
安
価
で
運
用
で

き
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
範
囲
がLTE

に
比

べ
狭
い
。
な
お
、W

i-fi

で
通
信
が
可
能
な

タ
イ
プ
も
あ
る
。

⑶�
製
品
価
格

複
数
の
機
器
で
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
比
較
的
高
価
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
な

お
、
中
継
機
等
が
必
要
な
シ
ス
テ
ム
で
は
、

一
つ
の
中
継
機
に
複
数
の
浸
水
セ
ン
サ
が
接

続
で
き
る
場
合
も
あ
り
、
こ
の
場
合
で
は
、

浸
水
セ
ン
サ
一
基
あ
た
り
の
製
品
費
用
は
単

独
で
設
置
し
た
場
合
と
比
べ
安
価
と
な
る
。

⑷�

運
用
費

通
信
費
、
メ
ー
カ
サ
ー
バ
負
担
費
、
点
検

修
繕
費
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら
費
用
が
、

浸
水
セ
ン
サ
の
数
に
比
例
し
て
必
要
と
な
る

メ
ー
カ
と
、
数
の
増
加
等
に
と
も
な
っ
て
一
基

あ
た
り
の
費
用
が
低
減
す
る
メ
ー
カ
が
あ
る
。

ま
た
、そ
の
他
自
治
体
等
の
工
夫
と
し
て
、

近
く
の
公
共
施
設
のW

i-fi

や
電
源
等
を
活

用
し
、
新
た
に
通
信
契
約
等
を
結
ば
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
抑

え
る
取
組
み
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
取

組
み
は
今
後
、
セ
ン
サ
が
さ
ら
に
増
え
た
場

合
、
重
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら

な
る
拡
大
を
期
待
し
た
い
（
図
2
）。

⑸�

設
置
費
（
設
置
の
容
易
さ
）

結
束
バ
ン
ド
で
固
定
す
る
だ
け
の
も
の
、

外
注
が
基
本
と
な
る
も
の
が
あ
り
、
タ
イ
プ

や
現
地
状
況
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。

器
機
構
成
が
単
純
で
、
商
用
電
源
が
不
要

な
タ
イ
プ
等
は
、比
較
的
設
置
は
容
易
で
あ
る
。

ま
た
、
設
置
箇
所
の
通
信
状
況
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
中
継
機
等
の
電
波
状
況

の
改
善
の
た
め
建
柱
が
必
要
と
な
る
場
合
等

で
は
高
額
と
な
る
。

５
．�浸
水
セ
ン
サ
の
観
測
精
度

向
上
に
つ
い
て

令
和
五
年
度
ま
で
の
実
証
実
験
で
は
、
急

な
水
位
情
報
の
際
に
通
信
部
が
浸
水
し
て
し

ま
う
こ
と
で
検
知
が
で
き
な
か
っ
た
事
例
が

何
件
か
見
ら
れ
、今
後
改
善
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
浸
水
し
て
い
な
い
時
に
浸
水
と
判

定
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
数
あ
っ
た
。
誤
検
知

の
原
因
は
、
電
波
式
で
は
、
セ
ン
サ
（
通
信

機
能
一
体
型
）
付
近
に
駐
車
が
あ
っ
た
こ
と

で
電
波
強
度
が
低
下
し
浸
水
と
判
定
し
た
も

の
、
接
触
式
で
は
、
自
動
車
の
水
撥
ね
、
草

木
の
付
着
や
昆
虫
の
接
触
等
を
浸
水
と
判
定

し
た
も
の
、
ま
た
、
フ
ロ
ー
ト
式
で
は
、
浸

水
時
に
ゴ
ミ
が
挟
ま
り
、
フ
ロ
ー
ト
が
不
動

と
な
っ
た
等
が
あ
る
。
こ
の
他
、
気
温
低
下

に
よ
り
電
池
電
圧
が
低
下
し
誤
作
動
が
発
生

し
た
り
、
セ
ン
サ
メ
ー
カ
の
サ
ー
バ
障
害
で

関
連
す
る
全
セ
ン
サ
の
デ
ー
タ
が
送
信
不
能

に
な
っ
た
り
し
た
等
が
あ
る
。

降
雨
自
体
と
浸
水
の
区
別
、
草
木
の
接
触

と
浸
水
の
区
分
、
自
動
車
走
行
で
浸
水
深
が

変
動
す
る
場
合
の
判
定
等
を
的
確
に
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
検
知
の
仕
組
み
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
判
定
が
難
し
い
状
況
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
対
し
、
各
メ
ー
カ
は

機
器
や
浸
水
判
定
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
改
良

表2　浸水センサの構成・価格等（国土交通省が貸与する浸水センサ）

 図2　近隣公共施設を中継とした
通信費のコスト縮減例

国土交通省が貸与する浸水センサ
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

し
判
定
精
度
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

６
．そ
の
他
の
画
像
情
報
等
を

統
合
し
て
活
用
す
る
研
究

浸
水
の
有
無
を
認
知
す
る
方
法
と
し
て
、

防
犯
カ
メ
ラ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
画
像
が
あ
る
。「
Ｓ

Ｉ
Ｐ
（
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ

グ
ラ
ム（
研
究
期
間
令
和
五
～
九
年
）」で
は
、

こ
れ
ら
の
浸
水
情
報
を
統
合
し
、
堤
防
決
壊

時
等
の
浸
水
状
況
の
把
握
お
よ
び
予
測
を
行

う
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
研
究
は
、
個
々
の
浸
水
セ
ン
サ
の
情

報
を
も
と
に
、
地
形
の
勾
配
を
考
慮
し
て
浸

水
範
囲
を
算
出
し
、
そ
の
情
報
に
監
視
カ
メ

ラ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
画
像
情
報
を
統
合
し
て
、
浸

水
範
囲
算
出
の
精
度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
浸
水
範
囲
の
変
化
を

把
握
し
、
氾
濫
予
測
を
行
う
も
の
で
、
本
研

究
の
実
用
化
に
お
い
て
も
浸
水
セ
ン
サ
の
普

及
は
不
可
欠
で
あ
る
。

７
．自
動
販
売
機
搭
載
型

浸
水
セ
ン
サ
の
開
発

全
国
に
は
約
二
百
二
十
万
台
の
飲
料
自
動

販
売
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
浸
水
セ
ン
サ

観
測
に
は
、
電
力
お
よ
び
通
信
機
能
が
必
要

と
な
る
が
、
機
器
費
や
通
信
費
用
等
を
将
来

に
わ
た
っ
て
支
出
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容

易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
浸
水
セ
ン
サ
の
普

及
を
図
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
弊
社
グ
ル

ー
プ
（
中
央
大
学
研
究
開
発
機
構
、
大
塚
ウ

エ
ル
ネ
ス
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
㈱
、（
一
財
）
河

川
情
報
セ
ン
タ
ー
）
は
自
販
機
製
造
メ
ー
カ

協
力
の
も
と
、「
自
動
販
売
機
搭
載
型
浸
水

セ
ン
サ
」
の
開
発
お
よ
び
継
続
観
測
す
る
た

め
の
仕
組
み
を
提
供
し
て
い
る
（
図
3
）。

自
販
機
本
体
お
よ
び
そ
の
周
辺
に

bluetooth

で
親
機
と
通
信
で
き
る
浸
水
セ

ン
サ（
子
機
）を
設
置
す
る
構
造
で
、機
器
費
、

設
置
費
お
よ
び
通
信
費
等
の
維
持
管
理
費
の

全
て
を
自
動
販
売
機
の
収
益
で
賄
う
仕
組
み

で
あ
る
。
令
和
六
年
八
月
末
ま
で
に
、
八
自

治
体
に
浸
水
セ
ン
サ
約
三
十
基
を
設
置
し
た
。

浸
水
セ
ン
サ
は
浸
水
が
頻
発
す
る
箇
所
へ

設
置
す
る
も
の
と
考
え
て
い
た
が
、
本
件
打

合
せ
の
場
で
、
自
治
体
職
員
か
ら
、
浸
水
し

て
い
な
い
こ
と
が
把
握
で
き
る
こ
と
も
有
益

と
の
意
見
が
あ
り
、
浸
水
観
測
と
は
︑
浸
水

し
た
こ
と
を
観
測
す
る
こ
と
で
は
な
く
︑
浸

水
の
有
無
を
観
測
す
る
こ
と
で
あ
る
と
認
識

し
た
。

８
．具
体
的
な
防
災
行
動
へ
の

活
用

令
和
四
年
の
実
験
開
始
以
降
、
整
備
さ
れ

た
セ
ン
サ
を
活
用
し
、
実
際
の
防
災
対
応
へ

活
用
さ
れ
た
事
例
が
い
く
つ
も
報
告
さ
れ
て

い
る
。
代
表
的
な
事
例
で
は
ポ
ン
プ
設
置
の

タ
イ
ミ
ン
グ
や
通
行
可
否
の
判
断
に
活
用
さ

れ
た
と
い
う
報
告
や
、
民
間
企
業
に
よ
る
通

勤
の
判
断
に
活
用
さ
れ
た
も
の
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
公
開
さ
れ
た
セ
ン
サ
検
知

情
報
を
住
民
自
ら
、
避
難
の
判
断
等
へ
活
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

９
．お
わ
り
に

浸
水
セ
ン
サ
に
つ
い
て
実
証
実
験
が
進
ん

で
い
る
が
、
誤
情
報
や
誤
表
示
が
頻
発
す
れ

ば
、
情
報
の
信
ぴ
ょ
う
性
が
低
下
し
、
浸
水

発
生
時
の
避
難
行
動
を
躊
躇
さ
せ
る
な
ど
の

懸
念
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
特
に
浸
水
情
報
の
活
用
に
あ

た
っ
て
は
、
浸
水
セ
ン
サ
機
器
お
よ
び
シ
ス

テ
ム
全
般
の
精
度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

故
障
等
が
発
生
し
た
際
に
迅
速
に
対
応
で
き

る
体
制
の
構
築
、
誤
情
報
等
が
表
示
さ
れ
た

時
に
、
公
表
情
報
が
調
整
中
で
あ
る
こ
と
を

速
や
か
に
表
示
す
る
仕
組
み
の
構
築
等
を
官

民
連
携
し
て
一
体
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
官
民
の
さ
ら
な
る
努
力
に
加
え
、

多
く
の
住
民
が
自
ら
、
防
災
意
識
を
高
く
持

ち
、
本
セ
ン
サ
の
情
報
を
活
用
し
、
防
災
行

動
に
繋
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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献
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Ｐ
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図3　自動販売機搭載型浸水センサ
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事
例�

地
域
の
情
報
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
防
災
に
活
用�

～
防
災
対
策
Ｄ
Ｘ	

み
え
ー
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
～

は
じ
め
に（
宇
和
島
市
の
概
要
）

宇
和
島
市
は
、
愛
媛
県
の
西
南
部
に
位
置

す
る
人
口
約
六
万
七
千
人
の
地
方
都
市
で

す
。
第
一
次
産
業
の
鯛
や
ブ
リ
の
養
殖
、
真

珠
生
産
・
み
か
ん
等
の
柑
橘
栽
培
を
中
心
と

す
る
伊
達
十
万
石
の
城
下
町
で
、
宇
和
島
城

は
、
現
存
十
二
天
守
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。

市
内
に
は
四
つ
の
有
人
離
島
が
あ
り
、
千

ｍ
を
超
え
る
急
峻
な
山
々
と
海
が
密
着
し
た

リ
ア
ス
海
岸
特
有
の
地
形
で
、
平
野
部
は
少

な
く
、
総
延
長
三
百
五
十
㎞
を
超
え
る
海
岸

線
に
集
落
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
全
体
が
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

想
定
震
源
域
に
含
ま
れ
る
た
め
、
真
下
が
震

源
地
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、

震
度
7
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
多

く
の
建
物
の
倒
壊
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
宇
和
島
港
で
の
想
定
最
大
津
波
高

は
六
・
五
ｍ
と
さ
れ
て
お
り
、
津
波
に
よ
る

被
害
も
甚
大
で
、
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
四
月
十
九
日
に
は
、
豊
後
水
道
を
震

源
と
す
る
地
震
で
当
市
の
最
大
震
度
は
5
強

を
観
測
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
八
月
八
日
に

は
、
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
地
震
で
初
め
て

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
「
巨
大
地
震
注

意
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年

の
一
月
十
三
日
に
も
、
日
向
灘
を
震
源
と
す

る
地
震
に
よ
り
再
び
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
地
震
調
査

委
員
会
で
、
今
後
三
十
年
以
内
の
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
発
生
確
率
が
八
十
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
た
め
、
市
民
の
地
震
に
対
す
る
危
機

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
当
市
は
山
と
海
が
密
着
し
た
リ

ア
ス
海
岸
特
有
の
地
形
を
持
つ
た
め
、
土
砂

災
害
の
危
険
箇
所
が
非
常
に
多
い
土
地
で
も

あ
り
ま
す
。平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
よ
り
、

十
三
名
の
か
け
が
え
の
な
い
市
民
の
命
を
失

う
（
災
害
関
連
死
含
む
）
と
と
も
に
、
約
一

ヶ
月
間
に
わ
た
る
断
水
や
、
本
市
の
基
幹
産

業
で
あ
る
柑
橘
を
は
じ
め
と
す
る
生
業
に
大

き
な
被
害
を
受
け
、
希
望
ま
で
も
が
そ
ぎ
取

ら
れ
る
よ
う
な
瞬
間
を
経
験
し
ま
し
た
。

特
に
愛
媛
み
か
ん
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、

柑
橘
生
産
の
主
要
産
地
で
あ
る
吉
田
地
区
の

被
害
が
最
も
大
き
く
、
斜
面
崩
壊
や
土
石
流

に
よ
り
園
地
や
農
道
、
た
め
池
、
モ
ノ
レ
ー

ル
な
ど
の
農
業
用
施
設
に
も
甚
大
な
被
害
が

山
下　

真
嗣

宇
和
島
市 

企
画
政
策
部
長

兼
危
機
管
理
監
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

発
生
し
た
ほ
か
、
大
量
の
土
砂
が
海
に
流
出

し
た
こ
と
に
よ
り
、
水
産
業
も
影
響
を
う
け

ま
し
た
。

ま
た
、
豪
雨
に
よ
る
浸
水
や
土
砂
災
害
に

よ
り
多
く
の
事
業
所
で
店
舗
や
生
産
設
備
が

被
災
す
る
な
ど
、
商
工
業
者
の
事
業
活
動
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
産
業
被
害
額
は

合
計
で
約
二
百
七
十
八
億
円
（
推
計
）
と
な

り
ま
し
た
。

宇
和
島
市
の

防
災
対
策
の
取
組
み

本
市
で
は
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
災
害

の
経
験
を
踏
ま
え
、
防
災
・
減
災
対
策
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

発
生
後
の
復
興
に
迅
速
か
つ
適
切
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
事
前
復
興
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。
昨
年
一
月
一
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
想
定
と
同
じ
最
大
震
度
7
を
観
測
し
、
揺

れ
や
津
波
に
よ
る
住
家
の
倒
壊
を
は
じ
め
、

道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
も
極

め
て
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
ほ
か
、
交
通
網

の
途
絶
に
よ
る
支
援
の
困
難
さ
な
ど
、
半
島

部
特
有
の
様
々
な
課
題
も
浮
き
彫
り
と
な
り

ま
し
た
。

本
市
は
、
い
ち
早
く
ト
イ
レ
カ
ー
三
台
を

職
員
と
と
も
に
派
遣
し
た
ほ
か
、
避
難
所
の

衛
生
環
境
を
保
つ
た
め
に
水
循
環
型
シ
ャ
ワ

ー
シ
ス
テ
ム
や
水
循
環
型
手
洗
い
ス
タ
ン
ド
な

ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
現
地
の
被
害
状

況
や
必
要
な
資
材
の
情
報
を
踏
ま
え
、
ト
イ

レ
な
ど
の
避
難
所
で
必
要
な
資
機
材
の
備
蓄

を
拡
充
す
る
ほ
か
、
住
家
の
倒
壊
か
ら
命
を

守
る
た
め
、
家
具
固
定
器
具
等
の
設
置
に
対

す
る
補
助
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
木

造
住
宅
の
耐
震
化
支
援
の
拡
充
、
耐
震
性
の

な
い
市
営
住
宅
入
所
者
に
対
す
る
民
間
賃
貸

住
宅
の
活
用
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
の
市
民
生
活
に
お
い
て
は
、

断
水
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、

新
た
に
防
災
井
戸
の
整
備
に
対
す
る
助
成
を

行
う
と
と
も
に
、
可

搬
式
発
電
機
を
活
用

し
た
水
道
施
設
の
停

電
対
策
、
水
道
管
の

耐
震
化
な
ど
に
も
計

画
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
行
政
だ

け
の
災
害
対
応
に
は

限
界
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
民
が
「
自
ら

の
命
は
自
ら
が
守

る
」
と
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
自
主
防
災
組
織
、

防
災
士
会
な
ど
と
連
携
し
、
防
災
講
習
会
や

防
災
訓
練
に
対
す
る
支
援
な
ど
、「
自
助
・

共
助
」
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
更
な
る
向
上

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
方
な
ど
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別

避
難
計
画
の
作
成
を
促
進
し
、
実
効
性
の
高

い
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

等
の
活
用

本
市
で
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
様
々
な
防
災
・
減
災
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
等
に

よ
り
財
政
状
況
も
厳
し
く
、
最
新
の
Ｉ
Ｔ
技

術
の
活
用
な
ど
、
自
治
体
だ
け
で
の
取
組
み

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
状
況
下
、

東
京
の
株
式
会
社
大
塚
商
会
は
、
当
市
を
含

む
全
国
の
複
数
自
治
体
へ
創
立
六
十
周
年
記

念
事
業
と
し
て
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
発
電
機
を
提

供
し
、
あ
わ
せ
て
自
治
体
が
求
め
る
災
害
対

策
用
資
機
材
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
活
用
し
自
治
体
へ
の
支
援
と
し
て
、
避
難

所
の
可
視
化
や
資
機
材
状
況
を
ク
ラ
ウ
ド
で

共
有
す
る
「
み
え
ー
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

（被害想定）

（斜面崩壊）

（産業の被害）
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及
び
「
水
循
環
型
シ
ャ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
」
の

ほ
か
、
希
望
に
よ
り
避
難
所
受
付
案
内
用
の

自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
、
水
循
環
型
手
洗
ス
タ

ン
ド
等
の
様
々
な
資
機
材
の
物
納
と
と
と
も

に
、
広
域
的
に
活
用
し
て
欲
し
い
と
の
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
納
税
を
活
用
し
た
寄
付
を
契
機
と
し

て
、
愛
媛
県
（
愛
媛
県
宇
和
島
市
、
西
予
市
、

松
野
町
、
鬼
北
町
、
愛
南
町
）、
高
知
県
（
高

知
県
宿
毛
市
、
土
佐
清
水
市
、
四
万
十
市
、

四
万
十
町
、
大
月
町
、
三
原
村
、
黒
潮
町
）

の
十
二
市
町
村
と
大
塚
商
会
の
間
で
災
害
時

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
十
二
市
町
村
に
お
い
て
は
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
や
頻
発
化
・
激
甚
化
し
て
い

る
豪
雨
災
害
等
に
備
え
て
広
域
的
な
対
応
が

必
要
不
可
欠
と
な
る
こ
と
か
ら
、
連
携
協
定

の
締
結
に
基
づ
き
、
災
害
発
生
時
は
も
と
よ

り
、
平
素
か
ら
災
害
防
止
の
方
策
に
関
す
る

資
料
や
情
報
を
共
有
す
る
な
ど
、
相
互
連
携

の
推
進
・
強
化
を
図
り
つ
つ
、
実
効
性
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

大
塚
商
会
は
、
令
和
五
・
六
年
度
、
全
国

二
十
市
町
村
に
対
し
、
総
額
数
億
円
の
寄
付

を
行
い
、
制
度
が
延
長
さ
れ
る
見
込
み
の
来

年
度
以
降
も
こ
の
取
組
み
を
続
け
る
予
定
と

の
こ
と
で
す
。

関
係
市
町
村
長
か
ら
は
、
災
害
対
策
に
終

わ
り
は
な
く
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
様
々

な
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
資
機
材
提
供
は
大

変
あ
り
が
た
く
、
広
域
連
携
に
よ
り
、
対
策

の
強
化
や
住
民
の
安
心
感
に
つ
な
が
る
と
し

て
、
今
後
の
取
組
み
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
へ
の
期
待
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
の
大
塚
商
会
に
よ
る
取
組
み
は
、

地
方
自
治
体
と
の
災
害
時
相
互
応
援
及
び
支

援
協
力
が
評
価
さ
れ
、
内
閣
府
が
実
施
す
る

令
和
五
年
度
「
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
）
に
係
る
大
臣
表
彰
」
の

企
業
部
門
を
受
賞
し
ま
し
た
。

宇
和
島
市
の
防
災
対
策
Ｄ
Ｘ

本
市
で
は
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
災
害

の
経
験
か
ら
、
豪
雨
災
害
や
土
砂
災
害
に
対

し
て
、
市
民
の
生
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
、避
難
指
示
等
の
避
難
情
報
を
発
令
し
て
、

早
め
早
め
の
避
難
を
促
し
て
い
ま
す
。

平
日
休
日
を
問
わ
ず
深
夜
な
ど
に
豪
雨
等

が
予
報
さ
れ
た
際
に
は
、「
高
齢
者
等
避
難
」

を
早
め
に
発
令
し
、
避
難
に
時
間
を
要
す
る

方
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

梅
雨
時
期
な
ど
の
出
水
期
に
は
、
避
難
所
の

開
設
頻
度
が
多
く
、
担
当
職
員
の
負
担
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
避
難
所
開
設
後
は
、
避
難

者
状
況
の
定
期
報
告
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
急
峻
な
山
と
リ
ア
ス
海
岸
に
挟

ま
れ
た
独
特
の
地
形
か
ら
、
半
島
部
や
離
島

な
ど
は
頻
繁
に
停
電
が
発
生
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
避
難
所
の
環
境
改
善

や
避
難
所
運
営
の
効
率
化
を
目
指
し
、
大
塚

商
会
か
ら
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

よ
る
支
援
や
国
の
補
助
金
等
を
活
用
し
進
め

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
Ａ
Ｉ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ロ
ボ
ッ
ト
「tem

i

」、
入
退
室
管
理
シ
ス

テ
ム
「A

kerun

」、エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
発
電
機
、

避
難
所
の
可
視
化
シ
ス
テ
ム
「
み
え
ー
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
な
ど
で
す
。

自
走
式
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
「tem

i

」
は
、

タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
画
面
を
備
え
、
市
役
所

や
支
所
、
避
難
所
と
な
る
総
合
体
育
館
、
公

民
館
等
に
合
計
三
十
六
台
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
平
時
に
は
、
窓
口
案
内
や
施
設
予
約
が
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２
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に
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で
き
、
避
難
所
を
開
設
し
た
際
に
は
、
避
難

者
の
受
付
や
担
当
者
と
の
会
話
な
ど
も
行
う

こ
と
が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
避
難
所
の
担

当
者
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
遠
隔
地
か
ら
の

避
難
所
の
巡
回
監
視
も
行
え
ま
す
。

「A
kerun

」
は
三
十
八
施
設
に
設
置
し
、

夜
間
や
休
日
な
ど
職
員
が
不
在
の
際
に
も
遠

隔
か
ら
避
難
所
の
開
設
（
開
錠
）
が
可
能
な

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
平
時

の
活
用
方
法
と
し
て
、W

eb

施
設
予
約
シ

ス
テ
ム
と
連
携
し
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
キ
ー
の
発
行
に

よ
る
貸
館
に
活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
発
電
機
は
三
十
四
施
設
に

設
置
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
停
電
時
に
は
自

動
起
動
し
、
復
電
時
に
は
自
動
停
止
す
る
た

め
、
職
員
が
い
な
い
夜
間
や
休
日
な
ど
も
継

続
的
に
七
十
二
時
間
以
上
の
給
電
が
可
能
な

環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
停

電
時
で
も
「A

kerun

」
な
ど
のIoT

機
器

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
等
の
給
電
を
必
要

と
す
る
設
備
を
稼
働
で
き
ま
す
。

「
み
え
ー
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
は

避
難
所
の
開
設
状
況
や
避
難
者
数
の
集
計
・

報
告
、
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
発
電
機
の
稼
働
状
況

か
ら
停
電
の
発
生
な
ど
を
可
視
化
す
る
だ
け

で
は
な
く
、「A

kerun

」
な
どIoT

機
器
と

連
動
し
、
遠
隔
か
ら
避
難
所
の
管
理
を
可
能

に
し
て
い
ま
す
。

市
災
害
対
策
本
部
か
ら
複
数
の
避
難
所
の

管
理
が
一
括
し
て
行
な
え
る
よ
う
に
な
り
、

災
害
対
策
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
遠
隔

で
自
走
式
ロ
ボ
ッ
ト
「tem

i

」
や
入
退
室
管

理
シ
ス
テ
ム
「A

kerun

」
を
操
作
で
き
る

た
め
、
避
難
所
担
当
職
員
の
業
務
負
担
の
軽

減
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
へ
の
支
援

大
塚
商
会
か
ら
は
、
そ
の
他
に
も
水
循
環

型
シ
ャ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
「W

O
TA
�BO

X

」

や
水
循
環
型
手
洗
い
ス
タ
ン
ド
「W

O
SH

」

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
水
循
環
型
シ

ャ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年

度
に
全
国
二
十
全
て
の
自
治
体
に
一
か
ら
二

セ
ッ
ト
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

広
域
的
に
各
自
治
体
で
所
有
し
て
、
局
地
的

な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
そ
れ
を
持
ち
寄

っ
て
活
用
し
て
欲
し
い
と
の
大
塚
商
会
の
思

い
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

水
循
環
型
シ
ャ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
は
と
て
も

高
価
な
資
機
材
で
、
自
治
体
の
単
独
予
算
で

は
多
く
の
数
を
備
え
る
事
が
難
し
い
た
め
大

変
嬉
し
い
申
し
出
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
寄
贈
を
受
け
た
半
年
後
に

能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

当
市
は
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
災
害
時

に
全
国
の
自
治
体
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
災
害

時
や
平
時
の
イ
ベ
ン
ト
、
被
災
地
へ
の
災
害

派
遣
に
も
活
用
で
き
る
衛
生
的
で
快
適
な
自

走
式
の
ト
イ
レ
カ
ー
三
台
を
導
入
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
一
月
六
日
に
一
台
を
職
員
と
と

も
に
輪
島
市
へ
い
ち
早
く
届
け
ま
し
た
。
続

い
て
、
一
月
十
一
日
に
は
、
残
り
二
台
の
ト

イ
レ
カ
ー
も
支
援
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
翌
一
月
十
二
日
に
は
、
災
害
時

連
携
協
定
を
締
結
し
た
十
二
市
町
村
の
う

ち
、
愛
媛
県
内
の
五
市
町
と
連
携
し
て
五
セ

ッ
ト
の
水
循
環
型
シ
ャ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
を
能

登
へ
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
水
循
環
型

シ
ャ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
の
製
造
元
の
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ａ

株
式
会
社
は
、
社
員
を
現
地
へ
派
遣
し
て
、

水
循
環
型
シ
ャ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
の
配
達
、
設

置
を
支
援
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
協
定
を
締

結
し
て
い
る
高
知
県
の
自
治
体
も
寄
贈
を
受

け
た
循
環
型
シ
ャ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
と
と
も
に

能
登
地
域
へ
入
っ
て
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ａ
社
の
職
員
を

支
援
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
も
と
よ
り
、
近

年
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
豪
雨
災
害
な
ど
も

考
慮
に
入
れ
、
さ
ら
に
能
登
半
島
地
震
を
踏

ま
え
た
対
策
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
に
終
わ
り
は
な
い
と
の
認
識
の
下
、
更

な
る
防
災
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む
べ
き
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

避難所の可視化システム
「みえーるプラットフォーム」
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事
例�

地
域
建
設
業
が
「
地
域
の
守
り
手
」�

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に

１
．は
じ
め
に

令
和
六
年
は
、
能
登
半
島
を
襲
っ
た
地

震
・
豪
雨
の
二
重
災
害
や
秋
田
・
山
形
豪

雨
、
日
向
灘
地
震
な
ど
、
地
震
、
豪
雨
、
台

風
等
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
が
全
国
各
地
で

発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
災
害
で
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
方
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
災
害
の
最
前
線
で
対
応
に
当
た
っ

た
各
都
道
府
県
建
設
業
協
会
及
び
地
域
建
設

企
業
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

２
．�「
地
域
の
守
り
手
」と
し
て
の

地
域
建
設
業

全
国
建
設
業
協
会
は
、
四
十
七
都
道
府
県

建
設
業
協
会
を
正
会
員
と
す
る
建
設
業
団
体

で
す
。
各
都
道
府
県
建
設
業
協
会
に
所
属

し
て
い
る
建
設
会
社
（
以
下
、「
会
員
企
業
」

と
い
う
。）
は
、
主
に
土
木
一
式
工
事
及
び

建
築
一
式
工
事
を
営
む
元
請
建
設
企
業
を

中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
施
工
高
・
技

術
力
が
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
大
手
企
業

か
ら
、
地
域
の
守
り
手
と
し
て
活
躍
す
る

中
小
企
業
に
至
る
建
設
業
界
の
代
表
的
建

設
企
業
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

会
員
企
業
は
地
域
の
社
会
資
本
整
備
や

維
持
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
時
に
は
最

前
線
で
災
害
対
応
を
担
う
「
地
域
の
守
り

手
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
民
生
活
や
地

域
経
済
、
雇
用
を
下
支
え
す
る
基
幹
産
業

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

会
員
企
業
に
よ
る
令
和
六
年
の
主
な
災

害
対
応
は
、
一
月
の
能
登
半
島
地
震
、
七

月
の
秋
田
・
山
形
豪
雨
、
八
月
の
台
風
十

号
、
九
月
の
奥
能
登
豪
雨
の
ほ
か
、
岩
手

三
浦　

悟
郎

（
一
社
）
全
国
建
設
業
協
会

事
業
部　

事
業
企
画
課

令和6年1月 能登半島地震に係る道路啓開作業

令和6年7月 秋田・山形豪雨災害に係る応急復旧作業等
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０
２
４
年
に
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た
能
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等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

県
、
栃
木
県
で
の
豚
熱
、
香
川
県
、

宮
城
県
、
鹿
児
島
県
で
の
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
あ
り
ま
し
た
。

３
．災
害
対
応
が
で
き
な
い

懸
念
が
顕
在
化

令
和
六
年
六
月
時
点
で
の
会
員
企
業
数
は

全
国
で
約
一
万
九
千
社
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
、
地
域
に
よ
っ
て
は
会
員
企
業
が

令和6年9月 能登豪雨災害に係る道路啓開作業

令和6年 豚熱・鳥インフルエンザ発生に係る防疫対応

図1-1　会員企業不在の市区町村数の推移
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存
在
せ
ず
、
災
害
対
応
そ
の
も
の
が
難
し
く

な
る
危
険
性
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

全
国
建
設
業
協
会
で
は
、
毎
年
、
会
員
企

業
が
不
在
の
市
区
町
村
の
有
無
を
調
査
し
て

お
り
、
令
和
六
年
度
は
二
百
二
十
五
の
市
区

町
村
で
会
員
企
業
が
不
在
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
近
年
、
会
員
企
業
不
在
の
地
域

は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す��（
図
1
）。

４
．�地
域
建
設
業
が�

「
地
域
の
守
り
手
」と
し
て
、�

社
会
的
使
命
を
持
続
的
に�

果
た
し
て
い
く
た
め
に�

直
面
し
て
い
る
課
題

地
域
建
設
業
が
持
続
的
に
存
在
し
て
い
く

た
め
に
直
面
し
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
、
会

員
企
業
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、「
担
い
手
の
確
保
・
定
着
」
が
最
も
多

く
（
八
九
・
五
％
）、次
い
で
「
事
業
量
確
保
」

（
七
七
・
一
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
2
）。

（
１
）
担
い
手
の
確
保

地
域
建
設
業
は
発
災
時
に
は
誰
よ
り
も
先

に
現
場
に
駆
け
付
け
、
二
次
災
害
の
危
険
の

あ
る
中
、
昼
夜
を
問
わ
ず
対
応
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ

る
の
は
自
衛
隊
や
警
察
・
消
防
ば
か
り
で
あ

り
、
最
前
線
で
活
躍
す
る
建
設
業
が
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

「
地
域
の
守
り
手
」
で
あ
る
地
域
建
設
業
の

災
害
発
生
時
の
地
域
に
貢
献
す
る
（
か
っ
こ

い
い
）
活
躍
の
状
況
等
、
地
域
建
設
業
の
役

割
が
広
く
国
民
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
は
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
国
土
交
通
省
の
テ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ス
広
報
班
が
自
省
職
員
の
み
な
ら

ず
、
地
域
建
設
企
業
の
復
旧
作
業
に
取
り
組

図2　持続性確保のための課題
注）選択肢は複数選択可

図1-2　会員企業不在の市区町村数
注）青塗の都府県は会員企業不在の市区町村がある都道府県
　　数字は会員企業不在の市区町村数
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む
姿
を
撮
影
・
広
報
す
る
、
災
害

協
定
に
お
い
て
、
発
注
者
に
よ
る

出
動
し
た
建
設
企
業
の
撮
影
・
広

報
に
つ
い
て
も
規
定
す
る
等
、
官

民
が
連
携
し
て
積
極
的
な
広
報
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
周
知
活
動
が
若

年
者
及
び
女
性
の
入
職
促
進
に
つ

な
が
り
、
担
い
手
不
足
の
解
消
が

図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
な
お
、周
知
に
当
た
っ
て
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
閲
覧
者
が
限
定
さ
れ
る

手
段
に
留
ま
る
こ
と
な
く
大
手
メ

デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
様
々
な
広
報
戦
略
の
検

討
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
２
）
事
業
量
の
確
保

災
害
時
に
活
躍
す
る
担
い
手（
人

員
）
や
機
材
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、平
時
に
も
一
定
の
事
業
（
受
注
）

量
の
確
保
が
必
要
で
す
。
会
員
企

業
が
人
員
・
機
材
を
維
持
す
る
上

で
必
要
と
な
る
受
注
量
が
確
保
で

き
て
い
る
割
合
は
、
令
和
六
年
度

で
五
四
・
三
％
と
全
会
員
の
半
数

程
度
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

割
合
は
、
令
和
二
年
度
の
約
六
七

％
か
ら
十
ポ
イ
ン
ト
以
上
低
下
し
て
い
ま
す

（
図
3
）。

地
域
建
設
業
が
今
後
も
存
続
し
、
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ

り
健
全
で
安
定
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
経
営

を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

昨
今
の
資
機
材
価
格
の
高
騰
や
人
件
費
の
状

況
な
ど
も
踏
ま
え
た
安
定
的
・
継
続
的
な
公

共
事
業
量
の
確
保
と
、
改
正
国
土
強
靱
化
基

本
法
に
よ
り
新
た
に
義
務
付
け
ら
れ
た
実
施

中
期
計
画
の
一
刻
も
早
い
策
定
等
に
よ
る
、

将
来
に
向
け
た
経
営
の
見
通
し
が
立
つ
よ
う

な
長
期
的
な
事
業
計
画
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

５
．災
害
対
応
時
の

課
題

最
後
に
、
災
害
対
応
等
の
中
で
認
識
さ
れ

た
個
別
課
題
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
災
害
時
の
応
急
復
旧
活
動
中
に
発

生
し
た
労
働
災
害
に
つ
い
て
は
、
企
業
に
対
し

て
入
札
に
係
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
や
保
険
掛
金
増

加
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
、
及
び
役
員
が
労
災
保
険
の
対
象
外
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
災
害
協
定
等
で
の
補

償
に
よ
る
救
済
措
置
の
検
討
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
担
い
手
不
足
に
よ
り
応
急
復
旧
工

事
を
担
当
す
る
専
任
技
術
者
を
手
配
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

災
害
復
旧
工
事
の
技
術
者
専
任
要
件
が
緩
和

さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
災
害
対
応
に
伴
い
止

め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
他
の
現
場
の
工
期
延

長
や
増
加
経
費
の
補
償
、
災
害
緊
急
対
応
の

円
滑
化
を
図
る
た
め
国
、
都
道
府
県
、
市
町

村
が
連
携
し
た
一
元
的
・
包
括
的
な
指
示
の

実
現
や
広
域
支
援
体
制
の
整
備
、
及
び
行
政

機
関
と
建
設
企
業
が
災
害
情
報
を
共
有
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

６
．ま
と
め

地
域
建
設
業
が
魅
力
あ
る
憧
れ
の
産
業
と

し
て
、
そ
の
社
会
的
使
命
を
持
続
的
に
果
た

し
て
い
く
た
め
に
直
面
し
て
い
る
課
題
が
広

く
認
識
さ
れ
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
進
ん
で

い
く
よ
う
期
待
し
ま
す
。

発
注
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

第
三
次
担
い
手
３
法
が
建
設
業
の
働
き
方
改

革
、労
働
者
の
処
遇
改
善
等
の
担
い
手
確
保
、

地
域
建
設
業
等
の
維
持
等
を
は
か
る
目
的
で

改
正
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
の
守
り

手
で
あ
る
地
域
建
設
業
が
将
来
に
わ
た
り
持

続
的
に
社
会
的
使
命
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的

な
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

図3　人員・機材維持のための受注料の確保
注）令和2年度調査結果について
「十分確保している」、「必要最低限は確保している」を「確保している」として集計。
「その他」は「どちらともいえない」として集計。
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研
修
講
師
が
語
る
：
砂
防
等
計
画
設
計
研
修

気
候
変
動
、
土
砂
・
洪
水
氾
濫
、
調
査
と
観
測

最
近
、
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
気
候
変
動
に
よ
る
降
雨
の
極
端
化
が
進

ん
で
お
り
、
気
象
災
害
の
激
甚
化
が
顕
著
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
従
来
、
そ
れ
ほ
ど
み
ら
れ
な
か
っ

た
よ
う
な
タ
イ
プ
の
災
害
も
多
発
す
る
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
（
例
え
ば
、

気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
砂
防
技
術
検
討
会　

令
和
五
年
度
版
と
り
ま
と
め　

https://
w
w
w
.m
lit.go.jp/river/sabo/

com
m
ittee_kikohendo/231225/

r5torim
atom

e.pdf

）。
こ
の
よ
う
な
中
、

我
々
（
特
に
、
防
災
に
関
す
る
研
究
者
、
技

術
者
、
行
政
担
当
者
な
ど
）
は
何
を
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
土
砂
災
害
を
主
な
対
象
に
少
し

考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
防
災�

「
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
」

土
砂
災
害
を
含
む
防
災
技
術
は
い
わ
ゆ
る

「
経
験
工
学
」
な
面
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

土
砂
災
害
に
関
し
て
み
て
み
る
と
、
土
砂
災

害
の
発
生
の
危
険
性
の
あ
る
場
所
は
、
土
砂

災
害
防
止
法
に
基
づ
き
「
土
砂
災
害
警
戒
区

域
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
砂
災

害
警
戒
区
域
は
、
土
石
流
、
が
け
崩
れ
、
地

す
べ
り
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一

定
の
地
形
的
な
条
件
を
満
た
す
と
、
土
砂
災

害
の
危
険
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
（
人
家
の
有
無
な
ど
、
社
会
的
な
条
件
も

加
味
さ
れ
ま
す
）。
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と

な
り
得
る
か
ど
う
か
の
判
断
の
た
め
の
基
準

は
、
全
国
で
こ
れ
ま
で
発
生
し
た
土
石
流
、

が
け
崩
れ
、
地
す
べ
り
の
発
生
場
所
や
被
害

の
及
ん
だ
範
囲
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
経

験
的
に
決
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
土

砂
災
害
の
発
生
の
切
迫
性
に
関
す
る
「
土
砂

災
害
警
戒
情
報
」
は
当
該
地
域
で
過
去
に
土

砂
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
降
雨
量
を
参
考

に
経
験
的
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ハ
ー
ド
対
策
の
設
計
に
用
い
ら
れ
る
土
石
流

の
流
量
の
算
出
に
用
い
る
数
式
も
、
土
石
流

の
ピ
ー
ク
流
量
が
流
出
土
砂
量
の
一
％
程
度

で
あ
る
と
い
う
、
過
去
の
土
石
流
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
提
案
さ
れ
た
数
式
が
基
準
化
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
現
在
広
く
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

例
を
挙
げ
る
と
き
り
が
な
い
で
す
が
、
こ

う
や
っ
て
み
て
み
る
と
、
今
ま
で
の
ハ
ー
ド

及
び
ソ
フ
ト
対
策
は
、「
我
々
が
被
っ
て
き

た
災
害
が
、
も
し
次
に
お
き
た
と
き
に
は
被

害
を
防
ご
う
」
と
い
う
考
え
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。こ
れ
は
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、

「
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
考
え
は
わ

か
り
や
す
く
、
多
く
の
方
が
受
け
入
れ
や
す

い
の
で
は
と
も
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、今
後
も�

こ
れ
ま
で
と
同
じ
こ
と
が�

お
こ
る
の
だ
ろ
う
か
？

冒
頭
、
触
れ
ま
し
た
よ
う
に
気
候
変
動
が

顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
豪
雨
の
発
生

頻
度
も
土
砂
災
害
の
発
生
件
数
も
顕
著
に
増

加
し
て
い
ま
す
（
図
1
）。
こ
の
よ
う
な
中
、

次
に
お
き
る
災
害
は
我
々
が
こ
れ
ま
で
被
っ

て
き
た
災
害
と
似
た
よ
う
な
災
害
な
の
で
し

ょ
う
か
？　
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
と

い
う
ス
タ
ン
ス
で
将
来
の
防
災
は
十
分
な
の

で
し
ょ
う
か
？

最
近
、
砂
防
や
河
川
の
分
野
で
注
目
を
集

め
て
い
る
現
象
に
「
土
砂
・
洪
水
氾
濫
」
と

内
田　

太
郎

筑
波
大
学

生
命
環
境
系 

教
授
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

い
う
現
象
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
山
地
上

流
域
で
、
豪
雨
に
よ
り
斜
面
崩
壊
や
土
石
流

が
多
発
し
、
斜
面
や
渓
流
か
ら
河
川
に
大
量

な
土
砂
が
流
れ
込
み
、
流
れ
込
ん
だ
土
砂
が

下
流
に
流
出
し
て
く
る
現
象
で
す
。
従
来
の

降
雨
で
は
、
水
の
流
す
力
が
不
十
分
で
あ
っ

た
た
め
、
下
流
に
流
さ
れ
ず
上
流
に
た
ま
っ

た
ま
ま
で
い
た
土
砂
が
、
降
雨
の
規
模
が
大

き
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
下
流
に
流
出
し

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
流
出
し
て
き
た
土
砂
が
河
川
を
埋
塞

す
る
こ
と
に
よ
り
河
川
の
流
下
能
力
が
低
下

し
、
流
し
き
れ
な
く
な
っ
た
土
砂
や
泥
水
が

氾
濫
し
ま
す
（
写
真
1
）。
さ
ら
に
、
土
砂
・

洪
水
氾
濫
で
は
大
量
の
流
木
も
流
出
し
、
被

害
を
さ
ら
に
深
刻
化
さ
せ
ま
す
（
写
真
2
）。

こ
の
よ
う
な
災
害
が
、
二
〇
一
一
年
の
紀
伊
半

島
大
水
害
の
那
智
川
流
域
や
二
〇
一
七
年
の

九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
筑
後
川
右
岸
流
域
な

ど
で
顕
在
化
し
、
そ
の
後
も
記
録
的
な
豪
雨

に
よ
り
広
島
県
呉
市
・
坂
町
、
宮
城
県
丸
森

町
、
能
登
半
島
な
ど
各
地
で
生
じ
て
い
ま
す
。

土
砂
・
洪
水
氾
濫
対
策
は
国
土
交
通
省
を

中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、土
砂
・

洪
水
氾
濫
は
頻
発
し
て
い
ま
す
が
、
土
石
流

や
が
け
崩
れ
、
地
す
べ
り
に
比
べ
る
と
事
例

が
少
な
く
、
実
績
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
土
砂
・
洪
水
氾
濫
は
斜

面
崩
壊
・
土
石
流
の
発
生
↓
河
川
内
の
土
砂

の
流
下
↓
土
砂
の
流
出
・
堆
積
・
氾
濫
と
、

が
け
崩
れ
な
ど
に
比
べ
る
と
現
象
も
複
雑
で

す
。
そ
の
た
め
、
様
々
な
因
子
（
例
え
ば
、

降
雨
分
布
、
地
形
、
土
砂
の
粒
径
分
布
な
ど
）

の
影
響
を
受
け
ま
す
。
土
砂
・
洪
水
氾
濫
に

影
響
す
る
個
々
の
因
子
の
影
響
を
評
価
し
、

災
害
の
全
容
を
経
験
的
に
予
測
す
る
た
め
に

は
、
多
く
の
事
例
を
分
析
す
る
必
要
が
出
て

き
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
三
十
一
年
に
は
、

河
川
砂
防
技
術
基
準
の
基
本
計
画
編
の
土

砂
・
洪
水
氾
濫
対
策
に
関
す
る
内
容
が
抜
本

的
に
改
訂
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
土
砂
・
洪
水

氾
濫
対
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
経
験

的
な
手
法
の
み
な
ら
ず
、
河
床
変
動
計
算
や

氾
濫
計
算
な
ど
数
値
解
析
の
技
術
が
活
用
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

写真1　2018年西日本豪雨で発生した広島県呉市の
土砂・洪水氾濫。住宅が泥で埋まった。

写真2　2017年九州北部豪雨で発生した福岡県朝倉市
の土砂・洪水氾濫。大量の流木により被害が拡大した。

図1　全国の土砂災害の発生件数と日雨量100mm以上の
豪雨の平均発生日数の変動
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重
要
な
過
程
を
物
理
的
に�

表
現
す
る

河
川
内
の
土
砂
の
動
き
の
解
明
を
目
指
し

た
研
究
分
野
（
土
砂
水
理
学
）
に
は
、
長
い

歴
史
が
あ
り
、
多
く
の
実
験
や
観
測
が
繰
り

返
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
土
砂
災

害
対
策
に
お
け
る
一
般
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
長
ら
く
経
験
的
な
手
法
で
し
た
。
経
験

的
な
手
法
が
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
理
由
の

ひ
と
つ
と
し
て
は
、
使
い
や
す
い
上
に
、
理

解
し
や
す
い
、
理
解
を
得
や
す
い
と
い
う
安

心
感
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

気
候
変
動
等
に
よ
り
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る

規
模
や
タ
イ
プ
の
災
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

高
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
安
心
感
に
浸

っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

ひ
と
つ
の
解
決
策
と
し
て
は
、
災
害
を
引

き
お
こ
す
現
象
を
あ
る
程
度
分
解
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
現
象
（
素
過
程
）
を
正
し
く
、
で
き

る
だ
け
物
理
的
に
理
解
す
る
こ
と
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
高
校
で
習
う
物
理
学
は
、
気
候

変
動
に
よ
っ
て
書
き
換
え
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
（
多
く
の
物
理
的
な
現
象
は
地

球
上
で
な
く
て
も
成
り
立
ち
ま
す
）。つ
ま
り
、

い
わ
ゆ
る
物
理
的
に
現
象
を
記
述
で
き
て
い

れ
ば
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
現
象
も
正
し

く
予
測
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

一
方
で
、
山
地
で
生
じ
て
い
る
水
や
土
砂

（
さ
ら
に
は
流
木
）
の
移
動
現
象
は
極
め
て

複
雑
で
す
。
複
雑
な
現
象
の
す
べ
て
を
解
き

明
か
す
に
は
相
当
な
時
間
を
要
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
土
砂
の

動
き
に
関
す
る
実
験
で
も
、
現
象
を
極
め
て

単
純
化
し
た
上
で
、
土
砂
の
動
き
を
物
理
的

に
解
き
明
か
そ
う
と
し
た
も
の
が
大
半
で

す
。
ま
た
、
数
値
解
析
技
術
も
大
き
く
進
歩

し
て
い
ま
す
が
、
河
川
内
の
土
砂
移
動
現
象

の
一
部
を
物
理
的
に
解
析
し
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
ひ
と
つ
重
要
と
な
る
の
は
、
物
理

的
に
解
析
し
て
い
る
一
部
の
現
象
が
、
対
象

と
し
て
い
る
災
害
を
引
き
起
こ
す
現
象
全
体

の
う
ち
、
支
配
的
な
現
象
で
あ
る
か
否
か
を

見
極
め
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
仮
に
複
雑

な
水
や
土
砂
の
移
動
現
象
の
う
ち
ご
く
一
部

し
か
表
現
で
き
て
い
な
い
数
値
計
算
モ
デ
ル

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
一
部
が
影
響
の
大
き
な

過
程
で
あ
れ
ば
、
使
用
価
値
が
高
く
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
重
要
な

現
象
・
過
程
を
し
っ
か
り
表
現
で
き
て
い
る

手
法
（
数
値
計
算
モ
デ
ル
）
を
探
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
河
川
砂
防
技
術

基
準
の
調
査
編
等
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
土
砂
・
洪
水
氾
濫
対
策
の
検
討
に
数
値

解
析
技
術
を
用
い
る
際
は
、
山
地
河
川
の
流

砂
の
特
徴
な
ど
を
適
切
に
表
現
で
き
る
手
法

を
用
い
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
ど
う
や
っ
て
支
配
的
な
過
程
（
プ

ロ
セ
ス
）
を
見
つ
け
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
が
と
っ
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ

の
答
え
は
、
あ
り
き
た
り
な
内
容
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
地
道
な
観
測
デ
ー
タ
の
収

集
や
過
去
の
災
害
事
例
の
分
析
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
決
し
て
近
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
な
り
精
神
論
的
な
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、「
支
配
的
な
過
程
」
を
考
え
よ
う
・

見
つ
け
よ
う
と
思
い
続
け
る
こ
と
が
大
事
な

よ
う
に
思
い
ま
す
。

場
の
条
件
の
重
要
性�

～
地
道
な
現
地
調
査
の�

　

重
要
性
～

一
方
で
、
ど
ん
な
に
現
象
を
物
理
的
に
表

現
可
能
な
手
法
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
支
配

す
る
条
件
を
正
確
に
把
握
し
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
数
値
計
算
モ
デ
ル
を
用
い
た

解
析
は
図
2
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
場
の
条
件
や
外
力
条
件

を
適
切
に
設
定
で
き
な
い
と
、ど
ん
な
に「
よ

い
」
モ
デ
ル
を
使
っ
て
も
、「
よ
い
」
計
算

結
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

唐
突
で
す
が
、
こ
こ
で
ひ
と
つ
経
験
談
を

紹
介
し
ま
す
。
今
か
ら
十
年
以
上
前
に
、
広

島
県
を
対
象
に
斜
面
崩
壊
の
研
究
を
し
て
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
時
、
斜
面
崩
壊
の

予
測
に
関
す
る
研
究
で
は
、
非
常
に
複
雑
な

数
値
計
算
モ
デ
ル
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ら
に
は
、
樹
木
の
形
状
や
樹
木
の

根
系
の
分
布
、
土
壌
の
透
水
性
の
分
布
な
ど

非
常
に
多
く
の
場
の
条
件
に
関
す
る
情
報
を

入
力
可
能
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
実
際

の
斜
面
で
多
く
の
場
の
条
件
の
情
報
を
得
る

の
は
大
変
な
労
力
が
必
要
で
、
実
用
的
に
は

現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
山
地
斜

面
の
場
の
条
件
は
場
所
に
よ
っ
て
大
き
く
違

う
た
め
、
多
数
の
点
で
の
調
査
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
実
務
的
に
は
、
代
表
値

と
し
て
全
域
に
同
じ
値
を
与
え
る
方
法
が
広

く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
立
ち
止
ま
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ

も
そ
も
数
値
計
算
モ
デ
ル
を
使
う
の
が
目
的

で
は
な
く
、
数
値
計
算
モ
デ
ル
は
災
害
を
予

測
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

そ
れ
で
あ
れ
ば
、
支
配
的
な
過
程
が
含
ま
れ

て
い
る
モ
デ
ル
で
あ
れ
ば
、
あ
え
て
複
雑
な

モ
デ
ル
を
用
い
る
必
要
は
な
い
の
で
は
？　

支
配
的
な
場
の
条
件
（
の
空
間
分
布
）
を
し

っ
か
り
計
測
す
る
こ
と
に
労
力
を
割
い
た
方

が
よ
い
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

斜
面
崩
壊
の
発
生
を
規
定
す
る
こ
と
が
そ
れ

以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た「
斜
面
土
層
厚
」
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

を
約
百
五
十
箇
所
で
現
地
計

測
し
、
入
力
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
予
想
は
的
中
し
、

約
百
五
十
箇
所
で
現
地
計
測

し
た
結
果
を
用
い
る
と
斜
面

崩
壊
の
発
生
場
所
の
予
測
精

度
は
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。

こ
の
広
島
県
で
の
経
験
（
結
局
ま
た
「
経

験
」
で
す
）
を
も
と
に
、
私
は
土
砂
災
害
を

物
理
的
な
数
値
計
算
モ
デ
ル
を
用
い
て
予
測

す
る
に
は
、
場
の
条
件
の
計
測
・
取
得
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
道

な
計
測
が
必
要
で
あ
る

と
と
も
に
、
新
た
な
計

測
技
術
の
開
発
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
私
の
感
覚
で
は
、

多
く
の
場
合
、
現
象
の

理
解
よ
り
、
場
の
条
件

の
デ
ー
タ
の
方
が
、
律

速
に
な
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
土
砂
・
洪
水
氾

濫
の
予
測
で
律
速
の
ひ

と
つ
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
生
産
土
砂
の
正
確

な
粒
度
分
布
の
把
握
だ

と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

私
は
大
学
で
講
義
の

資
料
を
作
る
と
き
よ
く

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

降
雨
量
観
測
や
基
準
点
測
量
な
ど
百
年
以
上

地
道
に
続
け
ら
れ
て
い
る
観
測
が
日
本
に
は

多
く
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
（
図
3
）。

ま
た
、
数
多
く
の
現
地
調
査
が
こ
れ
ま
で
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
古
い
災
害
の
記
録
も
よ

く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
が
も
っ

と
誇
る
べ
き
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
、
と
。

一
方
、
今
後
、
人
手
不
足
が
進
む
と
と
も

に
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
進
む
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
人
手
不
足
が
進
む
と
、
観
測
や

現
地
調
査
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
今
ま
で
考
え
も
し
な
か
っ
た
よ

う
な
現
象
の
物
理
過
程
が
明
ら
か
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
す

る
に
あ
た
っ
て
も
、
機
械
学
習
の
た
め
に
は
、

現
地
の
デ
ー
タ
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

な
お
、
全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
研

修
で
使
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
砂
防
学
会
出

版
の
「
砂
防
の
観
測
の
現
場
を
訪
ね
て
」
の

シ
リ
ー
ズ
に
は
、
観
測
や
現
地
調
査
の
や
り

が
い
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
稿

を
読
ん
で
調
査
や
観
測
に
興
味
を
持
た
れ
た

方
は
手
に
取
っ
て
、
興
味
を
深
め
て
頂
け
る

と
幸
い
で
す
。

図2　数値解析の概念図

図3　長期観測データの例
気象庁は、観測データの均質性が長期間継続している全国51地点の観測データを用いて、
1901年から約120年間の豪雨の発生頻度を日降水量100 mm以上の年間日数で評価した。
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研
修
講
師
が
語
る
：
水
災
害
対
策
研
修

水
害
発
生
時
に
自
治
体
が
と
る
べ
き

災
害
対
応
と
こ
れ
か
ら
の
対
策

1
．は
じ
め
に

近
年
、全
国
的
に
水
害
が
頻
発
し
て
お
り
、

地
方
自
治
体
職
員
の
災
害
対
応
力
の
更
な
る

向
上
は
喫
緊
の
課
題
と
言
え
る
。
一
方
で
、

人
口
減
少
し
つ
つ
あ
る
我
が
国
で
は
、
団
塊

の
世
代
の
大
量
退
職
に
伴
い
災
害
対
応
経
験

を
有
す
る
人
材
が
減
り
、
災
害
対
応
の
経
験

を
自
治
体
内
で
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
ま
す

ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
従
来
で
あ
れ
ば
、

地
方
自
治
体
の
中
で
、
経
験
豊
富
な
職
員
か

ら
災
害
対
応
の
経
験
や
教
訓
を
学
ぶ
機
会
が

あ
っ
た
。
近
年
は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
大

幅
に
減
り
、
最
近
大
き
な
災
害
を
経
験
し
た

こ
と
が
無
い
地
方
自
治
体
で
は
、
自
ら
の
地

方
自
治
体
内
に
は
経
験
豊
富
な
職
員
が
居
ら

ず
、
経
験
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
。
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
、
災
害

対
応
の
業
務
や
教
訓
を
学
ぶ
必
要
が
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
。

筆
者
は
、
こ
こ
数
年
一
般
財
団
法
人�

全
国

建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
が
提
供
す
る
水
災
害
対

策
の
研
修
に
お
い
て
講
師
を
つ
と
め
て
き

た
。
令
和
六
年
度
の
水
災
害
対
策
の
研
修
は
、

危
機
管
理
と
流
域
治
水
を
テ
ー
マ
と
す
る
三

日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
提
供
さ
れ
て
お

り
、
治
水
行
政
、
流
域
治
水
、
水
防
行
政
、

防
災
気
象
情
報
を
取
り
巻
く
最
近
の
話
題
に

触
れ
る
と
と
も
に
、
災
害
対
応
や
流
域
治
水

の
実
例
も
学
ぶ
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
研
修
に
お
い
て
、
筆
者
は
「
水
害
発
生

時
に
地
方
自
治
体
が
と
る
べ
き
災
害
対
応
の

ポ
イ
ン
ト
︱
発
生
か
ら
復
旧
ま
で
の
災
害
対

応
︱
」
と
い
う
三
時
間
（
二
コ
マ
）
の
講
義

を
担
当
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
講
義

の
狙
い
や
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。

2
．�災
害
対
応
力
向
上
の
た
め

に
何
を
学
ぶ
か
？

（
1
）
養
う
べ
き
災
害
対
応
力
と
は

全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
水
災
害

対
策
研
修
で
は
、
上
述
し
た
と
お
り
、
水
災

害
対
策
の
幅
広
い
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
般
に
、
災
害
対
応
で
は
知
識
に

加
え
て
遂
行
す
る
ス
キ
ル
（
技
術
）、
緊
迫
し

た
状
況
に
対
処
す
る
た
め
の
心
構
え
、
優
先

順
位
を
考
え
て
即
座
に
対
応
を
選
択
す
る
た

め
の
判
断
力
な
ど
、
様
々
な
能
力
が
必
要
と

な
る
。
水
災
害
対
策
研
修
で
筆
者
が
担
当
し

て
い
る
講
義
で
は
、
特
に
様
々
な
能
力
の
う

ち
、
状
況
を
先
読
み
し
て
適
切
な
対
応
を
選

択
で
き
る
能
力
の
養
成
を
目
指
し
て
い
る
。

災
害
状
況
は
時
々
刻
々
と
変
化
す
る
。
状

況
を
先
読
み
し
て
起
こ
り
得
る
事
態
に
対
し

て
適
切
な
対
応
を
講
じ
て
い
く
に
は
、
そ
も

そ
も
発
災
後
に
時
系
列
で
ど
の
よ
う
な
状
況

が
起
こ
り
得
る
か
と
い
う
災
害
シ
ナ
リ
オ
の

知
識
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
シ
ナ
リ
オ
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
災
害
対
応
業
務
を
行
う

必
要
が
あ
る
か
と
い
う
知
識
も
必
要
で
あ

る
。
同
時
に
多
種
類
の
業
務
に
あ
た
る
た
め

に
は
、
優
先
順
位
を
考
え
た
上
で
順
次
行
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
心
構
え
や

考
え
方
も
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
災
害
時
に
は
時
間
や
マ
ン
パ

ワ
ー
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
、
資
機
材
や
資
料
の
用
意
な
ど
、
事
前

準
備
を
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
災
害
状

況
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
る
ほ
ど
状
況
に
応

じ
た
実
践
的
な
準
備
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

い
ざ
災
害
が
発
生
し
た
際
の
円
滑
な
対
応
に

役
立
つ
。
さ
ら
に
、
困
難
な
状
況
に
あ
っ
て

も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
ず
、
冷
静
に
状
況
を
見

定
め
る
こ
と
の
で
き
る
心
構
え
や
、
優
先
順

大
原　

美
保

東
京
大
学
大
学
院　

情
報
学
環

総
合
防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

位
を
踏
ま
え
て
適
切
な
選
択
や
判
断
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
判
断
力
な
ど
も
必
要
と
な

る
。
こ
れ
ら
は
数
々
の
災
害
対
応
の
現
場
経

験
を
経
て
身
に
つ
け
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ

り
、
ほ
ぼ
経
験
の
無
い
人
が
に
わ
か
に
習
得

す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

上
述
し
た
と
お
り
、
災
害
が
発
生
す
る
機
会

は
限
ら
れ
て
お
り
、
経
験
豊
富
な
職
員
が
退

職
し
て
い
く
中
、
こ
れ
ら
の
習
得
や
伝
承
は

ほ
ぼ
困
難
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

心
構
え
や
判
断
力
等
も
素
養
も
、
研
修
を
と

お
し
て
習
得
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
災
害
時
の

困
難
な
状
況
を
想
像
し
た
り
、
仮
想
的
に
経

験
し
て
お
く
こ
と
で
、
い
ざ
災
害
に
あ
っ
た

際
に
落
ち
着
い
て
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
直
面
し
そ
う

な
過
酷
な
局
面
で
何
を
優
先
し
て
判
断
す
べ

き
か
を
学
ん
で
お
く
こ
と
で
、
よ
り
適
切
な

判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
2
）
題
材
と
し
て
の
災
害
対
応

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例

上
記
で
述
べ
た
よ
う
な
災
害
対
応
力
の
取

得
を
目
指
し
て
、　
筆
者
は
、
自
ら
が
作
成

し
た
災
害
対
応
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
を
活

用
し
て
、
災
害
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら

う
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
と
い
う
言
葉
は
元
々
、

労
働
災
害
や
事
故
の
分
野
で
「
事
故
が
起
こ

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た

り
、
ハ
ッ
と
し
た
り
し
た
事
例
（
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
事
例
）」
を
収
集
し
、
災
害
や
事
故

の
再
発
防
止
・
予
防
に
役
立
て
る
と
い
う
取

組
み
か
ら
来
て
い
る
。
一
方
、
近
年
、
地
方

自
治
体
は
、
災
害
発
生
後
に
、
行
わ
れ
た
災

害
対
応
を
振
り
返
り
、
課
題
や
改
善
策
を
取

り
ま
と
め
た
災
害
対
応
検
証
報
告
書
を
公
表

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
災
害
対
応
に
お
い
て
職
員
自
ら
の
視
点

で
何
が
困
難
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
地
方
自
治
体
の

職
員
は
、図
1
に
示
す
よ
う
に
災
害
時
に「
困

る
・
焦
る
・
戸
惑
う
・
迷
う
・
悩
む
」
な
ど

の
状
況
に
陥
り
つ
つ
も
災
害
対
応
を
継
続
せ

ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
あ
る
。
筆
者
は
、
こ

図1　災害対応ヒヤリ・ハットの定義

図2　水害対応ヒヤリ・ハット事例のカテゴリー別分類
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の
よ
う
な
状
況
を
「
災
害
対

応
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
」

と
し
て
新
た
に
定
義
し
、
地

方
自
治
体
が
刊
行
し
た
災
害

対
応
検
証
報
告
書
か
ら
典
型

的
な
事
例
の
抽
出
を
行
い
、

事
例
の
発
生
傾
向
に
つ
い
て

の
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
水

害
は
発
生
件
数
が
多
く
、
事

例
を
集
約
し
や
す
い
た
め
、

ま
ず
は
水
害
で
の
事
例
研
究

を
進
め
て
い
る
。

図
2
は
、
二
〇
〇
〇
年
以

降
の
水
害
に
対
し
て
地
方
自

治
体
が
刊
行
し
た
百
三
十
の

災
害
対
応
検
証
報
告
書
の
う

ち
、
教
訓
情
報
を
含
む
九
十

六
の
報
告
書
（
総
ペ
ー
ジ
数

九
千
百
五
十
五
）
か
ら
抽
出

し
た
三
千
九
百
七
十
三
の
水

害
対
応
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事

例
を
、
業
務
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

別
に
分
類
し
、
傾
向
を
分
析

し
た
も
の
で
あ
る
。
避
難
所

開
設
ま
で
の
初
動
期
に
お
い

て
は
、住
民
へ
の
情
報
伝
達
、

災
害
対
策
本
部
の
運
営
、
防

災
関
係
機
関
等
と
の
連
携
、

災
害
対
策
本
部
で
の
情
報
収
集
・
整
理
・
分

析
な
ど
が
多
い
。
避
難
所
開
設
以
降
は
、
被

災
者
生
活
再
建
支
援
関
連
、
避
難
所
運
営
、

物
資
・
資
機
材
関
連
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な

傾
向
分
析
か
ら
、
担
当
職
員
が
「
困
る
・
焦

る
・
戸
惑
う
・
迷
う
・
悩
む
」
な
ど
の
状
況

に
陥
り
が
ち
な
典
型
的
な
局
面
を
あ
ら
か
じ

め
知
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
実
践
的
な
災
害

状
況
の
理
解
や
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
事
前
の

準
備
を
促
進
し
う
る
。

事
例
を
羅
列
し
た
だ
け
で
は
学
習
が
困
難

で
あ
る
た
め
、
筆
者
ら
は
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
の
典
型
的
な
事
例
を
当
時
の
災
害
状
況
と

と
も
に
学
習
す
る
教
材
と
し
て
、「
水
害
対

応
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
集
（
地
方
自
治
体

編
）」
を
作
成
・
公
表
し
て
お
り
、
研
修
で

は
こ
の
事
例
集
も
参
照
し
て
い
る
。図
3
に
、

事
例
集
（
地
方
自
治
体
編
）
の
紙
面
の
例
を

示
す
。
各
事
例
は
Ａ
４
の
見
開
き
ペ
ー
ジ
で

紹
介
す
る
も
の
と
し
、
左
ペ
ー
ジ
に
は
、
地

方
自
治
体
の
災
害
対
応
検
証
報
告
書
か
ら
典

型
的
な
事
例
で
の
災
害
対
応
の
概
要
・
経
過

状
況
・
原
因
・
結
果
・
類
似
事
例
を
掲
載
し

て
い
る
。
右
ペ
ー
ジ
で
は
そ
の
事
例
に
対
し

て
、
地
方
自
治
体
が
取
り
ま
と
め
て
い
る
教

訓
や
改
善
策
を
、「
人
の
ス
キ
ル
」「
設
備
等
」

「
仕
組
み
」
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
る
。
収

集
し
た
事
例
は
な
ぜ
発
生
し
た
の
か
と
い
う

根
本
原
因
を
分
析
す
る
と
、
図
4
に
示
し
た

特
性
要
因
図
の
と
お
り
、
職
員
本
人
や
関
係

機
関
等
の
職
員
な
ど
の
人
の
ス
キ
ル
に
関
す

る
要
因
、
施
設
・
設
備
等
に
関
す
る
要
因
、

仕
組
み
等
に
関
す
る
要
因
、
そ
の
他
の
外
的

環
境
に
関
す
る
要
因
な
ど
、
様
々
な
要
因
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
よ
っ
て
、
右

ペ
ー
ジ
で
は
こ
れ
ら
の
各
根
本
原
因
に
対
応

し
た
教
訓
や
改
善
策
を
紹
介
し
て
い
る
。

1）

2）

図3　水害対応ヒヤリ・ハット事例集（地方自治体編）の紙面の例

図4　ヒヤリ・ハット事例の根本原因
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『
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
』

特
集

〜
２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
等
地
震
・
水
災
害
を
教
訓
に
〜

3
．水
害
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
水
害
対
応
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
事
例
を
学
ぶ

研
修
の
実
践

近
年
、
地
方
自
治
体
と
国
土
交
通
省
の
河

川
国
道
事
務
所
等
が
水
害
に
関
す
る
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
（
防
災
行
動
計
画
）
を
共
同
で
作
成

し
て
い
る
。
水
害
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
水
害
対
応
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
を
学
ぶ

こ
と
に
よ
り
、
時
系
列
に
沿
っ
て
災
害
対
応

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
具
体

的
な
課
題
発
見
や
必
要
な
対
策
検
討
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
全
国
建
設

研
修
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
水
災
害
対
策
研
修
に

お
い
て
筆
者
は
、
水
害
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
水
害
対
応
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
を

学
ぶ
と
い
う
形
式
の
研
修
を
提
供
し
て
い

る
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
通
常
、
台
風
災
害
で

は
氾
濫
発
生
の
五
日
前
か
ら
の
シ
ナ
リ
オ
が

想
定
さ
れ
る
。
研
修
で
は
時
間
の
制
約
も
あ

り
、
氾
濫
発
生
十
二
時
間
前
か
ら
の
災
害
対

応
を
想
定
し
て
い
る
。

特
に
近
年
、水
災
害
が
激
甚
化
し
て
お
り
、

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
更
な
る
悪
化
も
想

定
さ
れ
て
い
る
。水
害
が
大
規
模
化
す
る
と
、

外
力
の
増
加
に
伴
う
人
的
・
物
的
被
害
（
特

に
構
造
物
の
被
害
）
の
増
加
、
氾
濫
の
広
域

化
、
継
続
時
間
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ

ら
に
よ
る
災
害
対
応
の
質
・
量
の
変
化
が
想

定
さ
れ
る
。
研
修
で
は
、
大
規
模
な
水
害
に

お
い
て
、
図
2
の
よ
う
な
水
害
対
応
ヒ
ヤ

リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
の
う
ち
、
ど
の
よ
う
な
事

例
が
増
加
し
う
る
か
や
特
に
気
を
付
け
る
べ

き
視
点
は
何
か
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
外
力
の
増
加
は
外
水
氾
濫
・

内
水
氾
濫
・
土
砂
災
害
な
ど
複
数
の
事
象
の

同
時
多
発
を
引
き
起
こ
し
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不

足
、
あ
る
事
象
に
注
視
し
て
い
て
他
の
事
象

を
見
逃
す
、
エ
ラ
ー
に
よ
る
入
手
で
き
る
は

ず
の
情
報
の
欠
如
な
ど
を
も
た
ら
し
う
る
。

氾
濫
の
広
域
化
は
、
近
年
市
町
村
合
併
や
職

員
数
の
減
少
が
進
む
地
方
自
治
体
に
お
い
て

は
、
市
町
村
境
を
超
え
る
氾
濫
へ
の
対
応
や

土
地
勘
が
無
い
職
員
に
よ
る
膨
大
な
被
害
情

報
把
握
の
困
難
を
も
ら
た
す
。
広
域
化
に
よ

り
、
災
害
対
応
に
関
わ
る
関
係
機
関
が
増
え

る
た
め
、
河
川
事
務
所
の
リ
エ
ゾ
ン
と
の
情

報
連
絡
な
ど
、
庁
外
と
の
連
携
も
増
え
る
。

継
続
時
間
の
増
加
は
職
員
の
心
身
の
疲
弊
や

参
集
し
た
職
員
間
で
の
情
報
共
有
の
困
難
に

つ
な
が
り
、
適
切
な
職
員
の
交
代
な
ど
の
対

応
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
外
力
の
増
加
に

伴
い
、
浸
水
リ
ス
ク
の
あ
る
地
方
自
治
体
建

物
の
場
合
の
浸
水
防
止
、
現
場
で
の
退
避
な

ど
の
安
全
確
保
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
る
。

災
害
発
生
後
に
は
、
被
害
増
加
に
よ
り
特
に

応
援
・
受
援
・
連
携
の
強
化
が
重
要
と
な
る
。

研
修
で
は
、
水
害
の
大
規
模
化
に
よ
る
上
記

の
よ
う
な
災
害
対
応
の
量
・
質
の
変
化
に
つ

い
て
述
べ
た
後
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
必
要
な
対
策
を
考
え
て
も
ら

い
、
地
方
自
治
体
で
の
改
善
例
も
紹
介
し
て

い
る
。
参
加
者
の
中
に
災
害
対
応
を
経
験
さ

れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
、
可
能
な

範
囲
で
経
験
を
紹
介
い
た
だ
き
、
参
加
者
と

と
も
に
議
論
す
る
時
間
も
設
け
て
い
る
。

4
．お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
水
災
害
対
策
研
修
で
の
研
修
例
を
紹
介

し
た
。
円
滑
な
災
害
対
応
を
行
う
に
は
過
去

の
災
害
の
教
訓
か
ら
学
び
、
起
こ
り
得
る
事

態
を
あ
ら
か
じ
め
予
測
し
て
必
要
な
事
前
対

策
を
講
じ
て
お
く
と
と
も
に
、
災
害
対
応
時

に
も
適
切
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
災
害
対
応
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
は
、

過
去
に
地
方
自
治
体
が
刊
行
し
た
災
害
対
応

検
証
報
告
書
か
ら
収
集
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
気
候
変
動
は
外
力
や
災
害
対
応
の
変
化

を
も
た
ら
し
う
る
。
災
害
規
模
に
応
じ
た
災

害
対
応
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
の
特
徴
を
あ

ら
か
じ
め
知
っ
て
お
き
、
災
害
時
の
困
難
な

状
況
を
想
像
し
て
お
く
こ
と
で
、
過
去
の
災

害
を
超
え
た
災
害
に
直
面
し
た
場
合
に
も
、

落
ち
着
い
て
対
処
す
る
と
と
も
に
、
優
先
事

項
を
考
え
な
が
ら
適
切
な
判
断
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
必
要

な
対
策
と
は
地
方
自
治
体
の
状
況
に
応
じ
て

異
な
る
た
め
、
研
修
後
に
災
害
研
修
参
加
者

自
身
に
よ
り
、
災
害
対
策
を
見
直
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
本
研
修
が
、
そ
の

よ
う
な
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

謝
辞
:
研
修
で
は
、
地
方
自
治
体
の
災
害

対
応
検
証
報
告
書
等
に
基
づ
く
水
害
対
応
ヒ

ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
の
紹
介
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
地
方
自
治
体
及
び
研
修
参
加

者
の
み
な
様
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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〇
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市
民
生
活
を
脅
か
す

自
然
災
害
と
老
朽
化

地
震
や
豪
雨
等
の
自
然
災
害
は
、
突
発
的

に
発
生
し
、
快
適
な
市
民
生
活
を
急
に
停
止

し
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
予
防
す
る
た
め
、
各

種
の
防
災
・
減
災
に
向
け
た
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
。
同
様
に
、
経
年
劣
化
す
る
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
伴
っ
て
も
、
図
1
に

示
す
よ
う
に
、
通
行
規
制
等
に
よ
り
、
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
。
こ
れ
を
予
防
す
る

た
め
の
維
持
管
理
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
は
、

多
数
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
建
設
さ
れ
た
高
度

経
済
成
長
期
か
ら
半
世
紀
が
経
過
し
た
現
代

に
お
い
て
、
極
め
て
重
要
な
社
会
的
課
題
で

あ
る
。
例
え
ば
、「
富
山
市
橋
梁
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
修
繕
計
画
」
に
よ
れ
ば
、
二
〇
六
〇
年

以
降
は
、
橋
梁
の
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用

が
、
そ
の
予
算
額
の
二
倍
以
上
に
膨
ら
む
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
十
五

年
後
の
次
世
代
の
安
全
で
快
適
な
生
活
を
持

続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
今
か
ら
戦
略
を
立
て

て
、
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

北
陸
地
方
で
の

Ｓ
Ｉ
Ｐ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ
ラ

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
道
路

の
、
全
国
に
お
け
る
延
長
距
離
は
百
二
十
三

万
㎞
で
、
こ
の
内
の
百
三
万
㎞
を
市
町
村
が

管
理
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
図
２
に
示

す
と
お
り
、
市
区
町
村
道
に
架
か
る
道
路
橋

数
が
半
数
以
上
を
占
め
る
。
一
方
、
表
1
に

示
す
と
お
り
、
国
道
や
高
速
道
路
お
よ
び
都

道
府
県
道
と
比
べ
て
、
市
町
村
道
の
管
理
に

携
わ
る
職
員
と
予
算
は
少
な
い
。
そ
の
実
情

を
把
握
す
る
た
め
、
北
陸
地
方
の
大
学
お
よ

び
高
等
専
門
学
校
（
高
専
）
は
二
〇
一
四
年

か
ら
、
第
一
期
の
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）に
お
け
る「
イ

ン
フ
ラ
維
持
管
理
・
更
新
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

技
術
」
等
を
活
用
し
、
市
町
村
の
職
員
に
対

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。
具
体

的
に
は
、
大
学
や
高
専
の
二
～
四
名
の
教
員

が
、
新
潟
県
上
越
地
方
、
富
山
県
、
石
川
県

お
よ
び
福
井
県
の
市
町
村
を
一
～
二
時
間
に

亘
り
訪
問
し
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理

を
担
当
す
る
職
員
へ
面
談
し
た
。そ
の
結
果
、

表
2
に
示
す
課
題
や
展
望
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
を
真

の
ニ
ー
ズ
と
し
て

捉
え
、
二
〇
二
三

年
か
ら
、
第
三
期

Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
「
ス
マ

ー
ト
イ
ン
フ
ラ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
構
築
」
の

サ
ブ
課
題
Ｃ
「
地

方
自
治
体
等
の
ヒ

ュ
ー
マ
ン
リ
ソ
ー

ス
の
戦
略
的
活

1）

2）

3）

【シリーズ企画】
産学連携による自治体インフラの維持管理と人材育成

第1回：北陸地方の市町村における
課題と挑戦

金沢工業大学 工学部 環境土木工学科 教授　宮里　心一

図1　老朽化に伴い通行規制された
市町村管理の道路橋の例

図2　道路橋の管理者区分

国
高速道路

都道府県・
　政令市

市区町村

センター通信
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用
」
の
研
究

で
解
決
を
図

る
こ
と
と
し

た
。
な
お
、

本
稿
で
は
こ

の
取
組
み
を

「
北
陸
Ｓ
Ｉ

Ｐ
」
と
呼
称

し
、
最
新
情

報
は
、
市
民

向
け
のw

eb
（https://hokuriku-sip.com

/

）
あ
る

い
は
関
係
者
向
け
のw

eb

（https://
hokurikusipm

ain.com
/

）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

さ
て
、「
社
会
実
装
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
？　
こ
れ
は
、
大

学
・
高
専
等
の
研
究
機
関
で
得
ら
れ
た
成
果

を
、
社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
実
用
す

る
こ
と
で
あ
り
、
二
〇
一
一
年
頃
か
ら
頻
繁

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
資
源
の
少
な

い
日
本
が
、
技
術
立
国
と
し
てSociety5.0

の
未
来
社
会
を
実
現
し
、
豊
か

な
国
民
生
活
を
継
続
す
る
た
め

に
は
、
社
会
実
装
を
通
じ
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
必
須
で
あ

る
。
特
に
、
市
町
村
を
対
象
に

し
た
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

管
理
の
効
率
化
・
高
度
化
・
戦

略
化
に
関
す
る
社
会
実
装
を
図

る
た
め
に
は
、
顧
客
で
あ
る
市

町
村
職
員
な
ら
び
に
そ
の
業
務

委
託
を
受
け
て
実
働
す
る
地
元

の
建
設
会
社
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
技
術
者
に
と
っ
て
ユ
ー
ザ

ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
技
術
を
開

発
し
、
そ
れ
を
建
設
系
の
み
な

ら
ず
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
担
当
に
就
い
た
文
系
出
身
の

市
町
村
職
員
で
さ
え
も
取
り
扱
え
る
よ
う
に

手
引
き
に
反
映
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
利
活
用

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
パ
ッ
ケ
ー

ジ
が
必
要
と
な
る
。
図
3
に
示
す
よ
う
に
、

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用
と
同
様
で

あ
る
。
技
術
を
活
用
し
た
道
具
が
完
成
し
て

も
そ
れ
を
利
用
で
き
な
け
れ
ば
単
な
る
箱
で

あ
り
、
一
方
ス
ー
パ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
い
て

も
算
盤
し
か
無
け
れ
ば
力
を
発
揮
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
北
陸
地
方
の
市
町
村
の

道
路
イ
ン
フ
ラ
を
対
象
と
し
、
維
持
管
理
に

関
す
る
技
術
・
仕
組
み
の
効
率
化
・
高
度
化

を
図
り
、
同
時
に
そ
れ
を
利
活
用
し
な
が
ら

現
業
を
工
夫
し
た
り
、
将
来
を
創
造
し
た
り

で
き
る
人
材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
に
し

た
。
そ
の
結
果
、
市
町
村
の
職
員
が
、
デ
ー

タ
活
用
に
よ
り
、
目
の
前
の
維
持
管
理
を
工

夫
し
、
ま
た
中
長
期
的
な
維
持
管
理
の
戦
略

を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
地
方
創
生

に
も
寄
与
す
る
と
期
待
で
き
る
。

こ
れ
に
取
り
組
む
た
め
、
官
学
連
携
は
欠

か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
、
北
陸
地
方
に
あ
る

大
学
と
高
専
を
中
心
と
し
た
“
学
”
と
、
新

潟
県
・
富
山
県
・
石
川
県
・
福
井
県
内
の
モ

デ
ル
市
町
の
“
官
”
で
、
共
創
す
る
体
制
を

整
え
た
。
前
者
は
、
金
沢
工
業
大
学
、
長
岡

工
業
高
等
専
門
学
校
、長
岡
技
術
科
学
大
学
、

富
山
県
立
大
学
、石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
、

4）

区分 実情

人材 不足
維持管理計画 事後保全さえも苦慮し、予防保全は未計画。

劣化 初期不具合部で劣化進行。
塩害やASR（アルカリシリカ反応）が進行。

点検
技術力に自信のない職員が特殊機器を用いず
に点検。
点検、診断および措置が一連になった手引き
を希望。

補修 適切な補修方法とその効果が不明。
できる限り補修せずに延命し、その後に更新・
廃橋。

赤字：課題、青字：展望

表2　ヒアリング調査で明らかになった課題と展望

図3　技術・仕組み・人材の関係

項目 国道・高速道・
都道

道府
県道

市町村
道

延長 短 ⇔ 長
職員 多 ⇔ 少
予算 多 ⇔ 少

表1　管理者別の道路の特徴
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金
沢
大
学
お
よ
び
福
井
大
学
で
あ
る
。
一
般

的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
異
な
る
大

学
と
高
専
が
組
織
化
し
て
も
、
個
々
が
対
象

と
す
る
研
究
テ
ー
マ
は
異
な
る
場
合
が
多

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
北
陸
地
方
の
大
学
と

高
専
は
、
第
一
期
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
で
構
築
し
た
大

学
・
高
専
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、

各
組
織
に
所
属
す
る
教
授
等
が
、
各
自
の
専

門
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ

に
束
と
な
っ
て
取
り
組
む
チ
ー
ム
を
整
備
し

て
き
た
。
詳
細
は
、
こ
の
連
載
の
第
二
回
に

お
い
て
紹
介
す
る
。
ま
た
、
北
陸
地
方
の
市

町
村
の
職
員
に
は
、
前
述
の
大
学
や
高
専
の

卒
業
生
、
な
ら
び
に
前
述
の
教
員
と
同
郷
者

が
多
い
。
こ
の
場
合
、
信
頼
関
係
の
下
、
道

路
イ
ン
フ
ラ
の
効
率
化
・
高
度
化
お
よ
び
戦

略
化
と
い
っ
た
新
し
い
取
組
み
へ
の
挑
戦
に

対
し
て
、
官
学
間
の
同
意
を
得
や
す
い
。
そ

の
た
め
、
学
か
ら
官
へ
開
発
技
術
の
利
活
用

を
強
制
す
る
の
で
も
な
く
、
官
か
ら
学
へ
有

識
者
と
し
て
の
知
見
提
供
を
依
頼
す
る
の
で

も
な
く
、
相
互
の
知
識
や
経
験
を
共
有
し
た

上
で
、
両
者
で
知
恵
を
絞
り
だ
し
な
が
ら
の

共
創
が
成
立
す
る
。

人
材
育
成

昭
和
の
時
代
に
お
い
て
は
、
人
口
の
増
加

や
国
の
発
展
の
た
め
、
多
数
の
道
路
が
建
設

さ
れ
た
。
こ
の
中
に
は
、
海
峡
や
山
脈
を
通

り
抜
け
る
長
大
な
橋
や
ト
ン
ネ
ル
の
み
な
ら

ず
、
市
町
村
の
身
近
な
生
活
道
路
も
含
ま
れ

る
。
特
に
、高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
は
、

短
期
間
に
他
箇
所
で
多
数
の
道
路
が
整
備
さ

れ
、
そ
れ
以
後
も
含
め
て
、
建
設
に
関
す
る

技
術
や
制
度
は
完
成
し
、
地
方
の
市
町
村
へ

も
普
及
し
た
。
一
方
、
過
酷
な
環
境
下
に
あ

っ
た
り
、
初
期
不
具
合
を
有
し
た
り
す
る
道

路
イ
ン
フ
ラ
の
中
に
は
、
平
成
・
令
和
の
現

代
に
な
っ
て
、
劣
化
や
損
傷
が
顕
在
化
し
つ

つ
あ
る
も
の
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
現
時
点

で
は
使
用
で
き
て
も
、
将
来
の
性
能
低
下
を

予
防
す
べ
き
道
路
イ
ン
フ
ラ
も
多
数
あ
る
。

我
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る

た
め
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
新
設
は
減
少
し
、

特
に
地
方
で
は
人
口
流
出
も
相
ま
っ
て
、
将

来
も
必
要
な
道
路
イ
ン
フ
ラ
を
選
択
し
て
集

中
的
に
延
命
化
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
望
ま
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
は
建
設

か
ら
維
持
管
理
へ
の
転
換
期
を
迎
え
た
。
し

た
が
っ
て
、
管
理
者
で
あ
る
市
町
村
の
職
員

は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
ス
キ
ル
を
新

た
に
身
に
付
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

北
陸
Ｓ
Ｉ
Ｐ
で
は
、
市
町
村
職
員
や
業
務

を
受
託
す
る
地
元
の
建
設
会
社
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
が
、
目
の
前
の
維
持
管
理
業
務

を
効
率
化
・
高
度
化
し
、
ま
た
将
来
を
意
識

し
て
維
持
管
理
の
戦
略
を
立
て
る
た
め
の
、

段
階
的
な
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す

る
。
先
ず
は
、
個
人
が
自
由
な
時
間
に
学
習

で
き
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
教
材
を
提
供
す
る
。

こ
の
内
容
は
基
礎
レ
ベ
ル
と
し
、
例
え
ば
日

本
海
か
ら
沿
岸
部
の
道
路
橋
へ
、
ど
の
よ
う

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
塩
分
が
飛
来
す
る
か
な
ど

の
、
劣
化
や
損
傷
の
進
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理

解
す
る
。
既
に
公
開
さ
れ
て
い
る
初
心
者
向

け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
活
用
し
な
が
ら
、
学
習

者
が
属
す
る
市
町
村
の
実
情
に
適
す
る
、
橋

や
ト
ン
ネ
ル
、
舗
装
の
点
検
や
対
策
を
効
率

化
・
高
度
化
で
き
る
ス
キ
ル
等
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
な
お
、
一
部
に
は

Ｖ
Ｒ（V

irtual�Reality

）教
材
も
準
備
し
、

仮
想
空
間
で
理
解
を
深
め
る
。
次
に
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
教
材
で
視
聴
し
た
現
象
や
手
法
を

体
験
す
る
、
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
の
諺
の
と
お
り
、
自

ら
が
五
感
を
使
っ
て
本
質
を
理
解
す
る
こ
と

に
よ
り
、
知
識
の
定
着
を
促
し
た
り
、
現
地

を
踏
ま
え
て
応
用
し
た
り
す
る
。
同
時
に
、

異
な
る
市
町
村
等
か
ら
参
加
す
る
複
数
の
受

講
生
が
合
同
で
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他

者
も
同
様
に
苦
労
し
な
が
ら
、
リ
ス
キ
リ
ン

グ
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
認
知
し
、
切

磋
琢
磨
で
き
る
。
最
後
に
、
複
数
の
市
町
村

か
ら
の
職
員
等
が
一
堂
に
集
い
、
習
得
し
た

ス
キ
ル
を
実
際
の
維
持
管
理
業
務
へ
利
活
用

す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
他
の
市
町
村
の
実
情
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
気
付
き
を
得
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

受
講
を
経
れ
ば
、
社
会
実
装
で
き
る
人
材
が

育
成
さ
れ
る
と
期
待
す
る
。
詳
細
は
こ
の
連

載
の
第
三
回
で
紹
介
す
る
。

技
術
開
発

表
3
に
技
術
開
発
の
小
テ
ー
マ
を
示
す
。

小
テ
ー
マ
Ａ
で
は
、
短
い
道
路
橋
を
対
象
に

す
る
。
こ
こ
で
、
表
4
に
富
山
市
の
管
理
す

る
橋
梁
の
数
を
示
す
。
最
多
は
二
～
五
ｍ
の

短
支
間
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
で
あ
り
、

全
体
の
約
六
割
を
占
め
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
橋
梁
に
対
す
る
点
検
や
補
修
を
効
率
化

す
る
こ
と
で
、
維
持
管
理
業
務
全
体
と
し
て

の
生
産
性
の
向
上
を
期
待
で
き
る
。
詳
細
は

こ
の
連
載
の
第
二
回
で
紹
介
す
る
。
ま
た
、

長
い
橋
梁
の
数
は
少
な
い
が
、
劣
化
が
顕
在

化
し
た
後
の
補
修
は
極
め
て
高
価
な
た
め
、

予
防
保
全
が
望
ま
し
い
。
す
な
わ
ち
、
図
4

に
示
す
虫
歯
対
策
と
同
様
で
、
痛
み
と
緊
急

性
を
伴
い
か
つ
治
療
費
も
高
価
な
事
後
保
全

よ
り
、予
防
保
全
が
適
す
る
。
特
に
支
承
は
、

使
用
性
の
要
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
従
来
の

市
町
村
道
で
は
着
目
さ
れ
ず
、
学
術
的
な
検

5）
、
6）
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討
に
基
づ
く
効
率
的

な
維
持
管
理
は
手
付

か
ず
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
小
テ
ー
マ

Ｂ
で
は
、
簡
易
に
支

承
の
現
有
性
能
を
評

価
し
、
か
つ
予
防
保

全
す
る
方
法
を
開
発

す
る
。
次
に
、
日
本

の
三
大
霊
峰
の
う
ち

の
立
山
と
白
山
に
代

表
さ
れ
る
山
岳
地
帯

を
移
動
す
る
た
め
に

は
、
道
路
ト
ン
ネ
ル

も
存
在
す
る
。
代
替

路
の
確
保
が
難
し
い

個
所
に
あ
る
場
合
が

多
く
、
そ
の
維
持
管

理
は
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
小
テ
ー

マ
Ｃ
で
は
道
路
ト
ン

ネ
ル
を
対
象
と
す

る
。
さ
ら
に
、
前
述

の
と
お
り
、
市
町
村

の
管
理
す
る
道
路
延

長
は
極
め
て
長
く
、

舗
装
の
維
持
管
理
は

お
ざ
な
り
に
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
一
方
、
道
路
を
利
用
す
る

市
民
に
と
っ
て
、
舗
装
の
傷
み
は
車
の
乗
り

心
地
を
悪
く
す
る
た
め
、
役
所
へ
苦
情
を
申

し
立
て
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
た

め
、
小
テ
ー
マ
Ｄ
で
は
、
舗
装
の
点
検
と
措

置
の
一
元
化
を
図
る
技
術
を
開
発
す
る
。
加

え
て
、
道
路
の
重
要
性
は
、
地
点
に
よ
っ
て

異
な
る
。
一
般
的
に
、
通
行
台
数
が
多
い
と
、

社
会
的
重
要
性
は
高
い
が
、
そ
れ
を
評
価
す

る
た
め
の
「
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調

査
」（
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
）
の
市
町
村
道

に
お
け
る
事
例
は
極
め
て
少
な
い
。
併
せ
て
、

役
所
、
病
院
や
学
校
等
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
重
要
な
施
設
に
近
い
と
こ
ろ
や
、
も
し
通

行
止
め
に
な
っ
た
場
合
の
迂
回
路
が
遠
い
と

こ
ろ
な
ど
の
情
報
も
可
視
化
す
る
技
術
を
、

小
テ
ー
マ
Ｅ
で
開
発
す
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
効
率
化
・
高
度
化
の

手
段
の
選
択
や
、
戦
略
の
立
案
は
市
町
村
の

業
務
で
あ
り
、
そ
の
お
膳
立
て
の
た
め
の
可

視
化
デ
ー
タ
づ
く
り
に
北
陸
Ｓ
Ｉ
Ｐ
で
は
取

り
組
む
。
そ
の
際
、
標
準
的
な
手
順
が
あ
る

と
会
計
検
査
に
際
し
て
の
拠
り
所
と
な
り
、

ま
た
一
般
的
な
公
務
員
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
く
作
業
が
得
意
な
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
版
手

引
き
も
作
成
し
て
開
示
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
の

諺
「À

�m
échant�ouvrier,�point�de�

bon�outil

（
腕
の
悪
い
職
人
は
良
い
道
具

を
見
つ
け
ら
れ
ぬ
）」
の
よ
う
に
、
技
術
開

発
だ
け
で
は
市
町
村
の
維
持
管
理
の
効
率

化
・
高
度
化
・
戦
略
化
は
不
十
分
で
あ
り
、

前
章
に
示
す
人
材
育
成
と
対
で
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

1）  「
富
山
市
橋
梁
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
修
繕
計
画
」

    https://w
w

w
.city.toyam

a.lg.jp/_res/
projects/default_project/_
page_/0

0
1/0

0
6/985/syuzenkeikaku 

20
230

831.pdf

  （
二
〇
二
四
年
十
二
月
八
日
参
照
）

2）  

Ｓ
Ｉ
Ｐ
「
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
・
更
新
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
技
術
」

    https://w
w

w
.jst.go.jp/sip/k0

7.htm
l

  （
二
〇
二
四
年
十
二
月
十
七
日
参
照
）

3）  

Ｓ
Ｉ
Ｐ
「
ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
構
築
」

    https://w
w

w
.pw

ri.go.jp/jpn/research/
sip/index.htm

l

  （
二
〇
二
四
年
十
二
月
十
七
日
参
照
）

4）  『
社
会
実
装
の
手
引
き
―
研
究
開
発
成
果
を
社
会

に
届
け
る
仕
掛
け
』
Ｊ
Ｓ
Ｔ-

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
（
研

究
開
発
成
果
実
装
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）【
編
】　

工

作
舎
、
二
〇
一
九

5）  【
前
編
】「“
は
じ
め
て
”
の
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
講
座
」

    https://w
w

w
.youtube.com

/
w

atch?v=
Sqm

i-A
A

kuU
o

  （
二
〇
二
四
年
十
二
月
十
七
日
参
照
）

6）  【
後
編
】「“
は
じ
め
て
”
の
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
講
座
」

    https://w
w

w
.youtube.com

/
w

atch?v=
gZG

SanT6N
g4

  （
二
〇
二
四
年
十
二
月
十
七
日
参
照
）

橋長（m） 鉄筋コンクリート
橋

鋼橋 木橋

～15 161 80 2

15～10 154 16 0

10～5 429 6 0

5～2 1351 3 0

表4　富山市の管理する橋梁数

A 短支間コンクリート橋の維持管理の効率化・高度化
B 長支間橋の予防保全の効率化・高度化
C トンネルの維持管理の効率化・高度化
D 舗装の維持管理の効率化・高度化
E 戦略的維持管理に資するデータ創出

表3　技術開発に関する小テーマ

図4　歯痛に対する保全
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土
木
技
術
者
と
し
て
の
第
一
歩

当
時
は
高
度
成
長
期
の
波
に
乗
っ
て
多
く

の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
社
会
が
ど
ん
ど

ん
便
利
に
な
っ
て
行
く
中
、
自
分
も
こ
の
よ

う
な
「
も
の
を
造
る
」
仕
事
が
で
き
た
ら
い

い
な
と
い
う
思
い
と
、「
男
は
土
木
だ
！
」と

い
う
勢
い
で
土
木
工
学
科
を
受
験
し
た
。
研

究
室
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
料
学
を
専
攻

し
、
朝
か
ら
晩
ま
で
ひ
た
す
ら
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
練
り
続
け
た
。
あ
る
種
ル
ー
チ
ン
ワ
ー

ク
の
よ
う
な
も
の
で
、
や
っ
て
る
こ
と
が
世

の
中
に
ど
の
よ
う
な
形
で
貢
献
す
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
考
え
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

入
社
し
工
務
部
技
術
課
に
配
属
に
な
り
、

仮
設
計
算
や
施
工
計
画
と
い
っ
た
業
務
が
ほ

と
ん
ど
で
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
が
ほ
ぼ
役

に
立
た
ず
、「
今
ま
で
は
何
だ
っ
た
ん
だ
！
」

と
思
い
悩
む
時
期
も
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
す

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
入
社
六
年
目
に
大
き

な
転
機
が
訪
れ
た
。
初
め
て
の
現
場
勤
務
で

あ
る
。
工
事
は
上
下
部
一
体
構
造
の
高
速
道

路
高
架
橋
工
事
で
、
一
般
道
の
高
架
化
と
併

せ
、
両
者
を
交
差
点
内
で
立
体
化
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
受
注
後
、
基
礎
形
式
が
変
更
に

な
っ
た
。
受
注
後
の
工
法
変
更
は
当
時
で
は

異
例
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
受
注

業
者
が
設
計
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
私
が
担

当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

現
場
配
属
の
傍
ら
、
発
注
者
、
設
計
会
社

と
打
ち
合
わ
せ
な
が
ら
設
計
を
行
っ
た
。
当

時
は
電
子
計
算
機
こ
そ
あ
れ
、
ま
だ
ま
だ
普

及
し
て
お
ら
ず
、
電
算
室
に
お
願
い
を
し
て

夜
間
に
計
算
を
す
る
と
い
う
日
々
の
連
続
で

あ
っ
た
。
上
下
部
一
体
構
造
の
た
め
、
上
部

工
荷
重
を
用
い
下
部
工
を
設
計
し
、
そ
れ
を

基
に
上
部
工
を
再
計
算
、
そ
の
結
果
を
受
け

て
再
度
下
部
工
を
設
計
す
る
こ
と
を
繰
り
返

し
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
手
作
業
で
整
理
し
、

応
力
度
計
算
を
行
い
配
筋
図
の
作
成
ま
で
行

っ
た
。

こ
の
工
事
で
、
自
分
で
設
計
し
た
も
の
を

自
分
の
手
で
施
工
す
る
と
い
う
面
白
さ
と
同

時
に
仕
事
の
重
要
性
と
責
任
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
何
よ
り
も
手
掛
け
た
も
の
が
社
会

の
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
実
感
を
得
て
う
れ

し
く
思
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
量
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
施
工
す
る
中
で
、
大
学
で
学
ん
だ
基

礎
知
識
が
現
場
で
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
気
づ

き
、
い
さ
さ
か
満
足
感
を
覚
え
た
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
工
事
が
土
木
技
術
者
と
し
て
の
第
一

歩
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
当
時
経

験
し
た
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
現
在
の
私
の
ベ

ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
三
十
五
年
以
上
の
時

を
経
て
、
物
流
の
大
動
脈
で
あ
る
高
架
橋
は

そ
の
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。
今
回
、
執
筆

に
あ
た
り
下
か
ら
見
上
げ
る
機
会
が
あ
り
、

凛
と
し
て
建
つ
高
架
橋
が
皆
の
た
め
に
役
に

立
っ
て
い
る
と
思
え
ば
、
感
慨
深
い
も
の
が

あ
る
。

監
理
技
術
者
と
し
て�

現
場
を
ど
う
運
営
す
る
か

そ
の
後
、
ポ
ン
プ
場
築
造
工
事
、
自
動
車

道
拡
幅
工
事
、
シ
ー
ル
ド
工
事
、
大
深
度
立

坑
工
事
等
い
ろ
い
ろ
な
工
事
に
携
わ
っ
て
き

た
。
現
場
を
こ
な
し
て
い
く
中
、
立
場
も
変

わ
り
業
務
の
内
容
も
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
建

設
業
は
総
合
組
立
生
産
と
い
う
形
態
を
と
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
専
門
業
者
に
担

当
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
束
ね
て
い
く
の
が

元
請
け
業
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
如
何
に

下
請
け
業
者
の
能
力
を
引
き
出
す
か
で
元
請

け
業
者
と
し
て
の
力
量
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
工
事
を
進
め
る
中
で
、
要
と
な
る
の

が
監
理
技
術
者
で
あ
り
、
そ
の
手
腕
が
大
き

く
工
事
の
成
否
に
影
響
を
及
ぼ
す
。私
自
身
、

小
さ
い
時
か
ら
自
分
で
で
き
る
事
は
自
分
で

や
り
た
い
性
分
で
、
他
人
に
頼
む
と
い
う
の

が
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
苦
手
で
、
現
場
運
営

と
い
う
面
に
お
い
て
人
を
使
う
こ
と
に
苦
労

し
た
。

監理技術者からのメッセージ

現場で活躍する監理技術者
～監理技術者講習を活かして～

株式会社鴻池組
東京本店 土木部　植田　純一
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私
は
工
事
の
成
果
の
一
つ
の
『
品
質
』
に

は
「
全
体
の
品
質
」
と
「
個
々
の
品
質
」
が

あ
り
、
前
者
は
成
果
品
と
し
て
納
め
る
品
質

で
あ
り
、
こ
れ
は
後
者
を
足
し
合
わ
せ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。
で
は
「
個
々
の
品
質
」

と
は
何
か
。
例
え
ば
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

で
は
、
大
工
が
型
枠
を
組
み
、
鉄
筋
工
が
鉄

筋
を
組
み
、
土
工
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち

込
ん
で
製
品
を
造
り
上
げ
、
脱
型
し
た
も
の

を
納
め
る
。
こ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
種
で

求
め
ら
れ
る
の
が
「
個
々
の
品
質
」
で
、
こ

れ
ら
は
職
方
の
技
量
に
他
な
ら
な
い
。
す
な

わ
ち
指
導
や
教
育
を
通
し
、
い
か
に
職
方
の

能
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
元

請
け
業
者
の
品
質
管
理
の
重
要
な
仕
事
の
一

つ
で
あ
る
と
思
う
。
口
で
言
う
の
は
簡
単
で

あ
る
が
、
人
を
動
か
す
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
。
結
果
が
求
め
ら
れ
る
以
上
、
甘
い

こ
と
ば
か
り
も
言
っ
て
ら
れ
な
い
。
仕
事
と

割
り
切
っ
て
し
ま
え
ば
そ
う
か
も
知
れ
な
い

が
、
い
か
に
職
方
の
懐
に
飛
び
込
む
か
、
言

い
換
え
れ
ば
「
あ
の
人
の
頼
み
な
ら
仕
方
な

い
、
や
っ
て
や
ろ
う
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

か
で
あ
ろ
う
。
工
程
、
原
価
、
安
全
、
環
境

と
い
っ
た
面
に
お
い
て
も
、
工
事
の
技
術
上

の
管
理
を
司
る
者
で
あ
る
監
理
技
術
者
の
人

と
し
て
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

講
師
、受
講
生
と
し
て
の�

監
理
技
術
者
講
習

監
理
技
術
者
講
習
講
師
は
、
制
度
が
緩
和

さ
れ
民
間
人
に
も
講
師
の
機
会
が
拡
げ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
担

当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
監
理
技
術
者
の
一

人
と
し
て
話
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
先
ず
は

受
講
生
の
立
場
に
な
り
、
で
き
る
だ
け
興
味

が
持
て
る
よ
う
に
説
明
、
話
を
す
る
こ
と
を

心
掛
け
て
い
る
。
受
講
生
は
日
頃
か
ら
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
技
術
者
で
あ
る
の

で
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
に
つ
い
て
基
本
的
に

理
解
し
て
い
る
も
の
と
考
え
、
法
や
規
定
、

制
度
な
ど
が
制
定
や
改
訂
さ
れ
た
意
味
合

い
、
テ
キ
ス
ト
に
書
か
れ
た
思
い
等
も
話
し
、

監
理
技
術
者
と
し
て
何
を
求
め
ら
れ
、
何
が

で
き
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
伝

え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
講
習
で
は
「
か
ん

り
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
。

【
管
理
】と【
監
理
】

「
管
理
」
と
「
監
理
」、
似
た
よ
う
な
熟
語

で
あ
る
が
、「
管
」
に
は
支
配
す
る
、
取
り

仕
切
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
分
か
り
や
す

い
熟
語
と
し
て
空
港
の
管
制
官
が
あ
る
。
ま

さ
し
く
取
り
仕
切
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
一
方
、「
監
」
に
は
見
る
、見
張
る
、

調
べ
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
取
り
締

ま
る
と
い
う
意
味
で
、
監
視
カ
メ
ラ
や

監
修
が
思
い
つ
く
。
す
な
わ
ち
、
監
理

技
術
者
は
現
場
を
取
り
仕
切
る
の
で
は

な
く
、
現
場
に
出
て
取
り
締
ま
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、こ
れ
を
求
め
ら
れ
て

い
る
と
話
し
て
い
る
。

講
習
で
は
、
受
講
生
の
反
応
を
見
な
が
ら

話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
伝
え
よ
う
と

す
る
思
い
と
聞
こ
う
と
す
る
気
持
ち
が
、
対

面
講
習
の
良
い
と
こ
ろ
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

こ
れ
か
ら
の
建
設
技
術
者
へ
の�

ア
ド
バ
イ
ス

現
場
技
術
者
と
し
て
、
設
計
図
書
通
り
に

造
っ
て
納
め
れ
ば
良
い
と
い
っ
た
時
代
は
終

わ
っ
た
。
入
札
段
階
か
ら
知
恵
を
出
し
、
よ

り
良
い
も
の
を
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
て

い
る
の
が
監
理
技
術
者
で
あ
る
。

建
設
業
は
何
か
に
つ
け
厳
し
い
眼
で
見
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
社
会
が
建
設
業
の
役

割
に
関
心
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
、
期
待
を
さ

れ
て
い
る
裏
返
し
で
あ
る
と
受
け
止
め
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
公
共
性
が
高
い
が
ゆ
え
に
、

そ
の
有
難
み
が
実
感
と
し
て
理
解
さ
れ
難
く

当
た
り
前
と
取
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
を
行
う
責
任
と
自
負
を
持
っ

て
、
襟
を
正
し
胸
を
張
っ
て
仕
事
を
推
進
す

る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
か
ら

も
世
間
か
ら
期
待
さ
れ
、
造
っ
た
も
の
に
感

謝
さ
れ
、
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
希
望
が

持
て
る
建
設
業
で
働
く
技
術
者
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
う
。

高架橋全景

橋脚
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那
覇
市
は
沖
縄
県
本
島
の
南
部
に
位
置

し
、
沖
縄
県
の
県
都
で
あ
り
政
治
、
経
済
、

文
化
の
中
心
地
で
す
。
歴
史
的
に
も
海
外
と

の
交
流
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き
た
街
で
も

あ
り
ま
す
。
都
会
的
な
街
並
み
の
中
に
、
首

里
城
公
園
や
識
名
園
な
ど
の
文
化
遺
産
や
、

平
和
通
り
の
よ
う
な
沖
縄
の
風
情
を
残
し
た

市
場
な
ど
が
数
多
く
点
在
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
沖
縄
県
那
覇
市
出
身
で
、
国
立
大

学
法
人
琉
球
大
学
工
学
部
工
学
科
社
会
基
盤

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
に
入
学
し
、
そ
こ
で
土
木

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
防
災
に
つ
い
て
興

味
が
あ
り
、
防
災
に
繋
が
る
イ
ン
フ
ラ
の
設

計
か
ら
維
持
管
理
ま
で
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
知
り
入
学
し
ま
し
た
が
、
入
学
当

初
は
将
来
就
き
た
い
仕
事
が
明
確
に
決
ま
っ

て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
コ
ー

ス
の
友
人
や
教
授
に
恵
ま
れ
、
四
年
間
土
木

に
つ
い
て
学
ん
で
い
く
中
で
、
土
木
は
人
々

の
生
活
を
支
え
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

通
じ
て
、
経
済
活
動
の
活
性
化
等
に
貢
献
す

る
、
と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
分
野
で

あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
の
学
ぶ
土
木
の
分

野
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
将
来
は
土

木
に
携
わ
る
仕
事
に
就
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
は
、
自
分
の
住
む
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

現
在
の
職
場
で
あ
る
那
覇
市
役
所
に
入
庁
し

ま
し
た
。
那
覇
市
役
所
で
は
都
市
み
ら
い
部

道
路
管
理
課
占
用
グ
ル
ー
プ
に
配
属
さ
れ
、

道
路
占
用
許
可
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

道
路
占
用
と
は
、
道
路
上
に
看
板
や
電
柱

な
ど
の
工
作
物
を
継
続
的
に
設
置
す
る
こ
と

を
言
い
ま
す
。
道
路
は
、
経
済
活
動
と
市
民

生
活
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
通
行
に

支
障
の
無
い
よ
う
占
用
物
の
位
置
や
構
造
の

確
認
を
す
る
こ
と
や
、
道
路
の
原
状
復
旧
の

確
認
な
ど
を
し
っ
か
り
行
う
必
要
が
あ
り
、

道
路
占
用
許
可
業
務
は
と
て
も
大
切
な
業
務

の
ひ
と
つ
で
す
。

近
年
で
は
社
会
全
体
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
が

浸
透
し
て
い
る
中
で
、
行
政
に
お
い
て
は
業

務
や
制
度
等
の
あ
り
方
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
那
覇
市
で
も
、
こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル

化
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
推
進
す
る
動
き
が
あ
り
、
当
課
に

お
い
て
も
、
市
民
及
び
事
業
者
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
と
同
時
に
、
手
続
き
に
か
か
る

情
報
を
電
子
デ
ー
タ
で
取
り
扱
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
行
政
運
営
を
効
率
化
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
道
路
占
用
許
可
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
ま
だ
、
す

べ
て
の
占
用
物
が
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
対
象

と
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
度

も
窓
口
に
足
を
運
ば
な
く
て
も
申
請
か
ら
許

可
証
の
受
け
取
り
ま
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
る
申
請
も
あ
り
ま
す
。
何
度
も
窓
口
に
足

を
運
ん
で
い
た
従
来
の
申
請
方
法
と
比
べ
る

と
と
て
も
効
率
的
に
な
っ
て
お
り
、
職
員
側

と
し
て
も
最
近
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
が
進
ん
で

い
る
中
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
あ
れ
ば
許

可
証
交
付
ま
で
可
能
と
な
る
の
で
、
も
っ
と

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
普
及
す
れ
ば
よ
り
働
き

や
す
い
職
場
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
道
路
法
第
三
十
七
条
に

基
づ
く
道
路
占
用
制
限
に
つ
い
て
も
担
当
し

ま
し
た
。
道
路
法
第
三
十
七
条
で
は
、
防
災

上
の
観
点
か
ら
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
の
重
要

な
道
路
に
つ
い
て
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
電

柱
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害

発
生
時
に
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
年
度
は
新
設
電
柱
の
占
用
制
限
に

大城　藤乃
那覇市

土木技師としての
やりがいとこれから

活躍する女性技術者活躍する女性技術者
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つ
い
て
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
私
が
興
味
の

あ
っ
た
防
災
に
少
し
で
す
が
繋
げ
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
の
重
要
な

道
路
に
つ
い
て
既
設
電
柱
に
つ
い
て
も
占
用

制
限
が
広
が
り
、
災
害
に
強
い
那
覇
市
に
し

て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

那
覇
市
役
所
に
採
用
さ
れ
て
二
年
目
に
、

全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
で
「
道
路
管
理
研

修
」
を
受
講
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
道
路

法
や
、
道
路
占
用
、
管
理
瑕
疵
等
の
対
応
策

な
ど
、
道
路
の
適
切
な
管
理
に
つ
い
て
の
基

礎
的
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
自
分
の

担
当
し
て
い
る
道
路
占
用
の
業
務
に
つ
い
て

の
位
置
づ
け
や
目
的
を
再
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

道
路
の
維
持
管
理
や
区
域
管
理
、
承
認
工
事

な
ど
そ
の
他
の
道
路
管
理
の
知
識
ま
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残

っ
た
講
義
は
、「
道
路
計
画
と
道
路
管
理
」

で
す
。
維
持
管
理
の
視
点
も
交
え
た
道
路
計

画
に
つ
い
て
の
講
義
で
、
今
の
道
路
は
、
走

行
時
間
の
短
縮
や
交
通
事
故
の
減
少
に
繋
が

る
道
路
計
画
が
大
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

自
動
運
転
が
実
現
す
る
将
来
は
、
走
行
中
で

も
自
分
の
趣
味
や
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
、
防
災
効
果
や
歩
行
者
が
歩
き
や
す

い
空
間
が
大
事
に
な
っ
て
い
く
と
学
び
ま
し

た
。
社
会
変
化
の
動
向
を
的
確
に
と
ら
え
て

道
路
計
画
を
す
る
こ
と
は
、
維
持
管
理
の
し

や
す
い
道
路
へ
と
近
づ
け
て
い
く
た
め
に
と

て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
研
修
で
は
、
全
国
各
地
か
ら

道
路
管
理
の
業
務
を
し
て
い
る
方
が
受
講
さ

れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
悩
み
を
共

有
す
る
機
会
が
た
く
さ
ん
持
て
ま
し
た
。
女

性
技
師
さ
ん
も
多
く
研
修
に
参
加
さ
れ
て
お

り
、
飲
み
会
や
ラ
ン
チ
な
ど
で
も
交
流
を
深

め
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
女
性
技
師

さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
る
話
を
聞
き
、
私
も
も

っ
と
頑
張
ろ
う
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

る
こ
と
の
で
き
た
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

私
は
市
役
所
で
土
木
技
師
と
し
て
働
い
て

三
年
目
に
な
り
ま
す
。
当
課
は
那
覇
市
が
管

理
し
て
い
る
道
路
の
修
繕
や
除
草
、
街
路
樹

の
剪
定
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
窓
口
業
務

が
非
常
に
多
い
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。
普
段

か
ら
道
路
の
修
繕
依
頼
や
要
望
の
受
付
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
女
性
だ
か
ら
と
土
木
技
師

と
思
わ
れ
な
い
こ
と
や
、「
女
性
に
話
し
て

も
話
に
な
ら
な
い
か
ら
男
性
職
員
と
代
わ
っ

て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
、

悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
周
り
の
先
輩
方
や
上
司
は
私
が
ヘ

ル
プ
を
出
し
た
ら
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
て
フ
ォ

ロ
ー
し
て
く
れ
る
の
で
、
不
便
に
思
っ
た
こ

と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
、「
女
性

職
員
だ
と
相
談
し
や
す
い
ね
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
市
民
に
寄
り
添
っ
て
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
の
は
強
み
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
私
の
目
標
は
、「
女
性
だ
か
ら

話
に
な
ら
な
い
」
と
思
わ
せ
な
い
く
ら
い
の

幅
広
い
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
す
。
市

役
所
の
良
い
と
こ
ろ
は
課
を
異
動
す
る
ご
と

に
新
し
く
知
識
を
習
得
で
き
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
土
木
技
師
と
し
て
働
い
て
三
年
と

ま
だ
ま
だ
経
験
の
浅
い
私
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
は
工
事
な
ど
、
土
木
な
ら
で
は
の
経
験
を

た
く
さ
ん
積
ん
で
、
知
識
豊
富
な
頼
れ
る
職

員
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
、
技
術
士
な
ど
の
資
格
取
得

に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

蓋が落下してしまった不明マンホールの占用者確認

占用申請場所の現場確認

投稿募集 !
当センターの研修を受講された女性技
術者のみなさん！　仕事、講習、家庭
との両立など、みなさんの体験談を、
後に続く女性技術者へのエールとして
弊誌で紹介させてください。自薦多選
は問いません。
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Ⅱ．行政・民間企業を対象とした研修（一般研修）
部
門 研修名 研修

方式 区分 CPD 募集
人数 日数 期間 研修会費

（円/人） 研修概要

事
業
監
理

アセットマネジメント 集 基本 建 40 3 10/22
~24 74,000

アセットマネジメントの実践のための知識を修得するとともに、
社会資本の適切な維持管理に必要な最新技術、構造物の長寿命化
やマネジメントシステムの構築に関する演習や包括的民間委託
などを含む地方公共団体の事例を通じて、アセットマネジメント
の理解を深める。

官民連携（PPP/PFI） 集・ラ 基本 建 40 3 5/14
~16 76,000 官民連携（PPP/PFI）事業に関する最新動向や事例紹介、法務、財務などの基礎を含む実践的講義を通じて必要な知識を修得する。

会計検査指摘事例から
学ぶ 集・ラ 基本 建・技 40 2 1/29

~30 51,000
会計検査指摘事例をもとに、公共工事の設計・積算・施工及び契約
の留意点を学び、公共工事をより的確に実施していくうえで必要
な知識と技術を修得する。

施
工
管
理

土木施工管理 集・ラ 基本 建・技 70 3 7/16
~18 74,000 施工計画、工程管理、品質管理、安全管理の基本と発注者から見た監督・検査等の実務に役立つ知識を修得する。

コンクリート構造物の
維持管理・補修 オン 応用 土 － 20 11/10

~29 72,000 コンクリートの劣化変状、調査手法、耐久性診断等、コンクリート構造物の維持管理・補修に関する専門的知識を修得する。
若手建設技術者のため
の施工技術の基礎 オン 基本 土 － 20 5/12

~31 77,000
施工計画の作成・運用・管理や仮設構造物施工上の留意点など、発
注者、受注者を問わず、知っておくべき現場施工技術の基礎知識
を修得する。

仮設構造物の
計画・設計・施工 集 基本 建・技 40 4 10/21

~24 77,000
土留め工、仮締切り工、仮桟橋、路面覆工、型枠支保工の計画・設計・
施工に関する講義に加え、事例紹介・演習を通じて、総合的な知識
と技術を修得する。

土木技術のポイントA
（計画・設計コース） 集・ラ 応用 建・技 50 4 9/16

~19 87,000
土木工事において適切な目的物を完成させるため、計画から調査、
設計等にいたる専門的知識と実務上のポイントについて、短期的
に幅広く修得する。

土木技術のポイントB
（施工・監督・検査コー
ス）

集・ラ 応用 建・技 40 3 10/15
~17 76,000

土木工事において適切な目的物を完成させるため、施工、監督、検
査等の専門的知識と実務上のポイントについて、短期的に幅広く
修得する。

構造計算の基礎 集 基本 建・技 50 3 5/7
~9 77,000 構造力学の基礎と手計算の演習やPCによる構造計算を体験し、設計の考え方を修得する。

盛土工の基本 集・ラ 基本 建・技 40 3 9/29
~10/1 76,000 道路土工等の基本である盛土工の計画、設計、施工、維持管理までの基本的な知識を修得する。

ICT施工のポイント 集・ラ 基本 建・技 50 4 9/9
~12 88,000 ICT（情報通信技術）施工について、導入、活用方法を含め、基本的な知識を修得する。

土木構造物の設計の
基本・演習 オン 基本 土 － 10 10/6

~15 33,000 土木構造物の設計の基本、成果品のチェックポイント及び演習を交えて、仮設構造物及び構造物の設計の基本的知識を修得する。
若手職員のための
建設工事のポイント
（土木コース） オン 基本 － 20

7/2
~21

81,000
土木コース、建築コースにより、建設工事に携わる者に必要な法律、
制度、工事のプロセス・マネジメント等に関する基礎知識を修得
する。若手職員のための

建設工事のポイント
（建築コース）

7/22
~8/10

コンクリート構造物
メンテナンスの基本 集・ラ 基本 建・

技・土 40 3 7/16
~18 69,000

日常的な維持管理業務や詳細点検等においても適切かつ柔軟に
対応できるようにコンクリート構造物の維持管理の基礎的な知
識と技術を修得する。

はじめての土木 集・ラ 基本 建・
技・土 50 4 6/10

~13 88,000
各土木構造物の準備工から完成までの施工の流れを、わかりやす
いイラストを使いながら視覚的に理解し、土木の世界の魅力を学
びながら、基本的な知識を修得する。

土
質・地
質

地質調査 集・ラ 基本 建・技 40 3 4/22
~24 77,000

地質調査に係わる調査計画や積算、調査手法において、防災、リス
クマネジメントの視点を採り入れながら、最新の知識、技術を短
期間で体系的に修得する。

やさしい土質力学の
基礎 集・ラ 基本 建・技 40 3 6/25

~27 77,000 土木施設の計画・設計・施工管理に必要となる土（地盤）の基本的な力学的性質・性状を学び、実務に役立つ基礎知識を修得する。
土質設計計算
（基礎講座） オン 基本 － 10 7/22

~31 31,000 擁壁、直接基礎、杭基礎等の講義・解説を通じて、構造物基礎の設計に役立つ基礎知識と技術を修得する。

土質設計計算 集・ラ 基本 建・技 40 4 9/2
~5 80,000

柱状図の見方や土質定数の考え方の講義・解説とともに、直接基
礎、杭基礎等の設計計算演習等を通じて、構造物基礎の設計に役
立つ知識と技術を修得する。

防
　
災

地域の浸水対策 集・ラ 基本 建 40 3 5/21
~23 70,000

近年頻発しているゲリラ豪雨等による浸水被害に対して、地域に
おける総合的な雨水排水対策を推進するために必要な幅広い事
業施策に関する知識を修得する。

土木構造物耐震技術 集・ラ 応用 建・技 40 3 12/3
~5 79,000

耐震技術の現状、地震による構造物の揺れと設計地震動や液状化
対策等の知識を得るとともに、橋梁を中心に各種土木構造物の耐
震設計及び既設構造物耐震診断と補強に関する専門知識を修得
する。

斜面安定対策 集・ラ 応用 建・技 40 3 11/26
~28 75,000

斜面安定対策に関する講義や演習（斜面安定解析・抑止工）を通じ
て、基本から調査、設計、施工及び維持管理までの技術について専
門的知識を修得する。

水害対応タイムライン 集・ラ 基本 建・技 40 3 11/26
~28 74,000 流域タイムラインの全国普及を踏まえ、気象警報、避難情報及び水害対応タイムライン（防災行動計画）の活用方法を修得する。

地すべり防止技術 集 基本 建・技 40 5 5/19
~23 105,000

地すべりなどの斜面災害の予防・対策のための計画・調査・施工管
理などについて、基礎的な考え方から応用まで幅広く学び、個人
による課題演習や現地研修を通じ実務的な専門知識を修得する。

水災害対策
（危機管理と流域治水） 集・ラ 基本 建・技 40 3 1/21

~23 79,000 自治体等における水災害対応や流域治水の取り組み事例を参考に、今後の防災・減災や復旧対策に必要なノウハウを修得する。
ト
ン
ネ
ル

トンネル工法（NATM）
集

基本 建・
技・土

40 5 11/17
~21 96,000 トンネル標準示方書等に基づき、NATMの計画、調査、設計、施工、

施工管理、維持管理等、基本から応用までの知識と技術を修得する。ラ － 4 11/20
除く 86,000
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令和7年度　研修計画一覧
※研修方式の記載　　集＝集合研修　　ラ＝ライブ研修　　オン＝オンデマンド研修　　 研修は、令和7年度新規研修です。
※研修を内容で2つに「区分」し、「基本」は基本的なことを、「応用」は専門的なことを学べる研修としています。
　「応用」については、当該業務等に携わっていれば十分理解できる内容となっています。
※建設系CPD申請予定　�建＝（一社）建設コンサルタンツ協会　　技＝（一社）全国土木施工管理技士会連合会�

都＝（公社）日本都市計画学会　　土＝（公社）土木学会　　補＝（一社）日本補償コンサルタント協会
　ライブ研修は、全国土木施工管理技士連合会の継続教育（CPDS）認定プログラムではありません。
※�募集人数は、集合研修の定員です。一部を除きライブ研修、オンデマンド研修に定員はありません。オンデマンドの日数は配信
期間です。
※研修会費は、消費税を含んだ金額を表示しています。

Ⅰ．行政関係を対象とした研修（行政研修）＝独立行政法人等の方も含みます。
部
門 研修名 研修

方式 区分 募集
人数 日数 期間 研修会費

（円/人） 研修概要

事
業
監
理

公共工事契約実務 集・ラ 基本 40 3 9/1
～3 74,000 入札・契約制度及び公共工事契約実務を行う上で必要な関連諸法規（民法、建設業法、倒産処理法）等のポイントを学ぶ。

総合評価方式の活用 オン 応用 － 20 8/12
~31 58,000

総合評価方式の最近の動向、実施手順、評価基準・評価項目・配点
の設定を学び、課題演習で発注者として審査シミュレーション
を体験することで、実践的な知識を修得する。

施
工
管
理

土木工事積算 集 基本 60 4 5/27
~30 73,000

最近の動向や機械施工の歩掛り・損料等を学ぶとともに、土工、
仮設工、舗装工など積上型積算演習と施工パッケージ型演習を
通じて実践に即した積算技術を修得する。

土木工事監督者 集 基本 40 4 6/10
~13 77,000

発注機関の監督者として、現場での監督・技術検査のあり方、工程・
品質・安全等現場管理の具体的手法等について基本的な考え方
を修得する。

品質確保と検査 集 応用 40 4 8/19
~22 88,000

品確法施行後の重点項目や課題について、監督・検査を中心に、
設計の適正化、粗雑工事・安全対策など公共土木工事の品質確保
に関する知識を幅広く修得する。

防
災 災害復旧実務 集 応用 30 4 5/20

~23 90,000 災害復旧事業の採択ルール、各種工法、設計積算、復旧事例等の講義により、災害復旧事業に必要な実践的知識と技術を修得する。
河
川・

ダ
ム ダム管理（管理職） 集 応用 40 3 4/23

~25 70,000 危機管理広報、機器トラブル対応、ダムの安全管理、異常洪水時防災操作など、ダムの管理職員に役立つ知識を修得する。
道
　
路

道路管理 集・ラ 基本 40 4 9/9
~12 91,000

道路管理の法制度、道路占用、管理瑕疵等の諸問題への対応方策
などを中心とした講義により、道路管理に必要な基本的知識を
修得する。

橋
梁

道路管理者のための
橋梁維持補修 集・ラ 基本 40 3 9/17

~19 77,000 橋梁の維持管理に必要な補修・補強の留意点等の知識を修得する。

都
　
市

開発許可Ⅰ
集・ラ 基本 各30 4

6/24
~27

76,000
開発許可に関する事務の基礎から実務での指導など、講義や事
例をもとに、開発許可をより的確に行うための実務的な知識を
修得する。開発許可Ⅱ 9/16

~19

開発許可専門 集 応用 40 3 10/29
~31 72,000 専門的な開発許可に伴う審査の実務に関して、開発許可を的確に行うために必要な実践的知識を修得する。

宅地造成及び
特定盛土等規制法
（盛土規制法）

集
基本

60 4 7/29
~8/1 89,000

制度概要、基礎調査や区域指定、許可・検査、違反是正等に関する
実務について必要な知識を修得する。

ラ － 3 7/29
~31 79,000

建
　
築

建築基準法（建築物の
監視） 集・ラ 応用 50 5 6/2

~6 105,000 違反建築物の措置事例を中心に監視業務について学ぶとともに、違反建築物の指導に必要な実務的知識を修得する。

公共建築工事積算 集 基本 50 5 10/6
~10 102,000 公共建築工事積算基準に基づき、演習を通じて建築工事積算の実践力を養う。

公共建築設備工事積算
（電気） 集 基本 50 3 11/5

~7 71,000 公共建築工事積算基準に基づき、演習を通じて建築設備工事積算（電気）の実践力を養う。

建築物の
環境・省エネルギー オン 基本 － 10 10/20

~29 35,000
地球温暖化対策の法制度、SDGs、ZEB、カーボンニュートラル、
LCEM、そしてウェルネスオフィスなどの講義を通じて、官公庁
施設の環境品質の向上について幅広い知識を修得する。

建築工事監理Ⅰ
集 基本 各60 5

6/30
~7/4

107,000 公共建築工事における監督業務や工事監理を行う上で必要な基礎的知識と技術を修得する。
建築工事監理Ⅱ 9/29

~10/3

建築設備改修 集 基本 40 3 7/23
~25 79,000

建築設備改修工事の老朽更新、耐震等を目的として改修の調査・
計画・設計等を学ぶとともに、課題演習等により設備改修に必要
な基本的知識を修得する。

建築設備工事監理 集・ラ 基本 40 3 5/26
~28 73,000

機械設備、電気設備の工事監理に必要な設計・施工のポイント、
事例を通じた改修の留意点や保全業務等について、基本的知識
と技術を修得する。

建築改修積算の基本 集 基本 40 3 8/27
~29 75,000 建築改修工事等の積算について必要な数量の算出や拾い、歩掛かり、集計表、内訳書作成等の知識を修得する。
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部
門 研修名 研修

方式 区分 CPD 募集
人数 日数 期間 研修会費

（円/人） 研修概要

都
　
市

都市再開発
集

基本 建・都
40 4 6/3

~6 91,000 都市再開発に関する法令、助成制度など、事業の進め方及びその
事例紹介や権利変換に関する演習を通じて、再開発の企画・実施
に必要な知識を修得する。ラ 40 3 6/3

~5 81,000

宅地造成技術講習 集 120 5 7/14
~18 72,000

宅地開発等に関する技術と知識を修得する。
※本講習で、所定の教科目を受講し、考査に合格した者は、宅地開
発等の10年以上の実務経験があれば、土木・建築・都市計画・造園
に関する学校の専門課程を卒業していなくても、都市計画法第31
条並びに宅地造成及び特定盛土等規制法第13条第2項及び第31
条第2項に定める設計者の資格を取得できる。
（都市計画法並びに宅地造成及び特定盛土等規制法に基づく国土
交通大臣登録講習）

区画整理 集・ラ 基本 建・都 40 5 7/7
~11 96,000

土地区画整理事業に関する法令、助成制度、事業の進め方等の講
義や、土地評価・換地設計のチェックポイントなど、演習を通じて
実務に必要な知識を修得する。

街路 集 基本 建・都 40 4 5/13
~16 84,000

街路事業に関する基本的な知識から周辺市街地との一体的整備、
先進的な取組事例の紹介など演習を通じて事業推進に必要な知
識を修得する。

交通まちづくり
集

基本 建・都
40

3 11/4
~6

79,000 都市交通に関する交通施設整備やそれを活用したソフト施策に
よる総合的な都市交通施策について、計画立案に関する講義など
を通じて学び、まちづくりに必要な知識を修得する。ラ － 69,000

公園・都市緑化
集

基本 建・都
40 4 10/28

~31 81,000 都市環境の改善及び都市の防災性の向上等に資する都市公園・緑
地のあり方や適切な維持管理等に関する総合的な知識を修得する。ラ － 3 10/28

~30 71,000

下水道 集・ラ 基本 建・技 40 3 9/24
~26 76,000

管路のストックマネジメント計画・総合地震対策などの国の施策
や、管路の整備・点検等の知識及び業務上の問題点等の解決に役
立つ下水道の基本的知識を修得する。

景観まちづくり 集・ラ 応用 都 30 4 7/15
~18 81,000 景観形成によるまちづくりを進めるため、景観誘導、屋外広告物対策などの景観行政に関する総合的・実践的な知識を修得する。

コンパクト・プラス・
ネットワーク 集・ラ 基本 建・都 40 3 5/7

~9 70,000
都市再生特別措置法に基づく立地適正化計画制度や支援措置等
を中心として「コンパクトなまちづくり」を進める上で必要な知
識を修得する。

公共空間デザイン・
マネジメント オン 応用 都・土 － 10 9/16

~25 36,000 公共空間デザインとその実現に向けたマネジメントの方法や手法について修得する。

景観とデザイン 集・ラ 応用 都 30 2 6/4
~5 60,000

景観形成に関する基礎的な理論や技法について実例とともに解
説して地域の景観や公共空間デザインの質の向上に向けた景観
デザイン関連制度（景観計画やコンペ・プロポーザル等）の効果的・
実践的な運用に関する知識を修得する。

建
　
築

建築設計 集 基本 40 5 12/1
~5 96,000

建築設計に関する品質確保や環境への配慮など最近の動向を学
ぶとともに、建築設計に関する演習を通じ、必要な基礎的知識を
修得する。

建築構造 集 基本 40 5 9/1
~5 109,000

建築物の構造設計に関する基本事項のほか、仕様と設計図書の
チェックポイント、構造計算演習等について基本的な知識を修得
する。

木造建築物の
設計・施工のポイント 集・ラ 基本 40 3 11/26

~28 74,000
木の特性と木質材料や木造建築における構造・耐震・防耐火性能
に関する講義や取り組み事例を通じ、計画・設計等の技術的ポイ
ントについて必要な知識を修得する。

建築改修 集・ラ 基本 40 4 10/14
~17 84,000 建築改修に関する基本的な知識を修得する。

建築設備（電気） 集 基本 40 5 11/17
~21 101,000 建築物に係る電気設備の計画・設計等について講義・演習を通じて実務的な知識を修得する。

建築設備（空調） 集 基本 40 5 10/27
~31 114,000 建築物に係る空調設備の計画・設計等について講義・演習を通じて実務的な知識を修得する。

公共建築プロジェクト
マネジメント オン 基本 － 10 6/9

~18 37,000
公共建築工事に携わる者として最低限知っておきたい改正品確
法を始めとする関係法令、公共建築工事発注者のあり方や法的リ
スクなどの知識を修得する。

建築工事のポイント 集・ラ 基本 40 3 6/18
~20 77,000 建築工事における施工管理、基礎工事、コンクリート工事、構造、設備、工事監理について、設計・施工に必要な基本的知識を修得する。

建築物の維持・保全 集 応用 40 4 1/13
~16 95,000

公共建築物の維持・保全に関し、施設保全の事例紹介や中長期保
全計画の演習等を通じて、建築保全業務に必要な実務的知識を修
得する。

建築確認実務Ⅰ
集・ラ 応用 各40 4

6/10
~13 75,000

建築基準法をはじめ、消防法など関連する法令の知識を修得する
とともに、建築確認において問題となる事例の講義を通じ、実務
能力の向上を図る。建築確認実務Ⅱ 10/14

~17
BIM 集 基本 30 2 9/25

~26 57,000 BIMモデル作成のマネジメントに関する基本的な考え方や留意事項、運用事例を学び、モデリング利活用について修得する。
建築設備改修
（基礎講座） オン 基本 － 10 6/18

~27 33,000 建築設備改修の基本的知識を修得する。
建築基準法
（単体規定と集団規定） オン 基本 － 20 5/12

~31 55,000 建築基準法の「単体規定」と「集団規定」に関する基礎的知識を修得する。
住
　
宅

空き家対策 集・ラ 基本 建・都 40 2 7/24
~25 64,000

「空家等対策の推進に関する特別措置法」及び各種制度の概要か
ら、事例紹介を通じて、生活環境の保全と複雑な問題が絡み合う
空き家問題の解決に向けた知識を修得する。

令和7年度　研修計画一覧
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部
門 研修名 研修

方式 区分 CPD 募集
人数 日数 期間 研修会費

（円/人） 研修概要

土
地・用
地

用地基礎（基礎講座） オン 基本 補 － 10 12/1
~10 44,000 用地事務全般の理論と実務に加え、民法等関係法規を含めた基礎知識を修得する。

用地基礎 集・ラ 基本 補 40 5 5/12
~16 85,000

用地取得及び損失補償等、用地事務全般の理論と実務に加え、民
法等関係法規及び用地取得マネジメントも含めた基本的な知識
を修得する。

用地事務
（建物・営業・その他
補償）

集
応用 補

40
4 7/1

~4
70,000 建物補償、営業補償、その他補償制度等の講義と演習を通じ、用地

補償に関する実務的な知識を修得する。ラ － 68,000

用地事務（土地） 集 基本 補 40 5 11/10
~14 85,000 用地事務補償制度の概要、民法、土地収用法、土地評価等の用地取得に関する基本的な知識を修得する。

用地職員のための
法律実務 集・ラ 応用 補 40 3 7/30

~8/1 77,000
「民法」、「公共用地取得に係る税制」、「不動産登記法」等に重点を
置き、各法規の解釈や、事例を中心とした講義、演習を行うことに
より、実務に必要な専門知識を修得する。

不動産鑑定・地価調査 集 基本 補 40 3 6/25
~27 76,000

不動産鑑定評価基準や国土利用計画法に基づく地価調査、価格審
査、適正な地価の形成に寄与する土地等の評価に関する総合的な
基礎知識を修得する。

河
川・ダ
ム

河川構造物設計 集 基本 建・技 50 4 7/8
~11 83,000

治水・利水に加えて、環境にも配慮した河川構造物を設計するため、
基礎工・擁壁・樋門の設計について、基本から応用までの幅広い知
識と技術を修得する。

河川整備計画・
事業評価 集・ラ 応用 建・技 40 4 8/26

~29 78,000 河川整備計画、事業評価等に関する実務的知識を修得する。

ダム管理 集 基本 建・技 40 5 11/10
~14 107,000

ダムの維持管理、点検整備に関する講義、ダムシミュレータ装置
による洪水時操作、異常洪水時防災操作の計画書作成等幅広くダ
ム管理に必要な知識を修得する。

ダム操作実技訓練 集 基本 48 各
3日

12/3
~計
8回

77,000
計画規模を超える洪水時にも対処できるように、異常洪水時防災
操作の計画書作成やダムシミュレータ装置によるダム操作の疑
似体験により、異常洪水時防災操作を修得する。

ダム管理主任技術者
（学科）研修

集 120

5 4/14
~18 107,000

学科及びダムシミュレータ装置を使用した実技訓練教科により、
ダムの管理に必要な知識及び技能を修得する。
※本研修で、学科及び実技訓練教科の効果測定に合格した者は、
河川法第50条に基づく管理主任技術者の資格認定の申請に係わ
る実務経験年数の短縮ができる。
（河川法施行規則第27条の2第2号の規定に基づく国土交通大臣
登録研修）

ダム管理主任技術者
（実技）研修

各
3日

5/12~
計22回 82,000

砂
防・海
岸

砂防等計画設計 集 応用 建・技 40 4 5/27
~30 83,000 砂防等施設の計画・設計を的確に進めるため、演習を中心として必要な理論及び設計手法等に関する専門的な知識を修得する。

土砂災害対策 集・ラ 基本 建・技 40 3 9/10
~12 74,000

土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の設定や警戒避難
体制の強化手法を学ぶとともに、事例紹介を通じ、土砂災害のソ
フト対策に関する知識を短期間で修得する。

海岸技術の実務 集 基本 建・技 40 3 11/5
~7 74,000

海岸工学の基礎を始め、海岸調査のポイント、海岸構造物の設計・
施工・維持管理に関する技術、海岸侵食など最近の諸問題について、
実務のポイントとなる知識を修得する。

道
　
路

道路整備施策 集・ラ 応用 建・技 40 3 7/9
~11 72,000 道路事業に関する国の施策や制度等について総合的な最新知識を修得する。

市町村道 集・ラ 基本 建 40 3 10/20
~22 77,000 市町村道の計画、設計、整備等において、まちづくりのあり方、道路整備のための諸制度を含めた基本的な知識を修得する。

舗装技術
集

応用 建・技
40 4 7/22

~25 84,000 道路舗装工事に関する施工管理、維持管理、建設資源としての舗
装材のリサイクル、環境負荷低減技術などについて知識と技術を
修得する。ラ － 3 7/22

~24 74,000

道路構造物設計演習 集・ラ 基本 建・技 60 3 8/20
~22 77,000 道路構造物の擁壁、ボックスカルバート、土留め支保工に関する計画・設計の基本的な知識を演習を通じて修得する。

わかりやすい
道路計画・設計演習

集 基本 建・技 40 5 10/6
~10 106,000 道路の計画・設計に関し、道路及び交差点の計画・設計演習（個人・グループ演習）を通じて、基本的な知識を修得する。ラ 30

道路構造物維持管理 集・ラ 基本 建・技 40 3 5/7
~9 81,000 道路構造物の点検・損傷・補修・補強等の維持管理について必要な知識を修得する。

橋
　
梁

橋梁設計（基本講座） オン 基本 － 10 6/4
~13 21,000 橋梁設計に必要な基礎知識を修得する。

橋梁設計 集 基本 建・技 50 5 8/25
~29 107,000 橋梁の設計に必要な理論及び設計手法等に関する知識を修得する。

鋼橋設計・施工 集・ラ 基本 建・
都・土 50 3 1/21

~23 73,000 鋼橋の計画・設計・製作・架設・維持補修等に関する総合的な知識を修得する。
PC橋の設計・施工 オン 基本 － 20 7/2

~21 73,000 設計・施工から積算まで、PC橋に関する基本的知識・技術を修得する。
PC橋の維持管理 オン 応用 － 20 11/10

~29 73,000 PC橋の補修・補強工法、積算、点検や非破壊検査まで、PC橋の維持管理に関する専門的・実践的技術を修得する。

都
　
市

都市計画の基礎 集 基本 建・都 30 4 4/22
~25

94,000 都市計画の考え方や関連する事業等について事例をもとに基本
的な仕組みを修得する。ラ － 89,000

都市計画（入門コース）
集

基本 建・都
30 5 6/16

~20 107,000 都市計画に関する法令や制度についての講義、制度の活用方策や
先進的なまちづくりの事例紹介を通じて、都市計画行政に必要な
基本的知識を修得する。ラ － 4 6/16

~19 97,000

都市計画（応用コース）
集

応用 建・都
30 5 11/17

~21 107,000 都市計画に関する法令や制度について、講義及びまちづくりの演
習を中心に、都市計画行政に必要な専門的・実践的知識を修得する。ラ 20 4 11/18

~21 97,000
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種 

目 受検区分 受 検 資 格 申込受付期間 試験日 試 験 地 合格発表日

電
気
通
信
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

１級 第一次検定 受検年度中における年齢が19歳以上の
者。

５月7日㈬から
５月21日㈬まで 9月7日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
金沢・名古屋・大阪・広島・
高松・福岡・熊本・那覇

1０月9日㈭

１級 第二次検定 第一次検定合格後、所定の実務経験を
有する者。

５月7日㈬から
５月21日㈬まで

※3
12月7日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

令和8年
３月4日㈬

２級 第一次検定
（前期試験）

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

３月５日㈬から
３月19日㈬まで ６月1日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

7月1日㈫

２級 第一次検定
（後期試験）

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

7月8日㈫から
7月22日㈫まで 11月1６日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・静岡・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

令和8年
1月５日㈪

２級 第一次検定・
第二次検定

1級第一次検定又は2級第一次検定合格
後、所定の実務経験を有する者。
電気通信主任技術者試験合格後又は資
格者証交付後、実務経験1年以上。（別
途1級又は２級第一次検定に合格する
ことが必要）

7月8日㈫から
7月22日㈫まで

※4
11月1６日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・静岡・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

第一次検定
令和8年
1月５日㈪
第二次検定
令和8年
３月4日㈬

造
園
施
工
管
理
技
術
検
定

１級 第一次検定 受検年度中における年齢が19歳以上の
者。

５月7日㈬から
５月21日㈬まで 9月7日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

1０月9日㈭

１級 第二次検定 第一次検定合格後、所定の実務経験を
有する者。

５月7日㈬から
５月21日㈬まで

※3
12月7日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

令和8年
３月4日㈬

２級 第一次検定
（前期試験）

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

３月５日㈬から
３月19日㈬まで ６月1日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

7月1日㈫

２級 第一次検定
（後期試験）

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

7月8日㈫から
7月22日㈫まで 11月1６日㈰

札幌・青森・仙台・宇都宮･
東京・新潟・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

令和8年
1月５日㈪

２級 第一次検定・
第二次検定

1級第一次検定又は2級第一次検定合格
後、所定の実務経験を有する者。

7月8日㈫から
7月22日㈫まで

※4
11月1６日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・名古屋・大阪・
広島・高松・福岡・鹿児島・
那覇

第一次検定
令和8年
1月５日㈪
第二次検定
令和8年
３月4日㈬

技
術
検
定

土
地
区
画
整
理
士

学科試験・
実地試験

学歴又は資格により所定の実務経験を
有する者。
（学科試験免除者は、実地試験を受検）

５月7日㈬から
５月21日㈬まで 9月7日㈰ 東京・名古屋・大阪・福岡 12月12日㈮

※3　�［新受検資格による新規申込］については、インターネットから上記期間内に手続きをしてください。手続き後、別途申請に必要な書類の郵送締切は5月
23日㈮（消印有効）です。

※4　�［新受検資格による新規申込］については、インターネットから上記期間内に手続きをしてください。手続き後、別途申請に必要な書類の郵送締切は7月
24日㈭（消印有効）です。

一般財団法人 全国建設研修センター 試験業務局 ホームページアドレス：https://www.jctc.jp/exam
●土木施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（土木試験課）� ☎ 042（300）6860（代）
●管工事施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（管工事試験課）� ☎ 042（300）6855（代）
●電気通信工事施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（電気通信工事試験課）� ☎ 042（300）0205（代）
●造園施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（造園試験課）� ☎ 042（300）6866（代）
●土地区画整理士技術検定〈学科及び実地試験〉（区画整理試験課）� ☎ 042（300）6866（代）

お
問
い
合
わ
せ
先

70



種 

目 受検区分 受 検 資 格 申込受付期間 試験日 試 験 地 合格発表日

土
木
施
工
管
理
技
術
検
定

１級 第一次検定 受検年度中における年齢が19歳以上の
者。

３月21日㈮から
4月4日㈮まで 7月６日㈰

札幌・釧路・青森・仙台・
東京・新潟・名古屋・
大阪・岡山・広島・高松・
福岡・鹿児島・那覇

8月14日㈭

１級 第二次検定

第一次検定合格後、所定の実務経験を
有する者。
技術士第二次試験合格後、所定の実務
経験を有する者。

３月21日㈮から
4月4日㈮まで

※1
1０月５日㈰

札幌・釧路・青森・仙台・
東京・新潟・名古屋・
大阪・岡山・広島・高松・
福岡・那覇

令和8年
1月9日㈮

２級 第一次検定
（前期試験）
〔種別：土木〕

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

３月５日㈬から
３月19日㈬まで ６月1日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・
高松・福岡・那覇

7月1日㈫

２級 第一次検定
（後期試験）
〔 種別：土木・ 

鋼構造物塗装・
薬液注入〕

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

7月2日㈬から
7月1６日㈬まで 1０月2６日㈰

（種別：土木）
札幌・釧路・青森・仙台・
秋田・東京・新潟・富山・
静岡・名古屋・大阪・松江・
岡山・広島・高松・高知・
福岡・熊本・鹿児島・那覇
（種別：鋼構造物塗装・
薬液注入）
札幌・東京・大阪・福岡

12月３日㈬

２級 第一次検定・
第二次検定

〔 種別：土木・ 
鋼構造物塗装・
薬液注入〕

1級第一次検定又は2級第一次検定合格
後、所定の実務経験を有する者。
技術士第二次試験合格後、所定の実務
経験を有する者。

7月2日㈬から
7月1６日㈬まで

※2
1０月2６日㈰

（種別：土木）
札幌・釧路・青森・仙台・
秋田・東京・新潟・富山・
静岡・名古屋・大阪・松江・
岡山・広島・高松・高知・
福岡・鹿児島・那覇
（種別：鋼構造物塗装・
薬液注入）
札幌・東京・大阪・福岡

第一次検定
12月３日㈬
第二次検定
令和8年
2月4日㈬

管
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

１級 第一次検定 受検年度中における年齢が19歳以上の
者。

５月7日㈬から
５月21日㈬まで 9月7日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

1０月9日㈭

１級 第二次検定 第一次検定合格後、所定の実務経験を
有する者。

５月7日㈬から
５月21日㈬まで

※3
12月7日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

令和8年
３月4日㈬

２級 第一次検定
（前期試験）

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

３月５日㈬から
３月19日㈬まで ６月1日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

7月1日㈫

２級 第一次検定
（後期試験）

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

7月8日㈫から
7月22日㈫まで 11月1６日㈰

札幌・青森・仙台・宇都宮・
東京・新潟・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

令和8年
1月５日㈪

２級 第一次検定・
第二次検定

1級第一次検定又は2級第一次検定合格
後、所定の実務経験を有する者。

7月8日㈫から
7月22日㈫まで

※4
11月1６日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・名古屋・大阪・
広島・高松・福岡・鹿児島・
那覇

第一次検定
令和8年
1月５日㈪
第二次検定
令和8年
３月4日㈬

令和7年度　技術検定のご案内 （�令和6年度から令和10年度までの間は経過措置期間とし�
第二次検定は、旧受検資格と新受検資格の選択が可能）

※1　�［新受検資格による新規申込］については、インターネットから上記期間内に手続きをしてください。手続き後、別途申請に必要な書類の郵送締切は4月8
日㈫（消印有効）です。

※2　�［新受検資格による新規申込］については、インターネットから上記期間内に手続きをしてください。手続き後、別途申請に必要な書類の郵送締切は7月
18日㈮（消印有効）です。
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一　　般
財団法人 全国建設研修センター

〒187-8540 東京都小平市喜平町2-1-2

https://www.jctc.jp/
当センターのホームページでWEBセミナーの
サンプル動画を視聴できます。

問合わせ時間 ： 9:30～16:30（土日祝のぞく）
お気軽にお問合わせください。

03-3352-6502

お問合わせ先

建設関係者のためのスキルアップ講習建設関係者のためのスキルアップ講習

■いつでもどこでも受講可能（スマートフォン対応）
■自分の理解度にあわせて繰り返し学習可能
■講義資料を視聴サイトよりダウンロードが可能

■いつでもどこでも受講可能（スマートフォン対応）
■自分の理解度にあわせて繰り返し学習可能
■講義資料を視聴サイトよりダウンロードが可能

リカレント教育に
是非！

リカレント教育に
是非！

WEBセミナー（eラーニング方式）WEBセミナー（eラーニング方式）

CPDS認定セミナー
（一社）全国土木施工管理技士会連合会

視聴時間：約4時間

今日、建設現場の施工管理に欠
かせない環境管理のために知っ
ておかなければならない環境関
係法令のポイントをわかりやす
く解説します。

視聴時間：約4時間

工事関係者が必ず知っておかな
ければならない安全管理の基
礎から、労働安全衛生法令のポ
イントを解説します。

Aコース Bコース

視聴時間：約4時間45分

知らず知らずのうちに違反して
いるかもしれない「建設業法」を、
法律の基礎から、建設業許可、
契約、技術者配置など、わかりや
すく解説します。

Cコース

＊上記各コースは、令和7年3月末の法令等に基づき作成しております。

建設関係者必須 ！

建設現場で環境問題を
起こさないために

「労働安全衛生法」に
違反しないために

「建設業法」に
違反しないために

最新版 最新版 最新版

※視聴期間は、初回視聴（初回ログイン）
　より2週間です。2025年4月9日（水）～2026年3月20日（金）視聴期間令和7年度

ご活用くださいご活用ください
社員教育 新人教育

令和6年建設業法等
改正に対応
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1号から153号までのバックナンバーをHPに掲載！
気になる号、懐かしい号など、どの号も全ページ
PDFでご覧いただけます。

https://www.jctc.jp/backnumber/

全ての号をご覧いただけます。

「国づくりと研修」をご覧になったご感想、ご意見をお寄せください。また、
気になったテーマやおもしろかった記事、今後取り上げて欲しいテーマなども
お寄せください。



監理技術者講習のご案内

【お申込み・お問合せ先】
一般財団法人 全国建設研修センター
事業推進室　講習部
TEL 042-300-1741

監理技術者講習テキスト

「監理技術者必携 令和7年版」の内容
第１章　建設業の現状と監理技術者
第２章　建設工事における技術者制度及び法律制度
第３章　施工計画と施工管理
第４章　建設工事における安全衛生管理
第５章　建設工事における環境保全
第６章　建設技術の動向

令和 7 年 3月 30 日発行Ⓒ
編　　集 『国づくりと研修』編集小委員会

東京都小平市喜平町 2‒1‒2
〒187‒8540 TEL042（300）2488

  FAX042（327）0925
発　　行 一般財団法人全国建設研修センター

東京都小平市喜平町 2‒1‒2
〒187‒8540 TEL042（321）1634

印　　刷 TOPPANクロレ株式会社

「講習修了履歴」と「資格者証」

信用と実績のある
当センターの「監理技術者講習」の特徴

信用と実績のある
当センターの「監理技術者講習」の特徴

国土交通大臣登録
講習実施機関 『監理技術者講習』の受講

国土交通大臣登録講習実施機関（登録番号第1号）

全国建設研修センター一　　般
財団法人

監理技術者講習
修了履歴（シール化）交付

工事現場の
「監理技術者」
になることができます。

の両方を取得

『講習修了履歴』
『資 格者 証』
『講習修了履歴』
『資 格者 証』

全都道府県 72都市で実施全都道府県 72都市で実施 今すぐアクセス!!

●現場経験豊富な講師が最新の情報を直接講義する対面講習です。
●建設業法、品確法及び建設工事における安全管理、環境保全、

新技術動向を重点的にまとめたテキスト（毎年更新）。
●建設関係の最新の情報を提供する補足テキスト（3ヶ月毎に更新）。

※講師と対面で実施する「会場講習」と、インターネット回線を介した
「オンライン講習」を実施しております。

現場の監理技術者になるには『監理技術者講習』の受講と『監理技術者資格者証』が必要です。

●講習修了履歴の有効期限は、講習修了日の属する年の翌年の１月１日から５年を経過しない12月31日。

建設業法では、公共工事だけではなく、「民間の重要な建設工事（個人住宅を除く殆どの建設
工事が対象）」において専任で配置される監理技術者は、監理技術者講習を受講することが
義務付けられています。 

編集後記
●今回の153号は、「これからの防災対策」を特集いたしました。2024
年に起きた能登等地震・水災害を教訓に多方面の方々にご執筆いただきま
したので 、ご一読いただけますと幸いです。
　また、次号よりあらたに自治体の人材育成の取組み、施設見学の紹介な
どを考えております。情報のご提供、ご提案、ご投稿などご連絡をお待ちし
ております。（高）

●令和に入ってから自然災害の発生が多くみられます。昨年も1月の能登半
島地震以降、各地が多くの災害に見舞われました。今回は、災害が起こる
前からどのような事に備えれば、被害を最小限に防ぐことができるか、に焦
点をあてて特集として組んでみました。１日も早い復旧復興を願っておりま
す。（山）



時期 期　間 日数 研　修　名 申込開始
予定日 研修方式

4月

14～18日 5 ダム管理主任技術者（学科）研修 2/17 集合

22～25日 4 都市計画の基礎 2/17 集合・ライブ

22～24日 3 地質調査 2/17 集合・ライブ

23～25日 3 ダム管理（管理職） 2/17 集合

５月

7～9日 3 コンパクト・プラス・ネットワーク 3/5 集合・ライブ

7～9日 3 構造計算の基礎 3/5 集合

7～9日 3 道路構造物維持管理 3/5 集合・ライブ

12～16日 5 用地基礎 3/10 集合・ライブ

12～31日 20 建築基準法（単体規定と集団規定） 3/10 オンデマンド

12～31日 20 若手建設技術者のための施工技術の基礎 3/10 オンデマンド

12～7月30日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修（計22回） 2/17 集合

13～16日 4 街路 3/10 集合

14～16日 3 官民連携（ＰＰＰ／ＰＦＩ） 3/10 集合・ライブ

19～23日 5 地すべり防止技術 3/17 集合

20～23日 4 災害復旧実務 3/17 集合

21～23日 3 地域の浸水対策 3/17 集合・ライブ

26～28日 3 建築設備工事監理 3/24 集合・ライブ

27～30日 4 砂防等計画設計 3/24 集合

27～30日 4 土木工事積算 3/24 集合

６月

2～6日 5 建築基準法（建築物の監視） 3/31 集合・ライブ

3～6日 4 都市再開発 3/31 集合・ライブ

4～5日 2 景観とデザイン 3/31 集合・ライブ

4～13日 10 橋梁設計（基本講座） 3/31 オンデマンド

9～18日 10 公共建築プロジェクトマネジメント 4/8 オンデマンド

10～13日 4 はじめての土木 4/8 集合・ライブ

10～13日 4 土木工事監督者 4/8 集合

10～13日 4 建築確認実務Ⅰ 4/8 集合・ライブ

16～20日 5 都市計画（入門コース） 4/14 集合・ライブ

18～27日 10 建築設備改修（基礎講座） 4/14 オンデマンド

18～20日 3 建築工事のポイント 4/14 集合・ライブ

24～27日 4 開発許可Ⅰ 4/22 集合・ライブ

25～27日 3 やさしい土質力学の基礎 4/22 集合・ライブ

25～27日 3 不動産鑑定・地価調査 4/22 集合

30～7月4日 5 建築工事監理Ⅰ 4/30 集合

７月

1～4日 4 用地事務（建物・営業・その他補償） 4/30 集合・ライブ

2～21日 20 ＰＣ橋の設計・施工 4/30 オンデマンド

2～21日 20 若手職員のための建設工事のポイント（土木コース） 4/30 オンデマンド

7～11日 5 区画整理 5/8 集合・ライブ

8～11日 4 河川構造物設計 5/8 集合

9～11日 3 道路整備施策 5/8 集合・ライブ

14～18日 5 宅地造成技術講習 5/12 集合

15～18日 4 景観まちづくり 5/12 集合・ライブ

16～18日 3 土木施工管理 5/12 集合・ライブ

16～18日 3 コンクリート構造物メンテナンスの基本 5/12 集合・ライブ

22～8月10日 20 若手職員のための建設工事のポイント（建築コース） 4/30 オンデマンド

22～31日 10 土質設計計算（基礎講座） 5/20 オンデマンド

24～25日 2 空き家対策 5/20 集合・ライブ

22～25日 4 舗装技術 5/20 集合・ライブ

23～25日 3 建築設備改修 5/20 集合

29～8月1日 4 宅地造成及び特定盛土等規制法（盛土規制法） 5/27 集合・ライブ

30～8月1日 3 用地職員のための法律実務 5/27 集合・ライブ

時期 期　間 日数 研　修　名 申込開始
予定日 研修方式

８月

12～31日 20 総合評価方式の活用 6/10 オンデマンド

19～22日 4 品質確保と検査 6/17 集合

20～22日 3 道路構造物設計演習 6/17 集合・ライブ

25～29日  5 橋梁設計 6/23 集合

26～29日 4 河川整備計画・事業評価 6/23 集合・ライブ

27～29日 3 建築改修積算の基本 6/23 集合

９月

1～3日 3 公共工事契約実務 6/30 集合・ライブ

1～5日 5 建築構造 6/30 集合

2～5日 4 土質設計計算 6/30 集合・ライブ

9～12日 4 ICT施工のポイント 7/8 集合・ライブ

9～12日 4 道路管理 7/8 集合・ライブ

10～12日 3 土砂災害対策 7/8 集合・ライブ

16～19日 4 開発許可Ⅱ 4/22 集合・ライブ

16～19日 4 土木技術のポイントA（計画・設計コース） 7/22 集合・ライブ

16～25日 10 公共空間デザイン・マネジメント 7/22 オンデマンド

17～19日 3 道路管理者のための橋梁維持補修 7/22 集合・ライブ

24～26日 3 下水道 7/22 集合・ライブ

25～26日 2 BIM 7/22 集合

29～10月1日 3 盛土工の基本 7/28 集合・ライブ

29～10月3日 5 建築工事監理Ⅱ 4/30 集合

10月

6～15日 10 土木構造物の設計の基本・演習 8/4 オンデマンド

6～10日 5 公共建築工事積算 8/4 集合

6～10日 5 わかりやすい道路計画・設計演習 8/4 集合・ライブ

14～17日 4 建築確認実務Ⅱ 4/8 集合・ライブ

14～17日 4 建築改修 8/12 集合・ライブ

15～17日 3 土木技術のポイントB（施工・監督・検査コース） 8/12 集合・ライブ

20～29日 10 建築物の環境・省エネルギー 8/18 オンデマンド

20～22日 3 市町村道 8/18 集合・ライブ

21～24日 4 仮設構造物の計画・設計・施工 8/18 集合

22～24日 3 アセットマネジメント 8/18 集合

27～31日 5 建築設備（空調） 8/25 集合

28～31日 4 公園・都市緑化 8/25 集合・ライブ

29～31日 3 開発許可専門 8/25 集合

１１月

4～6日 3 交通まちづくり 9/4 集合・ライブ

5～7日 3 公共建築設備工事積算（電気） 9/4 集合

5～7日 3 海岸技術の実務 9/4 集合

10～14日 5 用地事務（土地） 9/9 集合

10～14日 5 ダム管理 9/9 集合

10～29日 20 PC橋の維持管理 9/9 オンデマンド

10～29日 20 コンクリート構造物の維持管理・補修 9/9 オンデマンド

17～21日 5 建築設備（電気） 9/24 集合

17～21日 5 都市計画（応用コース） 9/24 集合・ライブ

17～21日 5 トンネル工法 （NATM） 9/24 集合・ライブ

26～28日 3 斜面安定対策 9/24 集合・ライブ

26～28日 3 木造建築物の設計・施工のポイント 9/24 集合・ライブ

26～28日 3 水害対応タイムライン 9/24 集合・ライブ

12月

1～5日 5 建築設計 10/1 集合

1～10日 10 用地基礎（基礎講座） 10/1 オンデマンド

3～5日 3 土木構造物耐震技術 10/1 集合・ライブ

3～2月27日 3 ダム操作実技訓練（計8回） 9/9 集合

1月

13～16日 4 建築物の維持・保全 11/11 集合

21～23日 3 鋼橋設計・施工 11/19 集合・ライブ

21～23日 3 水災害対策（危機管理と流域治水） 11/19 集合・ライブ

29～30日 2 会計検査指摘事例から学ぶ 11/27 集合・ライブ

※研修時期・日数は変更することがあります。
※オンデマンド研修の「日数」は配信期間です。
※申込開始日を、日延べする場合がございます。

一般財団法人 全国建設研修センター 研修局
〒187-8540　東京都小平市喜平町2-1-2
TEL.  042-324-5315　FAX.  042-322-5296
https://www.jctc.jp/training/

※ 以下の市町村振興協会等では、当センター研修受講経費等に対する各道県内市町村への助成制度が設けられています。
（北海道・青森県・岩手県・栃木県・群馬県・神奈川県・新潟県・富山県・山梨県・岐阜県・静岡県・奈良県・和歌山県・岡山県・山口県・徳島県・高知県・
大分県・宮崎県）◎詳細は、各道県市町村振興協会・こうち人づくり広域連合にお問い合わせください。

研修カレンダー 2025年度
※ 研修は、令和7年度新規研修です。
※ 研修は、国立オリンピック記念青少年
総合センターで開催いたします。
　詳細は、当センターHPをご覧ください。
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